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魔法使ぃぞは 


この本を開き、契約し魔法使いを志す者よ一。こ::でばまず、魔法とは何 

ま ほう.つか なに まな 

か、魔法使いとは何かについて学ぼう。 

魔法を使うには、魔力がなくてはならない。この本の表紙について C 、る石にみず 

す+が fc もの ゴ.ほうつか 

からの姿をうつしてみてほしい。もしさかさまにうつって L 、れば、その者に魔法使いとし 

さいのラ ほんけいやく なんじ ちから 

ての才能があるということだ。この本と契約できた汝には、きっとその力があるはずだ。 

ミほうつか おお わ えが j ； h - t < 七.个 ty 

魔法使いにで、きることは大きく分けてふたつある。ルーンを描き、魔力に瘊をあた 

ぇる「魔法」と、ある物質と物質を合ゎせ、まったく別の杨餐にする「答段」だ。「產 

ほ:う, ’ しう ごうせい だい L ょうまな 

法」につ L 、てはこの章で、「合成」につ〖、ては第2章で学ぶことになる。 

このふたつのほかに「イマージェン」の技を極めた者だけが「賢者」と呼ばれる 

し、こ-ご そ △ さい まほう ベつ さいのう ひっ 

至咼の存在になることができる。イマージェンにはふつうの魔法とは別の才能が必 

■'えが よ I 〇) . 

で、ルーンを描くことすらなくイマージ^ンを呼びだす者もいる。 

す こころ たも けんきゅう L . ゅぎ .rj ラ ひ んにゃ 

透きとおった心を保ち、あくなき研究と修行に打ちこむのだ。いつの日か「賢者」 

㈣ tb 

とばれる日をめざ LT ——。 

けんじや もの きわ 

— ^^4^ 賢者をめざす者が極めるべき3つのこど 






現在の世界丨 


も四賢者 

- . .冬;^，ネわ 

と呼ばれる指導者がいるのはよく知られているだろう。だが、彼らを上回る 

ま t うお:;） X でんせつ けんじゃ いま ふる 

「 魔 導王」 と呼ばれた伝説の賢者が t 、たことは今では古い 

しよもつ のこ 

書物にしか残されていな I 名?^^) 



































































J あらゆる道具が収納 

苦 ふくろ .1 ゅ m た び’ 

|される袋。修行の旅 
[|には欠かせない。爭 


えが さい ひつ 
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なや 


ひと こころ 


あつ 


よろこび、悲しみ、悩み……人の心はさまざまなカケラが集まってでき 


こころ 


とき かんじょう おお すく 

ている。そして心は、時にひとつの感情が多すぎたり、少なすぎたりして 


うしな 


ろ 


ぐランスを失ってしまう。トレビンとは、心のカケラをためておくことがで、きる 


ベ：〇 


つよ 


ころ 


ぬし たんち 


ちから 


特別なビンだ。また、このビンには強い心の持ち主を探知する力もあり、 


ちか 


ひか 



お•し 

教えてくれる。 


しゅぎ i 


ほうつか 


.えが 


こころ 


じゆうぶんに修行した魔法使 I 、なら、ルーンを描いて心のカケラを取 


だ 


り出したり、あたえたりすることができる。ただ 


し 


ころ あつか. 


さいしん ちゆ？い 


し、心を扱うからには細心の注意を払 


たいせつ じぶん 甘いぎ 

うことが大切だ。自分だけの正義 ( 


こだわってはいけない 
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乙、のカケラ 



まほうと だ こころ ゆ？ 

魔法で取り出すことのできる心のカケラは、勇 



ゆめ しん 

やさしさ、夢、信じ 


る、がまん、やる 


き あい じしん 


しゆる4 


いつけん 






、自信と8種類ある 


〇 



すばらしいものばかり ( 


みおお じしん 

見えるが、多すぎてもたいへんなことになる。たとえば「自信 I がありすぎる 


かしん ぎや （ こころ 

過信」になってしまうというように -。逆に 


ぶ 


ひと 



よ そんざい ひじょう 

「ヌケガラビト」と呼ばれる存在になる。非常にめずらしいのだが、ヌケガ 
ラビトになった状態で、悪の心を増幅されると「ナ仆メア」が生まれる。 



ばあい かいふ 

イトメアにとりつかれた場合、 


v - じ j ラ .ンんなん 

g 復は非常に困難である 


こころ むじんぞうと ぢゆう 

心のカゲラは、無尽蔵に取っておけるわけではないということに 



ひつよう 


まほ！ 
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V-- 


ころ 


しゆる 


意が必要だ。魔法で取り出した心のカケラは、1種類につきひとつしか卜 


ほぞ八 


おぼ 


つか 


レビンで 保存することはできな L 、ことを覚えておこう。使ってしまえばその力 


おな 


て 


あら 


ほう 


だ 


ケラはなくなり、同じカケラを手に入れるには新たに魔法で取り出さなく 


てはならないのだ 


〇 
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其気の有り余った人からヌケガラビトとなった人に心心を取り戻し、本来 
心のカケラを分けてもらう。のカケラをあたえる。 の自分に立ち戻る。 
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ここまで読んできて、魔法使いの心構えに ついては 違 

じっさぃ えが” 

それで、 はそろそろ実際に ルー ンを描 L 、てみ よう。ただし 

し!^)よ。 き しつはい. ■とき おそ 

くつか重要な決まりがある。失敗した時には恐ろしい こと 

ち冲うい まほう かた 士な 

よくよく注意して魔法のかけ方を学ぶように。 
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f 。 ルーンはアストラム語以前 蠢動しない。黒い線を 1 画目、赤い線を 2 画 

》 j - ..ち.:” も .めえがはじ “し しめ 

文字だったが力を持ちすぎ 目、描き始めはペンの印で示している。 

_魔法使ヾ、しか扱ぇない今くと苡後は論こ挺けるょぅになるが、1 

, 、^ こうげき か A まほう 

( 二なったといつ。 れてしまうこともめる。また攻撃に関する魔法は、 

ベい■じょうじ えが . 

まず平常時に描いておくことをおすすめする。 

I ^龜 : 1 し加< 

1 多 形た、 け知って L 、てもだれかに資格をあたえられ 

| なければ描けな I 、ル— ンもある , また、高 A な 

バ 呪文は強い杖でしか緩えない。 
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. よ しんぴ まほう 

イマージュンを呼びだ寸神秘の魔法 





いの' なか 


命の中にひそむイマージェン 


d 砂 

この呪 


も0 


ここる 


文は、人 • 動植物_魔物などの心力 
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Ti Vf んじ收う 


生み出す幻獣「イマージェン|を呼びだすも 


ので、ある。みずから、または相手に向かい 


ニニろ I 


真摯な心で、呼びかけよう。その真実の姿 


あちわ 

を現すべし、と… ■ 
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上き げんざい ばしょ じぶん たいせつ 

その時、現在^、る場所に自分は「いない」ことをイメージするのも大切である。 































































































たび と.ちゆ） たたか なか きず 

旅の途中、あるいは戦いの中で、は傷つくこと 


さ 


ずほつ おぼ 


もあるだろう。そんな時、この魔法を覚え 


ひじよう や 


つ。ヒー ルを 使う コツ はただ 

ひとつ、やさ しい気持ちになることだ。荒々しい気 
持ちのままでは効果はさがってしまう。 









































































































L j うりょう L いた かのう 

少量でも死に至る可能 


せい どく こうげき 

性がある毒の攻撃逆 

ちゆうい 

もっとも注意すべきもののひとつと 


げどく ひつよ 

えよう。解毒が必 



なったら、 


Si* 


まほう つか ビ（ ぜんしん 

の魔法を使うとよい。毒が全身 


まわ 
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に回ってからでも間に合うので， 

■ ' 

決してあきらめてはならない。 
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いや 


ぼう 


完全に 
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『ヒール』の魔法では治 
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いのち 


癒できない、命にかか 

じ! (6 ，しよう， かんぜん かいふく 

わる重傷を完全に回復させるの 

が、究極の癒し魔法『ヒール 
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とができる。敵への攻撃だけでなぐ火を消したり 
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図に利用した者がいた。魔法使いには 


ひつよ？ 
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まほうつか おお せいちょう 

で、魔法使し、としてもより大きな成長をとげられるはずだ。 


スタンプカード 
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合成術とは魔法使 t 、が使え 

わ'.ざ もの 

る技のひとつで、ある。たんに物 
を混ぜ合わせるだけで、なく、知 

しき もと ざいパ}よう てき 

識に基づ I 、て材料をそろえ、的 
確に魔力を加減することで、初 

かのう 

めて可# g になる。 

ごうせいじゅづ きわ どラぐ 

合成術を極めれば、道具 
や食べ物だけでなぐ武器や 
防具、この世に存在しないもの 
まで、作りだせるようになる。世界 

むげん じ MA 

にレシピは無限にある。自分だ 

どくじ かいはつ わす 

けの独白のレシピを開発し、忘 
れぬように記しておこう。 
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合成術を試みる者は「合成なベ」を手 
{ 二入れなくてはならない。合成なべは魔法 

つか あ なか 

使 C 、にしか隨けることができず、この中でし 

ごうせい.じゅ.つ お：な 

か、合成術は行えない。なべにはそれぞれ 

キ じ_ん やど. ■ ま IS A み l 

ね「なべ魔人」が宿っており、魔人に認め 

I .上ゆう 

られなければ所有することはできないのだ。 
変わったなべに出会ったら、蓋を開けてみよ 
う。まずは呪文を唱えるのだ。 








































































レシピを i 夬める, 


ざい 1 ) i ) 

|才料をレシピにしたがってそ 

じかん かんそうぐあい 

ろえる。時間や乾燥具合な 

ちゅうい 

どに注意する。 


て[:梅ん まも い k 

手順を守ってなべに入れ、かき混 

めいかく 

ぜる。で、きあがりの明確なイメージ 

えが かん_じん. 

を描くことが肝心だ。 


ごうせい て い ごうせい どくじ 

合成な ベを 丰に入れたら、さっそく合成じ T みよう。いずれは独自のレシピの 


Mil を目指したいが、初めはまずレシピどおりに材料をそろえることから。材料に 
特定の地域でしかとれなし、ものがあるなど、むずかしさはレシピによってちがう。 

じ事ぐ . L ^ 


す、 ベつ し あ L t 

また、レシピを#し: T レンジすることで、まったく別の仕上がりにしてしまう I 

おくぶか ごうせい せかい. かい： i み した え ねんまえ 

もおり、そのことからも、奥深い合成の世界が垣間見える。下の絵は、150年前 
にジャンゴルで歸乞いの薬を調合した時の様子を描いたものだ。13日と13 


ばん にん まほうつ.か 二うたい ば八 い ' 

晚、13人の魔法使いが交代で番をしたと言われて 1 、る。ほんとうかどうかはつき 


らゅうきょく ごうせい つ■か しろ めいき.®う .きよだい けんぞうぶつ ごうせい 

りしないが、究 S の合成なベを使えば、城や迷宫など、巨大な建造物すら合成 


できるという。 
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会 


Vこ 


Ip 


.せ" 


n 


成 




1 (: ■ 

ノ、？ 

オー L 

"J ^咿 

方1 

纖 


アラビン 




にゆ：§ は- vtj う 

入手方法 




UA L 视ほ -■■) .はう 



^;しゆほ0ほぅ 

人手方法 





















































































: : 


ぐ..:.： 


するどい彩の飾りがついた 

■響啤 |_ l*-|l nVl> ■•■••■暴 ■■ 知 1 >a - I 一 ■■•<<•■1 '< J L .• 

うでわ ぼう' ぐ どうじ 

腕輪。防具であると同時 

^― • ■■■_ ， ■!«■—v —»- nVi « Vb '—* rnr ' «i 1 ■響 ■響 u V V 1 ■ 

c うげきよう ぶき 

に攻撃用の武器としても 

— — し . .■■■ で， ，一 ' ■ ' ■■' V**~ ~ • ■ '.% JJ.—4 .^mmV.- m J°.. ..t. -V ■-_ ■ ■ ■■» A 1 ! _ W->U^>la m ■ UiPlir. 

つか (:めんせい みぐ 

俠える二面性力戰九 


小さなものが多いが、個性 

ゆた こうか 

豊かで、それぞれ効果がちがう 


雙' 


妖精がつける小さな腕 

—. m .—v ■.!■» t— v __ .. . 一 一 . 囂 .I ■ ji . , —* I ■. . .■ .j.a a .v_ >^wu— r» d- wv .%bma_v. . ■ ■'■ 

わ (さり とお 

輪。鎖に通してペンダントの 


精裏の力が宿った腕輪。 

'•■■■•■•.■•■■•■•■■•一 I ■ i 息 t • •• !•■■-■•.■■ •■-* -* ■ •_ !■ I •■•••_,•■ f I . . .. 

■けが U うか 

ありとあらゆる汚れを浄化 


人因を引きやす L 


してくれる。手に入れるのは 

| ■匿}！■■■，■■■■■一 ■»■■-— Ml . ”__卜1 -*-■ ■- - . •-1 ? ' ■ >■■■■■* 


簡単ではな t 


注意したほうがよし 























































































































圓 けんしのブロ 


けん 


すぐれた剣士をたたえるた 




めに作られたブローチ。そ 

•ATt-v - -■ ， ■ 身， J 1 ■ _ ■ _ Mr • 安 11 _ ■ v ■■■■■■■•■ 一**- - ， 1 *， — _ — 置 *** ■ ■■ 「 ■■ ， ■■ ，， •■• き ■ 

ごうか み め えいよ 

の豪華な見た目こそ栄誉 

« Ml -■•‘■ 8 «■*!,>«>-■ ■ali'M i ■>■ I HiaKaa Wm»kbwJ J 嵐 ■_.«.•_ ■■」 - m. Hmm I . > ■( 凰 》S a ■ ‘《_! fea J «»-*' a fi . ■ b ^ i . k . aJUIH: 

き i 

の Se 。 


画せんしのブロ 

霜いの神に浼籀を妾けた 

<せん なか 

ブローチ ft 苦戦の中.にあつ 
ても、その聖なる力が戦 

ll-abaa _m_ ■-■一 "••.■_ 11 a I >■■•■ h arf ■ > ■■ a I _ I B 11 ■■ h I ■>« Iji i •■ ^ .1■■ Jb. ■ . ■ m J ! . I' 

を高揚させてくれる。 



入: 

jzri i 

i ， 


ま 

ラ 

j ± 


9 hi & 


圍まもうのブロ 

渦巻きもようをあしらったブ 

たいせつ ひと まも 

ローチ。大 切な 人を守りた 
いという思いが込められて 

.—..■■■•■ . . V . „ ■ . . . J . . ... — ...... .'. . SI ■■.■■■ r IJf < . 

いる。 

* .'A.J/. tXB^LflKM. 

9 まぼろ L 0 ボボ 

呵 9 叉 


法 












鲕"■霞 ■■■ " ■ _ 


チ 





チ 





チ 



h 




'； 


圓 



きブローチ 


ぜんめん ぜったい きず 

前面には|色粒{こ僅が:2か 

&ね 

ないブローチ。胸のどこに 

■-»f..» l ri.^i 'ii% I u.| __轉 8 b ■■ i .i^. -i«- ■ ■ . .1 . •- m —■ -- ■■_■ 、 ih ■ よ -. -v.1..JL '•'-'•vgru f 

しんぞラ 

つけてもよいが、心臓のとこ 

•..■ ■■.-•，■ i ■ ■ .' T- - --•»；- B »1 II T-. nil ■ i|i I •■—— _ ■— 一 1■ ■ ■ ■■ »■ ■ ■ ' m > > • ■ ■ I .1!•* . I 

ろがもっとも効果的。 



—t S - 

A t 

二！^し 

J ゆ 

方‘! 
法 f 


④合 



■ かじばのシール 


ピンチの畤にとてつもない 
力があふれてくるシール。 

■■■，.., - it-.i-r. - .-■ ■-■>-■■ — ■ .■ ■■ .*.■?• *y-■■£• • 一 *^■• ， ■■ 星 ■ 一 ' ■ ■■ 

最後まで 勝負 をあきら めて 

はいけない。 


'、料幾/》 


入 V 

參 I 9 T ッチッチ 

法4 


圖 ばかぢからシーノレ 


「攻撃こそ最大 の防 御な 
り i の思想が込められた 

，う げ令 h t .. ‘ 

ヒニル，： S . 蓋カカ ㊉ が圣 
反面、防御力がさがる。 



入 

I 

X * 

法1 


ほ 

は 


9 



B ほうふくのシーノレ 


きずいた.ちかつか 

傷の痛みを力に変える 

■ U * m • - ■ »m • m ■ ■ « ■ m m ■ ■ _ ■ aurf ■ ‘ I » _ ■ ■ I ■ 11—A ■ J aA ■■■>■! « I- ■ I — 1 1 ~ I * . ^ 

やみ （ろ いろ 

シ_ル。 論の よ う に論い爸 
が、どことなく禁断の匂いを 

■ ■ — ■■■■■■ ■■ uy Ii .» r i ~ • _ ■ fa ■ JVmMrnM • a . . a I i M > i . 

かん 

じさせる。 

—i- 一 . ■-!■■■■ it .1.. 



画ちからのブロ 

石で、できた ブローチ。強い 
パワーを秘めており、にきる 
と身体 の奥か ら力がわいて 
くる。 


j , 丨 


チ 







n^u 

9 


1::.&ぅしゆはぅはぅ. 

入手方法 



IMsr % 


‘■■ J し ^ i う i う • 

”手方法 


貧 




9 

く r \ L . ゆほぅほぅ 

ん.手方法 































































































画てつべきが 

っけると 1* が M 蘇な_ 



動..-歎 


の強化アイテムとして位置 


ぐ . ( 

.，マ 

r 

mm 


ち 




lit 

J 

二 Jfe 



\ 


ノ 


づけておくのがよいだろう 


〇 


匿がん■みヲッ 



つけると力がわいてくる不 

【 ^ 今 ” Vi 

思議なワッペン。気分だけ 

.. .,： ■■■• ，画 •■- ■- — •-l — ii 

でなく肉体的にも初果が 

ユ ■巧 grrir^ii ■ “ - g . i ..1 〇 *-« s. i-i f -1 ― ■ i-s j - y- — •- . ™-.iinri.( ■ _ ’ 声 ai ■■ 今.•て ^ 

ぁらわ 

琬れる。 



f 4二 

人で 

手 k の 
方マノ 
法ズ 


七:■ぺ 





疆 はおうだちシー/レ 


み ま..も も0 てだす 

身を守る者を手助けしでく 

—-■■■ ■ I | »|| —. > . I ^ .jii'Jii.^i. ... i^-.< II .-.J ■U..*' 一喝 •■-，■■■ I ■■■■»_■ 1 ■■— I . .1 I . ■ ^ -t ••- - .■ ■ ’ ■ **" ' WT— 

+けう 

れるという魔法のシール。こ 

.•■ , nrwv^v~. *IT)'^TH '-■■—«■•■■-» - - - ， •.■ 一， ■■■ 一 * 

ぼうぎよ 

のシレルをつけて防御する 

••一.‘一 •■_••.. ••■ **.*| IJ ** 1 f * 1 ' • ^ Vr - - *■ ■■■■-- ， .* , 

i も 

と、守りの力があがる。 



■:Vn^ 。 —r*-” 



3 


^ J i 


論 


り 


L 




ピカピカワッペン 


■号 


つけると少しえらくなった気 

. -. !■ .1 k- . . . - I —vrv-T —— , 1 - 

1 


になれる ワッペン。 魔法を 

1— 一■，一 り -- Y 一一 ，.." 1^1— M-* -A - 一 h . »V ，馳 1 - - - 

つか ： f .し ん ■たいせつ ■:ころ. 

使うにも自信が大切と、心 

一 ir • ，二 Oi-i A J, _i. ■■.:■■■ ■■!■•■■■■，v • ザニ 1 二 ■■ IJ ■■-■■■，：■• « 


え. 



ておきたいもの 





入1 


方 g 

法 t 


'■*" でヴノ Vi -Vi —:, -1 V ： ’i , 


Q 



h 


ババナシ雅] 


； 


圓 ふんばうワッ 

きみ上ラ もんしよ-) えが 

奇楚立慈章ぎ SM 1 . な 

もんしょう ふう 

ワッベン。紋章に封じこまれ 

_ — .» V - --n ■■•. 国 " ■ • ム V- ， -iy.TV. 

ふしぎ ち K まも 

た不思議な力に守られ、こ 



いちばんでふんばれる 



〇 



せス 


9合成 


■ たてのワッペン 


卜て j ? が 

盾が描かれたワッペン。お 

...... .. - .. . - - - 

まも i > ある hO おお 

守りとして持ち歩ぐ者も多い 

• m ■■fcvwr.— —--..-1^ - — ■ — - ■- ■"■■■•wi 


という 


〇 



人 I 

券^) ジャンゴ/崎冨 


しれ しよ 



法1 


i 

7 




匯 爸こぢからシール 


ききひん とき ふ 

危機に瀕した時、踏みとぎ 

lrn ,- l ..- l ^ t r*p — _ t ■ ~ I ■ | — | ■ ■ _；■_ ■.■■ r — t _ ふ -J ■ -J _ _ i • J I ■ J •_ 隊『•-. I 曹 》■•■»■ riiMTS —_■■• T, J,,— 

まる力をあたえてくれるシー 

.1 jkP i-^i ——^ «"*• *' — 一一 “■ 一一 … ••■■ 

ル。ピンチをチャンスに 4 え 

. , r- . , , I ... . T ».. — .h.L ■! '. ， • し一一 .-- .•r^T 




入 



n 

■亦 

i 

7 ■.呤 



sBm. : r ウッ务 


法 f 


圍 カチカチワッペン 


丈夫な素材で作られた 
ワッペン。つけると、わずかな 


み 


がらダメージから身を守つ 

■ ■ .. ,'l. *l ji. 11( • - - ■ 1 _， ■■ ■ T • - • a wmjv-ir l 'nr—r , f.v.-i—. 


てくれる 


〇 




法 


け 

7 
ほ 

勺 


，龄 X 商会[:ババ 



T ^ 


I -.. 



，づ r 


:广!占」 




>• 


V。1 


41 j 




令 a 

.::/1: 



cioiiM ゆ fi ぅ • ほ 1? 

入手想法 


マ ^、 A 









































































































































画 






かぜ あらあら 

風の荒々しさとやさしさが 

. 1- ■■■■•.. - ■ .. ... .... .. .' i - r . Jij ' i . 

ひ上うげん 

表現されたワッペン。つけ 

. i .-...«_.«|i - - ■•^..4. —-iV— -* —1- - .-.1 ， 

かぜ こう 

るだけで、風にまつわる攻 

M _ '■- h .— Jtmii 1 / L . n . U !-.- ■.« ' _ —— !— 1 - . ■ U _ ■-.-» “ 

げき い 1( ま 

の威力が増す。 




法 


づ 

ベ 

ゆ 

ほ 

う 

ほ 

ラ 


9 



切 J ■ぶ; 






■ ねつ 



ッ人ン 


あつおも 

熱き思いがたぎるワッペン。: 

. 、 ■ 一 . Vi-%T- r—r- 一 —-， ■! ■ '! i .nii<n >iAn.i.vip^f..-.-.- U ( r . u^t. ， • ，玲 か .-r — ■ し w. <i ャ 

h < ぜったい ゆる せいぎ 

墨を絶対{遺さない 1 蔞 

かん 

感があふれてくる。 


T し- 

人で 


霉 H 

は 


f 去 



|.. l ., ij - / // \j 



ファイアマーク 


ら ほのお 

燃えさかる炎をあらわした 

y,-.. ... hf, ia. ■■■-■!■ ■ ■ 1 )"—■jtA".»...il.n »_ 1 -. ■ li* t . iimm i • -.■ ■ »-j8| —TTf f - » ■ ■■ —■-•■ . . ^ . . , 

紋章が光るワッペン。つけ 

- 一 ■■• m*n ! ■ i ザ ■ ■ I u ■«*-■ ~ a - ■., ■ ■ ■ ，- ..^. y ； Uf UJfc-dl idil fcl i fc ■ .— i __ 

ほ设お こう 

るだけで、炎にまつわる攻 

- •—»-i — — ,^v . TSiimii ..-*- . „| &II , 

げき，いり“ ま 

の威力が増 





入 


う 



'iJ 


KJ * 

ほ 

ki 



1 1 


■wn* ... 

フス 





/■ \ / \ 


〆 ノ .ば 


■ アクアマーク 

み'ず もん 

水のしずくがモチーフの紋 

" ■ '■ ■ ■ ~ —~t*~ w'.— ■ _ ■紘 _ m m r fe* B,abUA ■» h u^> »■»«.■ — i — r ,^ ■ ^ v _ i, v ■ Ail .., _, „, __ 

章:が描かれたワッペン。つ 

........ . j " 墨 ■ 扇 • 麵一 , qr ■■里 P", ■ .IBII . 

.みず 

けるだけで、水にまつわる 

• ■■I9..I JI ».»,.■.•■ ..n-n-if-n , r . _L_»» j_j|— 墨里 - ■_■■ 圓 ^■.■ 里 — .. ■ ■.■ 曾 ,, . ■: 

こうげき いひ“ ま 

攻撃の威力が増す。 

J ir »— r*M 嘯- — ■ - ■• n ■— ■ — ■ ■- ■■— vr rr - — -•■••■ r 一- — 



入 


ラ 


1 




_ ゴ、ツドマータ 

LSBI ノ J ^ ノ^ 


かみ ひとみ えが 

瞳が描きこまれたヮッ 

V.'-V. f ■■.■■•- il .■. こ ■■”■-*■--_.Y 一一， ^— 一 - 气 — ■!» •■11-- 作 ■■• 一！一 -^.. 

つ上 ま h _ (j ， 

ペン。強^、魔力が込められ 

*"■ mj "-' J. — — ■ “ _■■ i- ! • ■__ ■. 丨 ■ . — ■•— »■ -.T • ,-M. Al •' L • 一 — J A lllUfa. v mtm ■ . . . . 

ぞ^せい こう 

ており、あらゆる属1生の攻 

.— — —_ > > r r 1 l rr - llr .." P , .1.-. -i — ■ — ■■ - .1 j. ..,-.1=, 一 

_.w ま： 

撃:__ 

— - — Jr*f ― ii-ii-ji 'i.v 


9 ナナシ‘城0宝 _ 

J w 


十： ■ い: j, 】 r 7 

■*、》■ -Y r L tr» V ， 

■ぇ ，ヂ 



f 去 


，ほ ご. ， ザ.. ■ 

f 9 合成 


' 


■ スリッブシ 


ある 


歩くたびツルツルすベるく 


功レ-) 


つ。ババナシアで流行して 

■ ■g-i - .■ - .,!&■_■—■ - • — — > •• > ■■■■■—— • ， ■■■• ，一 .■■••■ ，謹 ■ II .... - . .-J' . . ， im 

はや きそたい 

おり、すべる速さを競う大 

■ ― ■ — -■!■ ■■■■ —■ — ■-,.,-■■■■■ ... ......i-j't-j —i-.-- 

かい もよ J ? 

会も催されるほど。 





方 

法 


は 

う 

ほ 

ラ 




*""T- 丄 〆 , - _ .V 声 ■>’ 

フス_ 


バノ ^ 



■ 





外 


t < L 1¢ かわ 

ソールが特殊な革ででき 

■ 1 “— . v ■•- ••'• ■■i-siini ij ■■ ^■ 一 . ■-■■■_ ■ — レ ..... ■- ^|. : . ■. . . .. . 

つよだいち 

mi つ。より強く大地を 

ふ はやはし 

踏みしめて、速く走れるよう 

- •• •■»»» *' j-, ( ,,Vl .1. Hi,'-., l-ii.ll. 

になる。 

■ J 1 Wu m _ 

T c 

JpVj 

jT 


















































































画 ぎん If うブ 


はや 

レザーソールよりもさらし速 

_ _ — .. .■ ” . .. '■—― -- 

はし. はや 

く趟这.趣 

ゞ ん ぞへ み 

えないという。 

• .VaAA.V I Ifd' >' ■ I fc, •—■■.•— ■—'■ ■l-i-.-iJiii- I' l.._" "* •-t- •'•*■* 

-r G 

- r aj - ' ■, 

__ t —. 一 …. 一 

方 1 I ツ 

W ! 



VI , 


ク 



n アクセルフ 

就! MD 叙で导2ヒ 

相手の先手を杂りたい; 

:,-，•■• 1 <m- 一 f ■ ■■■■ - •— .tJVM --■«=■ r.-m "■■■■—. 一 ， 

i 、 

むことで、ある。 




V 



画 しんれいのゆびわ 


にしえ こうめ.い けんじゃ 

古より、高名な賢者たちに 

_ ___. . . .•―- 

あいよぅ ゆびわ 

用されてきた指輪で、、 

_ ,, P1 -u. i-J — .-iiii-r 

1ゅぅぃぅりパ たか い 

中力を高めると言われ 




ている 




ゆ 

i 


本 


方 ( 


法兮 




ごうせ 


|；.：1 !1 




ひだ t うのゆびわ 


たいよう U'b 

太陽の力がたくね MM ； 

ゆぴわ 孕も 

鍾。」■燈亙紐ち 

たいり j < ま 

がやわらぎ、体力も増すと 

一 .—… ， .* ： •1—|_“_:.._. ふ ...... — — •• • ' — 

信じられている。 

一 " ， v.i v 一 ft VI I 1 - ■■ ■ ,'iV 'Ti I .. ••* — »~ 




ザ 


方， 
法 f 


9 合成 






解がや t 0 ゆがわ 



.こ.がねいろ かがや•ゆびわ 

金色に輝く指輪。この 

1!Ja ...,._ r .-,„.'-._.. ..- 4 _.| B |. ■- - . , .... ,-,-,-.-,—5... ■ 

せかい せいめい 

世界をめぐる生命のエネ 

•丄“⑽二 卜•.一 ■•■L 一————……一". - —ヂ:— • rr — 一一- ■ == ^r 

やど ^ 

ルギ ーが 宿るといわれてお i 

■,.fcv— r^-, i . . ■ -- ■ -- - ■*■■ * 

たいりょく ま 


.子、， 1 ^- 

綱处％ 


体力がかなり増 

...... . . I —' 11 




"% ,;一 ' 


r 7 a t k 

Jl -， 


全!， 死者 0 湖の宝箱 

J ^ _ぐ ， 斗へ、 

法皆， 口 




圓 


みなら i ほラつか 
せいしん しゆぎようつか 

精神の修行 

ゆびわ めいそう 

纏 JMLfe 煙 H 

ニニろ.お 

心が落ちつく。 




ラ 


(?) テ 1 



さ' 4 . 



Si 


$合 


•% サ-い 







漏 れいきの取びわ 


こらい まほうつか あいよう 

古来より魔法 使い に 愛用 

ゆびわ•ふ 

さこ2.は 

m - ' 丄ほぅ 

ると頭がすっきりとし、魔法 

»: :• 一 — 一 — L，_tuU ■ ，ハ ”-—.— — -- 

力もわいてくる。 




わ 




ゆ 

の 



5■成. 



0 

: 也 -"V し & は oii う 

，方法 



れ 

も 

こ 

晒 


is 

G 斤 j ま|ラ| 

tyri 「ょ一 

ち1ゅ^ H し一 

た uio 海 

ぃ511 f<®i 

1 霊 II 指 / aM 

f 一 たん_ 
の：：つ T # 




% 


せ 


Irafc-/rkbk. n _ _ 


る 

/\ 

て 

レ 

力 





■ 一 #• うしゆ # 今ほう . 

人手方法 





多 

1 ； 3 うし§はうほう 


人手方法 




































































■：： 7 ：:： .,：. .• 


:.:e 


.• r ■ ■ i - ■ . ”.i ••• 

• . ■ • • • • 

•.•. •«.pi• .• • • ,*■ ■••• 

:: 



.パ 層べ y 
嫩&触，$■.令游 ^ f 

v ::裝1 

: ....'，綱 




繼: 参. 

% 

サ 

11 




谁. 


I 


■■ 





じ f .. 

. :%■ 
.• : v 

鱗.:'.'::. 

,4 . ‘ ■ 


•" • - * 


ぜ A 


.おん 


自然からエネルギーの恩 

■ VI "••HW .• 一印 — - — — ■ 一 —し， 从〜 

J ■斗い う y 

惠魏 i 迦 M 名一気 

なが た い 

の流れから、立つべき位 

1 ff* "■"* ’ 卜 • . ■■ 厂 - P ” d S — ■■ し ，' S — 

置が無意識(こわかる 。 



入4 



多. ジャンゴルの露天商 


は 




法 f 


， - 1 ，/ ぐ,)、、 

zy . : :_E 初 







醒グロウリング 

み もの ■せい t ,. t ‘〗 たす 

廉!221魅越蓋_ 

w t も 

ける力を持つリング。その 

，• • ヤ ^"■ 一 - ， *"* ， ..*• 认一 VW-—• — M^ry-« H •一 r- 打 〜-. |-. ょ “— 

こうか なかま 

麵は AiaMn 

うしゅこんなん しな 

入手困難の品。 

***— T — . u 4 ^ _ ” -nrTijMM- j-.；；i,.i ■-<,.. '_■••• — 中 ”'.' 

x % 

ノ、う A - ", Ml , 

■ 成 
rM 


匾ひのくびかざ办 

あか ほう•■せ-き くびかざ 

赤 i ! 室碰 2 i 、 墟飾 

雜 

り。肌にほんのりあたたか 

r —★ — ^r -,— _ ■ wv^. -- 

⑽ぉ み まも iyH 

い。炎から身を守る力が 

r■ -rjr n"A - ■ «i■ "■ i. ■ ■ ■■_■■_■■■■■■■_ _ i. 


アップする 


人？ 

手 k 
方 I 
法 f 



ラス齒— 


バノ 



n ： 1 


■ 售 ^ ■ h . 1 % Hi 

みすのく a かさう 

みずいろ ほうせき 

水色の宝石がつらなった 

~ rrJV, ■, v * % ' 一 J %*■**■■«•、■., . 1 ' ，一 -* .^rmiAra * .i ij. .-1..,. ., _ v _. v- ■-：, , ■., ii it. . ■ ■ I i. …■ノ . ：.- 

ぐびかざ ^ i ご.こ 

首飾り。清らかで、つけ心 

.申，“ .■レ J . ■— % - ___ 1 ― --— —.V wm— .VI «' — . .. , -■■ ' 

ち つめ みず み 

地は冷たい,水から身を 

. へ…- , ， 1 .. . — - ■•■!_■■ —— 叫把 ，二 ■ 

i も t)H 

守る力があがる。 

入 U 






ェ ； L 


ダ唐 


J 


法 


f 


^ 〇 





^mlBL ft nkmr - W W 

■ ™ 

wHUHIC i .NU < m _ - ，■- .. . " 一 


て）よ かぜ h あおひか 

強い風に当たると青く光り 

■。■...■一 I _ ■ ナ » • 一.一*— 一 -、.呼 L 一 -W - —.V ”一. 一 -ーニ ^ ■一 

かがやくびかざ - ひかり いり.バ 

輝く首飾り。その光の威力 

かぜ お かえ 

で風を押し返じ C くれん 



"X E 

ず 

■= T ^ し 

方才 
法， 


今カラス商会 r ボ 


a ： 



n てんのくびかざ办 


にじいろほうせき 

虹色の宝石がちりばめら 

..— 1 ■■ — - _• - —__ _、■—_ 

ごうか くびかざ 

れた豪華な首飾り。あらゆ 

き』つぃ み まも ち.から 

る脅威から身を守る力が 

' 、 ■• “ ブ .1.1 I ■ I .1. A .- J -- 

アップする。 

'■ ■ ■ ■ 1 面 _，■■丨 ”■■.■ Ifiyj №.11! ■ . . —— ■■ ...I .J ■ .,..1 


_ 
法 f ! 





ドレインコイン 


i 




ふろうちょうじゅ ゆめみ せんに八 

丕考歷嫂 l._A 

<5 く ちい て 

力®?あげたコイン。相手 

げんき す 

の元 気のエキスを吸いと る 
と言われている。 

全! 9コゃナンダ漏窟01賴 

119 



^4 




圓 よみガエノレ 

ぞう たお 

カエ ルの像。たまに倒れた 

なかま お ―… .' 

仲間をぴょんと起こす。 



本 


争 ！多 ナナ 

法 I 




:ゴ.パ:.ば： 


A ? -V 

相 


し* メ 

9合 


ゆ 
















































































































IK 



たびえ けいけんひ 

旅で得た経験と引きかえ 

-r, .■ - -■ ••■ ，墨 1 ■ . m ^ . ，-^― !•-!.. i—I», I . I _ ..11.— jj.. b e 墨 .,_ 墨 ‘ ； »j~ ■- ■■ V»'i .w ■—vv — 

かね T はい 

にお金が丰に入るカエル 2 

i ほうつか ぜ(二 

魔法使いなら、あぶく銭に 

• I ■ .T ^ . j ■ .. ■ ..... i■ ■ ■ — » mi ■習 Mii—r^iirr—sr 1 ! '91 ■■■■■ W's 1 - k-»-* -..—5 

_ 力すくらんではならない。 



IB びか 


おうごん ひかかがやかんひかれ 

黄金に光り輝く冠。その光 

II ： i . s .■ I . ,' Jji Kr . v .-• ■?■-■ 4 VJ.--P . t - w ■ ■■- * — "— 1 — fc — »- - »- » fc —«»—- iJ -■* ■ 1 - •*— J ■ ■ ■»! • 1 ■ 1 ! vn '. J ' 

やみ はら かんむり htt 

は闇を払い、冠を頭にの 

もの ただ みち さ 

せた者に正しき道を指し 

■•W* MI ^n«a a H IHVI VM 9 f VI 'll ■■■■国 ^ *■ ■ ■ ■ __■_■■■•=■■■■■■_»■_ ■■■■ ■■___■_■•■「■■■■■■ —=«'jJ IWf ■" 1 ■■■ ■ ■ ■ 

しめ 

示す。 




■ げ r くのかんむう 


き』 かみ 

清めの力をつかさどる神の 

■ % b A ■■'■Cka' vjM in i 1 !»ini^nri's 1 . ■r.-iuin ■: .9 i^i ji aiid- i|iiaiBji.'.i^ir ■ ■» , 7i^n'|*i 1 1 - 11 u_i 虐一 ，— _■•—■■—< 

u (ふく う わかくさいろ 

税福を受けた若草运の 

Ipvtari ■■ rtamuvw ir^utf ■_、、■■■■ v_ j ■ 一 .-■—“ •、-v - ji i tArv. -■ 1 ihttwi rwv ■.■*.■■»■* i hjiti ■ ii i ii ， -i i ■ t ■ ■■■■■■! - u ■ 1 1 i ■ 111 1 ■ ■ 1 ! 

かんむり hti もの どく _ 

冠。頭につけた者は、毒に 

^ n - r t p ■ ■ 1 ■■ m ^ i ,« v •― ■ ■ 1 ■■ _ i ___ 1 ■ _ 

やられにくくなる。 




" P 多 i ? ラス議会[ボーグ店 

法 f 


■ めざめのかんむう 

ちへいせん たいよラ 

地平線からのぼる太陽が 

■_■■_■ ■■■! ■■ || 1 ,| | , ■B"T—■TiVn - ，I A' I*'*-*' >'- v V-ni ~ W ■—-'-TT-V.- ' !" ■ ■ 1 ' [■■ ■墨 

えが かんむりいろ あさや 

描かれた冠。色は朝焼け 

■' K 1 T ■- ■'!—rr.MWfcdft*T-J !■ ■ J JW-*- liHigh .If rtHT. • 1M V W ■! ■.■■'■'» .■ 1 '' 

あが ねむ こうげき 

のように逢 H 、。眠りの攻撃 

_ ■…II ■■)■,■ »v "!»?.■ M ■» R — •9/ T ^ iF ， 1 ■ ■■■ 1 11 *■ 圓 " li ■ "■ ■• … 

にかかりにく くなる。 



"T I し 

人. , ? 
— 尸ゅ 



• L かい . てん 

9 カラ X 商会 t ボーグ店:] 




矚 6せいのかんむう 


あおかがやか/1ひ!） もの 

青く輝く冠。かぶった者は 

■ 一 ■ 一 — ■■■■■■ —i ■ 1 一 ■■ 卜 . ■■■■■! <v 1 ■ .nii ■ ■ 11 ■■■ _■ ■ 墨■■一 ■>»,■ .in ' >u ■ms> _v'v ■-• uwi^iw 

り甘い たも 

理性をしっか 1 ^呆つこ とが 
でき、混乱状態になりにくく 

■ ■- 'u ■* ■ a .^ mi bh 3 i LJ ■ _ ■ iia A mmmAam m Am ^ ■ _ _ ■ Im ii mn la ■ 11 Lb a ■■■墨 1 ** 9 IRJ " V *" B ^ _ 

なる。 


o^mp 



Q 


うか t 


為. 9 カラス商会:: 



/ r.i j 


法^ 


す 




匾域ら w のかんむ!) 


せいみずきよ かんむり 

聖なる水に清められた冠。 

j.ji. “•M-iTiiit-r8-t_if. 六画 . 1 ,—.— 謹 —. •_■ _ i ■■■ 一 ^ ■•i-iui-ijf ^■luimraii^i _i_nrr<r 

の.ろ う 

呪いをかけられても、 

- ...... f . ■. - .■ . ■. *,,■■ .• ■ -rr ••，. ■- ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ -― — ■ 

はら 

払うことがで、きる。 






し 


m 


フ 

ほ 

む 



サムラの露夭商 


圓 つるぎ 





んむう 


つなぎかざ かんむり 

剣の飾りをあしらった冠。 

■___ in 11_ ii' j jj | :.. _ ■ ■» 「-■ ■_ | ■‘： .. i_i ■■■■ 握 ， ■■■ Mm .M . »rf - »i.^-.rfj.aF5 , rrt wwa^j'ii ^ i 'i'i i™' nr .n •- 

6ざふう 

かぶってい多と、锻敎 iy ； 

办いてつよたいこう 

う とする相手に 強く対抗で 
きる。 



に 


. :h \ 


勘變:サムラの露..,商 


法 


f 



にじの:うかん 


なないろ かがやおうかん み 

七色に輝く王冠^身につけ 

r ■.. I . in I .. I I ■... 11 i - ti •— n ii ■ j -- ■ _ - 1 * i a •• ■ ■ • ■ ■■ ■—■■■ ■ ■ !■■■■■ _■ ■ ■ ' ■ ■ - ■ 

も 0 びようき 

た者は、さまざまな病気に 

■ T ....... . ■■■ ， ■• 一 — ■ 一 .—■ 一 ■■ 一 ■ 一 . ■» .. - — — -_■.iuj%vu. .ik. 、 tbr.nAu *■»■ ---r.- ■，- •■ ■■ ， — 》 fV.-wr ■■ 户 ■■_•?. 一 —.. —■ > ■ " _ 

かかりにくくなる。 





7 mw ~^ 


入そ 

手!^ 

方ほ 


?) カラス商会[ボーグ店_ 


本 


法 


ラ 



T 


f 





裏 

.. 「铸 

' ス 
ラ 
力 

こ中 > し ^-5 5 i L-? 

AV 手方法 



iu ほ 




の 

/ ... ^ 

0 \ せ in : 一 

■-s'wl-v 

I 虐 

u'T-'.t. 抑..^?ほぅ 

入手方法 

































































































[■ぶしんの てかがみ 

たたか かみ もち 

戦いの神が用いたという 

认 1 . i-w. Dill ■(> ■■■ ■ k ■ ' 11 ■■ ■ 1 ■ ■ 11 " ■ ■ a ■! 1 ■ ■ ■ l--— v— ■ — --rs-rrrVi—^r* —Hi-.rr«v-*.v- ■ ,. r .'wi tfw 

てかがみ たたか 

手鏡 j こには、戦っている 

•■- " ■ J, * 1 -- i --"--— t— V ■ _■ I _■ - J _ ■ — | ■。■■■■■•■■■•[■••雷■ビ • ■ ■■ pf .•>,■ J.yi ».■ I.LI 1 •，- VJHIt UJI •，纏-.: ,•■■■ 圓 I 

あいて IX て/ 1 

相手箜弱虚がく2纪)と 5 2 

しだされる。 



"す に 

人.？ 

119 

法 f 


ふ 



.羽. 






法 


、う 

し 

1 ¢ 

ごは 
ラ 
ほ 



■ノど■丨 

▼口 a :; 1/卜 


屯 

- 1 i .- 




圓 ぶんせきめ功{ね 


i ほう 

ぶあつい魔法のメガネ。ど 

ばあい i ： j ? ^ i ぶんせき 

んな場合でも状況を分析 

き | だっ しゅだん 

し、危機を脱する手段を 

jju j .Ai . ujkt.f • /"■ • — I i .,— / aj , i i^.ii ■ i — ■一 一—.. — , ■ ■- — i — 1 .— tr -，-••， s . i — ■■一-. —«--1 i ' i-i ii »^*«i —^ rmv . •■-._■• •，- ■!=■«•-■■■_■•. »•. - t-a , 

み：ちび 

導きだしてくれる。 

■首■- _■ . r '- ■:，_■， ■ v I - ". ”■■••■ »i 一. ■ - ■.' し 〆 . 




ゅ 


；M 

手ヒ （Tj 

}fi；J 

法 f 



せい 


〆 . 


n 



■ たつじんのさお 


勹 で../ 1 .せつ 

なんで も釣りあ げた伝説の 

つ じ つか さおき 

釣り師が使っていた竿。希 

~ ~^ ■ » - ' ■ " ! . I ■ I 1 ■ ■ 1 ■ ■ I ■ ■! I I ■ ^ ■ ■! I ■— * - II 1 ^ l n III ■■■■.■. Via '. T ' I . : Tm •- rttSVi - U ■ J >VV ■■_ »Xt Jl . ■ f Bi '. 

■■..•■“•■ . ■ ；' , '* •- . *'.■/■ « •■, ■ ••».. _ •: ' - 

J I ， .力 ， ‘f t 

少価値のあるものを+に 


入れよう。 

■«•：% )wmey^^n ■ mnv '^fytrmr^n i^nuaBriuu^aii. 


ラ 


m. 

l 

-■■ ju -: ほ 

ノフう 


9 


v 




if 



めいかいのフック 


めいかい けいやく あかし 

冥界と契約した証となる 


L きけん 

Z ッ.ち M の篮険が:せまる 

のろ w なが 

と、呪われた力が流れこん 

? ■ - I VJ F ^ I mAbV LJJ k « A J BMtA m Bs ■ _ ■ ■ _ _ ■ MM _ ■ _ *W ■ ■ ■ ■_ _ S ■_ ■譯■■••■的 ■■■_■ ■■•■-■■■■_■ 

つよ せいめいよ^ 

で強い生命力となる。 



_f in 

人？ 

手匕 

m 

法 e ! 


示:_ 


画 $ようしのさお 


セ'ん と う.お ■てき 

戦闘が終わったあと、敵の 

t* »l nl " iarnLis .* •■ i ■_■■■ ■_, ■■ uk ■里 ■ i ■"ii 凰里_ 息 _■ _i 星—— _■■ ■ i 、 i . 

も もの ひ 

持ち物を引っかけてくる 

さおべんり 

竿 V 便利なもの をどんど ん 
手に入れよう。 

- 1 t . .. .—■ • 'I . ■ 1 I r j ■ 1 I ■ 1 1 ■ -tmfi*.; 


...... 

- 



ラ 


裏 ! 



ろ r A . 


ル❿露天商 






_げみ_綱ね 


$. ..おお 


み 




丸くて大きなメガネ。身に 

*•* *•■ •*.•*••' • — •- • — | -a. | ••- • I 1* 11° urn- 1 •, I r I /1 • 11,1 h •-. ^ I / 1 ^ I'. I \ . k |. i b 

あんぜん ぬ 

つける:ことで、安全な抜け 



みち 


道が見えることがある 


0 



めいじ皮•さ愈 


つ めいじん あい」-う さお 

釣り名人が愛用した竿。ど 

.. I . .!« I * •• - - * r » 贯プ .- a — 一！- •-•• —， • t ; !■.•• • ri , * Ti » ii *« ir | fi ., . •. a «i j • _ 11 . i . i • 

もい えもの に 

んな小さな獲物も逃がさな 

^■，严 --' ス * ，•‘-. ••■•'. a" r It *, .( - r ^» - • la ■•，■鱗 .kL , f.. U • • • I I m-Jm'.-. — 一 t •一. •< 一 .，■•■■一•一 ■ I . .1 . . u .. ^ . 

い。めずらしいものを拳に A 

~ I . ••■•一■•-一... | >■>■•!.. .ナ I ■ り ■■ •— ■ ■■■ ■ 1 1 — I — t*^i •• r - s — — r * n * - 一 n ，》 ni?r . ••，•••，••.一 


れよう 


〇 













































































ほラき 


まほうつか 


まほうつか 


ゆいいつ 


魔法使いは空を飛ぶもの。かつて、魔法使いはほうきを唯一 


じだい: 


げんた1 


の乗り物と LT いた。だが時代はうつり、現代ではクラフターと呼 


i きかい らから ゆうごう 


ばれる魔力と機械の力を融合させた乗り物が主流となっている 


き すこ i ほう つか 


まほうつか 


クラフターは動かす時に少し魔法を使うだけで、魔法使 ( 、でなく 


1 


ても動かせるくら t 、少な卩、魔力で、空を飛ぶことができる。 

せんたん ぶぶん たまと の 

さらに、先端の部分から弾を飛ばすことで、、ほうきに乗ってし 
る時には攻撃ができない B 、う弱点をおぎなっている。クラフタ- 

さか むこな 

はスポ ー ツとしても盛んで、レースもしばしば行われている。 


上んい' 


職 つか 


..おぼえ....がき 


新入う魔法使いへの覚書 




ろいろな乗う物その1 


せかい の もの. しゅ.ぎよう たび ゆうえき 

世界にはさまざまな乗り物がある。修行の旅を有益なものに 

の もの しようかい つか 

するため、乗り物のことを紹介しておく。うまく使し、こなせなければ 

い ば I よ お•ぼ 

行けない場所もある。きっちり覚えておこう。 


クラフ々 W — 



















































. 


•ベ.離ぐ::，找 

:: 

b . v :， 治••で.•ベ.々: 

■- ■:- 




: V* 


ミ:汶:，ハ:;:.， 




'11 




. 














が:グ' 


_ 




カラスの姿をした、いっぷう変わった店主が抑 
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てんしゆ ほんもの めん なぞ 

店主力 ? 本物のカラスなのか、カラズの面をかぶって t 、るのかは、謎 
につつまれている。 
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ジェンと魔物 


どちらも旅をっづける中で数多く出会うものである。 
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仲間のイマージェンは育成カゴ { こ入才 
が、乂る数には限りがあんそんな時、イマ 

くれるのがイマージェンマンホールだ。す， 
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そこでは新たな出会 
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イマージェンを仲間にしたら、育成カゴに入れて育てよう。イマ ー ジェンは、ふ 
だんは小さくなって、このカゴに入ることになる。カゴの中は彼らにとって非常に 

かいてき 

快適にできており、おやつをあげたりなでて 
あげたりと汝が愛情を持って世話をするこ 

とで、イマージェンはさらに芯地よく過ごし 、\ 
さまざまなを虹させることができる。_° 
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以上になるとその姿や特性を変える。このことを「進化」と呼ぶ。進化すればす 

つよ かず しゅるい ふ だ.い だんかい .しんか 

るほど弓逢くなり、リンクできるアイテムの数や種類も増えていく。第2段階の進化ま 

おな しゅるい おな せいちょう だいだんかい しゅ 

では同じ種類のイマージェンであれば同じように成長するが、第3段階は2種 
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類のうちどちらかになる。どういう進化をたどるか楽しみにしてもいいし、自分でそ 

ひ みつ しら いっき』ラ 

の秘密を調べるのも一興だろう。 

しんか ぺつ かた げきてき み め せい 

ところで、進化とはまったく別のやり方で、イマージェンが劇的に見た目や性 

しつ か とくべつ た もの 

質を変えることがある。ある特別な食べ物をイマージェンにあたえると、そのイ 
マージェンによって選べる種族はちがってくるが、進化を飛びこえて生まれ変わ 
るのだ。このことを「転生」と呼ぶ。転生しても経験や特技をある程度まで、は引 

..つ なまえ か しんか てんせい つか なんて 

き継げるし、名前も変わらない。進化と転生をうまく使えば、汝のイマージェンは 
さらに強力になることだろう。 黢鼈 
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イマージェンはそれぞれ固有のブランドマークを持っている。ブランドは 4 つあ 
り、サン、スター、ムーン、サターンとそれぞれちがった個性を持っている。まれに、 

じゅう i 

ブランドが2重になっている「ダブル」を持ったイマ ー ジェンが L 、るが、それぞれ 

とくち』） で' レ‘うし 卜たふ六い 

のブランドの特徴がよりはっきり出ることになる。イマージェン同士で戦う際には 

にがて とくい ちゆうい 

苦手なブランド、得意なブランドがあるので注意してほしい。 

たとえばパードンであれば「ムーン」が多いというように、魔物ごとに基本とな 
るブランドはあるが、同じ魔物で、あれば必ず同じブランドを持つと C 、うわけでは 
ないし、地域によってそれぞれのブランドの出現率は異なる。進化をしてもブラ 

か まもの しんか か 

ンドが変わらな L 、魔物も t 、るし、進化するたびにブランドを変えることもある。 
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もしタ マゴを 手に人れたら、取れる対応は ふたつ。ひとつ 

し：ぶん わ ゆず う とき こゆう 

は自分で割ってしまうこと。タマゴは譲り受けた時に固有の 
数字をその身にまとっており、割れた時点の数字の大きさ 
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「何か」を生み出すことになる。もうひとつはだれかに 
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なまえともなんじ’な べつせかいかたつ 

マゴの名前と共に汝の名も、また別の世界で語り継がれ 


ることになるだろう 
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る。またこの本にすべての魔物 
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ひ自分の目で確かめてほしい。 




ふ :V 


I せんし系 
けもの I 


ヒクシ'—糸 p 23 ( 》 


pl60 


P 185 


あくま系 


P 250 


しうよう系 


p256 
























































































































































if2 



お 




くる 


もり 


りして怒らせると荒れ狂う。森のヌシは 


かぜ 


せいしつ やど 


おお 


風の性質を宿すことが多いという。 





1 j . . . . 1 


■ 神 史 


つ 


ちか乂 



い力を 



せんしけい しゅぞく こうげき，“ L ^びりバ 

戦士系の種族は攻撃力、守備力、すばやさなど、それぞれ 

とくせい い たたか ぶ き つか こうげき t <い 

の特性を生かして戦う。武器を使った攻撃が得意なものが 

わお に9うせいひん す だいす 

多い。乳製品がおおむね好きで、とくにヨーグルトが大好きだ 

にがて 

が、なぜかスノーアイスは苦手だという。 





•佩 




，趴.. V :.パ.， 
iWi，. ハ： : a (: 
知松 • ••••. •' ， 




资•沿: 



.でん せつ 


國 


伝 



の魔物 


私:: 






德. 


ヌシ 


ぜん 


せ か 1 . 1 


然の世界を守る、 


Ur 


ろ 


せいじ中 


▲ 


ひや3しき 




もり いずみ かざん つよ しぜん w やど 

森、泉、火山など、強い自然の力が宿る 

ばしょ ち まもせいじゅう ぞんざい 

場所には、その地を守る聖獣が存在す 

きんいき けが 

る。ふだんはおだやかだが禁域を汚した 


-jr*f ■- 

参 







































































…厂 ：. W .ノン.：.....…い.へ 

mmm 二 '.: •...' 二 ....- へ 

ィ 

1 

けい… 


身の丈よりも大きな角を持つ。顔の仮面は 


:? 


ツノゴン ツノテイオ ツノー ク 

とても好戦的な格のたおしゃれなたてがみが責^^壬感が I 金く、傷ついた 


格だが、敵にはようしゃはし 
































































































扇^ 夕■ブ/レムーン ‘ 





かねも いえ ぬす こま もの 

金持ちの家をねらい、お宝を盜む困り者。ただ 

•■■■ -严 ■ ■ i .'" V_JV ■■._■■•»■■■••、—■一 ■”■■■■;<•■ «_._•__ oson^i I 1,1 i ■■■■晒 j i i •¥•■¥ ! I 1 ■ _,. .1 i ,. ■ ■• - ■一 c _ ■.»■ 

ぬす も（てき 

し盗むことが目的なので、せしめたものはあとで 

かえ 

遊す。 






tzi 



朴い 

德 


みず 

X 水 


ほん 



基本!フフンド ム"*^ン 


せいそく ち 

生息地 


\ 


m 


お 


♦ 落とすアイテム 

わざこうか 

©技の効果 


麵む-， 


-U..V 



ばやく切りつけてダメ_ジ3 


• 」 u>~ 

め 


/ 、 




f ~±~^ ^ ^ 




-衣 — 

ヤイケル 


m 




ヤイガ 




ヤツク 


ひと 


e 


か 


けっとう 


すぐに人からものをうばい欲しいものを賭け、決闘を 


あたま 




み 


取ろうとするが、頭をなでれ申しこんでくる。身につけて 


かえ 


ま 


ば、よろこんで返してくれる。 C 、るのは、ぜんぶ今までに 


かい ぞく 

海賊にあこがれてかっこい 

Bi^kuajBjajiaajLaiaiiuiuwmuiiuiu unu | ajat^Aaiuiu.iiiiaju«i■■■> 灞 uimjiua*i«w_ v~ ■.雷 曹 》— 蕭 _ v*___n __ 雪ン .1 

たたか かた けん >相ラ 

い戦い方を研究している。 
しかし、かんじんの船はまだ 


か 


勝ち取ったもの 


〇 


持っていな t 


0 

























































































ミ:: V :.:::、 厂. 






▼ 




旅人や冒険者をおそって悪に身をそめたゴブヒン。 


持っているナイフは長年使 




を加工して、自分たちの装致命傷をあたえる 


は雑だが、ゆだんのならな 


相手 



































































































I i ihfi .fi - "iri V 



ガノレツチ 


卜、ルッチ 


けん みち きわ 

剣の道を極めたあとも、さら 

■■■■'■■■■ 醫 iiith || |*« | ip - ■■■ ■ ■ ■ 7 p iV» 1 ■■nr 9 m-r^mii^niTBirji. l 1 >nAnmi.^rW_~i r r_---j ^J»ii ji. ». aw.•jjjrj.u. — —J.. u , ■ i |i. «■ 

たか もと せかいじゅう 

なる高みを求め、世界中 

■ •■■■ ■ 一レ .,,. .IU..._ ■■ . -. ■ !■ I Vj~I I II "I rTT-i i ^i'ft^ir'» -.1-. .r. -ril^vM v... 

きようてき さが 


たき 


W J 


滝に打たれ、修行をしたこと 

.diimiri^,^lii,rn^a;inn< m AihrAri ■■■'■■■ i pniBi.iiT i ;ir-SnrV^xf — f ■ ■,!ri r.i * 1 «■■ ■ ■mi " 1 1 vri, ris/rt iMrr ■ i •Arrmhfs •11tflrs.iijLa 


けん 


し 


( い 


で、たどりつ t 、た剣の極意。 

• 一 ％ ■_■* ザ■■ マ ■ ， ■■ 画 ， _ ■ i n " | ____i ■_ J l| tfm-mM. IU. .-.UV.^1 .■*.■ V^fJL-S _■_ ■ - J - • -：■■ r =,--j— ^.. ■; 九 十 r ■ 


わざ 


うみ 


h 


で強敵を探している 


〇 


その技は、海をも割ると言わ 


ノレツチ 


せん 


こころ も 


ち 


からだ とう 


ひ 


戦士の心を持つ。その小さな身体に闘志を秘 


V* ‘， -V 




て 


た む 


め、どんな敵でも恐れることな〈立ち向かう 

■nr 竹 - «WWT^| ^ ■■■■ iiw_ ； i* . T ii ) ivi Wrt vvvvtf»w L .fc u i_ l —v— n .«M — 丨 r^-n-w ■!■!'it fi—■' ■ "1 1 '■： ■»■■■ 一 ■ - .11 • !■■»■ ■ ■_ •■ — i. .!■■■■■ I I ■； ■■■■ - ■ “ ■■■ 11.1 .. ..''ll *„ II ■ ,...,.I 


0 




たい せい 

耐性 

きほん 

基本ブランド；ナン 


み 



X 永 




せいそく ち 

■ 生息地 


小 


めい 





-7 


. CH た.い 


とすアイテム 

わざ こうが 

© 技の効果 



■ぐ 


メ ' 



りつ 



ぜんた.い: 

雜 




mm 



. イ•:へ 


• ガ 1 的肩 
•• : 
i jll .1 




: y 


.ぼ 




し 

迄 


傳職 零.' 

ホ.;:匕 0 . 

ぎ. 1:.:... 

I :ね」:“::::: 

へ 数 


土 m 


後::'' 


1 


*ir-I ； - I I- |i- ..i，v ，.i 



.棚 

へ .. k: 

’系」て:' 

：' v ^' - 



翁::..).“:: 

.•響. 

ゾ栌 .：■ .-- 

■Tr •• - 

，- - 


• • 


• • Tl* It ■ II • •- ■ 

•乂 n 

_v*r: ,：¥.■'• 7 •. - v ： • 

i> rti. ■ ■• イ ■ - 

—•• I ■■ |i ■■ 

^ : ：• 

I ••‘■ ■ i ： .•• I：：-,.：--!*'.', 'll- .!• •' 

.■: • .. ■ . ■ 

._ : 'I • ..I 

LI -L .• 1 •• • . ' ■ • . i. • i, 

r .••'••" .* •• 

1 •■ ■!. - • 


Git fi"• i ■ -' i ■ -■! .«■ ... i ■,. 

• r ；^v ' 


... A I - 

■V • •■• ‘：‘••••••；：• 

juntiii II*.rij 

iiX-'pi»r-i - .• ■ “■_ 

V .'. I- •.'• ■ 

■ ■■ - . 1 . ii- 



ヤノレッチ 


み 


つねにやる気に摘!ちてい 


じまん 


けん 


る。自慢の剣でおみまいす 

■こ ”' |ws rv . •一^ _ i ，《 i ■ ■■■ — . ••_■■» _■■■■•«■[« - ^ p ^ n . — - ■ ■. , i . ，•. 一 ■ ■ ,' •, ， !■ ■ j ■■ i ■ .r 

いちげき きあい 

る一撃は、気合じゅうぶん。 


j . || ■ iW~^^V.W'« ■ず _ - JL^m ■■ | _ 




j . かぜ 







みず. 

水 





リゾ―患 


と 

〇- ! — ■ 

ir ：. 

t - iuu U. 

DJ 



かつ.ちりフ:ラワ 


さつけのこづ 




t . ふ A_ 


© 自分のちからをア、がす S 


故.你々、.; 



- . ll ' • I 
.• ..!；•> .. • i **!-■». j ■ , . , 

..... v ：- ■: 

し’.:.. 


" VV-v 公:. , ■ベ..‘：.... 

. 

卿:::..::. . mi 識 

I 

y 

> l_ iI r- ." ■ ■_, I ■ - !: I. | 

，；■••> こ .〆 “： r - J. 卜 --... 1 '- !■_ “.| 

乂 . 1 


'■ Bf - t. IT *1 V ? r ••: • ■ — , 

■ « • •••■*■• .丨 •• • I • ■ • 

1 

■:•■::::: fi ： ；：•,•：■ . 

: ...r 

_ 4 


" VOf 7 

158虐 

& 

: 



f... 




〇 

る 

れ 


k 

Vi 

ず ^^ 

〇 


メ 

ダ 

0 

C 


み 


+... 



W 糊箱_ 


る 

え 

た 






















































































































...y...'::.. :. ぐ . 


nM ； V 








大岩を投げたり、ひとりで遊びはじめる 

1 vwWm -， — v. .- ip- ■— ■■.I' ■ rJvjimf u—j し ■ 、 ■ふ一 t ； j ■ i— — ■. i r ■— 1 1 —'. ■ i- ■ h 轟 ■ - .< ..h. ■» .1— ifa — fa ■■ ■ a» ■ ■ ■ ■■ .. -.i.r . - ■■墨 ■■■■■■■ 画 ■■ j_n _ l i ■ 基 ‘ _-j j..h 1 1 m-im —. *ww ■ 


‘ 

; ィ 

备' 





































































































餐抑雜•心: 




づ： ■ 


力強ぐすばやい動きを得意とするものが多い。主な生息 
地は草原などの平原地帯 a するどい牙や爪、しっぽなどで 
攻撃してくる。ぶどうが苦手で、製品を好んで食べると言 

われている。 




•: 

■m 


并ン.'..:- 




乂.- V .....: 


旗 Uijt 


































































■ 養營 ....... 

....... ベ.:.， ハ 


二 


:: 




凝 




...... :V 






■ 




高温の場所に棲み、すばプラ仆が高く、集団行動身体は小さい力 


水にぬれると力が抜けてしですべてを焼きつくす 


小 


ゴロネール 中の平原を力強くかけ抜ける。気性 


は荒いが、雨の日になると、活動がにぶってしま 






























































































ず,:.-，. , ’ 




戦いになると、重い身体を利用して敵を押しつ 




M 


草原で昼寝をしていること穴の中にいる動物をつかまきげんが悪くなるとノコギリ 


半身が重いので、のつそり角が非常に発達している。ため、まわりから恐れられて 




























































































































.. 


' . 

' 


謂 




. 




鱗 B 


:餐: 


■: I，* 


: >-V 








自由を求める獣たちの心から生まれた。ふだ 

. •• ㈣ •，.一.•一.— i .. i . ■■ • .■ “ — ! ■.ピ •— J . 城1 ：- •-W *t — r •- — — — — - — 

もり なか じゆうき か せいかつ 

んは森の中で自由気ままに狩りをして生活し 

. - . . • • . . . . ■ . .. . _• _ :. 




iW 


.'M ' I i I ■, ； ill 

讎 1 

暴:..::.、 


0技の劾果 




すばやい動きで槍をくり出りっぱな槍を持っている力、槍と見せかけて、実は棒に 

. 如， … 扣 ■_*" 丄 " ■曲 -I I ■ ■ ? ■ 一 -- —- - - - - — —- • 一 *- 一 - - - >—»•■» - '■ linaiMianiiBia — •-- ; - -- - - *— * --- __ . . -fP-rvu-Ti — » — — 

せいかく み め ほんにん か ち さかな たたか み 

す。性格は見た目どおり本人はその価値にまったくついた魚で戦う。見せかけ 


| .ぱ つ: ちり. コーヒぇ 

©+_ 方ひ t りのすばやさを 

誦__ 
































































































たいへん神経質で、自分の縄張に入った者を 


追い払わないと気がすまない。武器は自慢の 


:ぐ；ノ：. 




w 


後ろ足が非常に発達して身体からまろやかで甘い軽快なステップで間合いを 

1 '■ ■ ■ 、 ■•-"'iu-■ ■ —I 1 *- — — s —— ， r—s—— —-nii am 1 *? nfrii-^-Tn rv ア i r-= immns .■j.-UBji jir.aN.i v. .. is . um... — .'.r..— — — . — . - ■ , nr . . —•• ! i rr - I , , ^nT-1 i■.ii- .■ -- ..firi,i.ir.. ii-i rwrii.”-- ■”■，- ■.一 ■■ - - — r —■ 

うご はや なわばり てきかお うたごえ えもの か 

いて動きも速い。縄張に敵香りがただよう。その歌声つめ、獲物をねらう。その華 

. ■■■-<■*!-'■ i-_t n—■!■■■■■■‘■._ -i_i ■ ■ ■ M ■ ■ ■ 1 1 mi 11 ■ | >■ . ■ ' I II ■ ■•«'*•» iiiinw ■. ■ -n-.i,v. .%- 1 ,■ 111. .-4-. .v. _■■■■ ■ j . ■- .A i ■ -1 — ■ ■» ■— ■■■![-. j — i 8 - ■- ■■ .! i i- ■ — i ■ i ■ i ■. i ■ i 1 -i'i i— . ■I'n.ia'ii; ui'iiiiifci 一一 —.—_ 丨 … jju— ■■ 、■■- ■ ■ bvu •■■一 ■■■• 画 ■' 由 “. 

はい ぜんそとつしん き ねむけ れいうご みもの 

が人ると、全速力で突進しを聞いているだけで眠気に麗な動きは、見る者をとりこ 






^ i i. 


































































































.. 雜 .ぐ :.'::, 






m 




ft ： ■:篆 

* 4 . .• •- '* 

■i - H -— 


すぐに突進する。たびたび木に体当 
るのは、未の.を蠢として臺ベるため 




I 






、.： i : 


. ..心.. 


1 _ 


ると、すぐにどんなものにでもしゃなく突き飛ばす。ワイル 

V. ■V-A, ._A — H I ^ . I . I . . ― _ 1 ,I .1. ■ ■ T —. . . . h . _ . ■■■■). yh .... .fc . . IWi—i 1.1 ■■ ■ .i_. ■ .1 mf. .i i. ■■■».-.. ■ . — . I. ■ — Wi&» ■ h ■ J»T ■•■■•■ 一 V__. _ .f JT. ■ l» ■ J ■ - V J ■ JV •■- » -V. .V,1J^.W ノ ■ W.._ VI* '.■"■'-Ul'lh、•■、 - ,T -- %■ 

とっしん つ f すがた. 

突進して、突き飛ばしてしドな姿は、みんなのあこが 









































































































. 


ぐ 




けい 


1 故 
V：: 


いつも元 5 fl で、興奮すると巨体をいかしたタックルもともとは乱慕者だったが 

ん " J ' ■■_»■■■■ ■ 1 'l* ' —■ ■! —l I kWi-uw^MkAAi- —*.* vwywv ■ ilaii ^-.yv •■■ _* ■■ ザ *- t — __ 1 ._ ■ ■ ■■■ ■ i — » ■ *■ ■ ■ . i ' r . . . . .. i ■ ， _»_-Vnr.*i*p.i T ， v _ i ， "i -••vfrjrv^vwuw fct—*rF»«yW ,i mAnn«iwn 占 ，"‘ - ■■■um. 蜃一 ■■ 烏 ▲_■. 

みず ち つよ からだ ふたん おお いわ あた史 

あたりに水をまき散らす。強は、身体への負担も大きいかたい岩に頭をぶつけ犬 


I. " 

.二：：:'- 

.. , ■_. , > . 

_ 

くい 


そうな相手を見かけると突力 


森や草原に生息している 


0技の効果 














































































































コバノレトクルへク、ノレ 



トクルグ/レ 


あんこく ウ/レグル 


ば • , 


かざん 


う おん 


ぱしよ 


火山のような高温の場所 

■ >tw m^tavvt jwtawi bji'i — iMiii'A r/rfwyrMr^irwMVMvIrr^L i ab^ya tr i'^pAtt. 4 ."* * 1 '• i v-vrti "i i ■ "j ■ _ ■■: .■■■— ■■■■ ，国 “,. —- 


かつどう 


えもの 


お 


う は < ぎん 

めったに生まれない白銀 

■ ■' n'i*i 

なか 




ど 


やみ なか 


光の届かない闇の中 ( 



V nl/VW/mt 


け 


め 


じゅみ i う 


でも活動で、きる。獲物を追の毛を持つウルグル。仲間 


ようがん 


む 1 


ぴき 


1 


そむ。目が合うだけで、寿命 

ちぢ 


；：= ,v 


t - 、つめ、溶岩に落としてしとと群れず、つねに1匹で、行 

r.-r-f.- -r- —.V-V- ” •” .•—.•••■•. rr~ vw wi-.. 一 --- wvr- • — ■■—r- v— “• i -.… 一 “ 厂 - — * —■- — ■丨 i ■ は ~ ■ I •. i _ • «^mv. •- •■■ u.' im.^i »-^-«<| •wn** •■f — ••■ 一 ..,— w _ •■-r-nr ： *» — * f-.wvi — •一 ' . し . 一 -*•- し *—-^-— r — "- k — ' ■ ■ ■ ■ 



うわさ 

むと、噂されている 


Q 


めるという 


0 


ど？ 

® -4^- 

する。 


auJr >• - mj- ~ * ■ 


:寥 




:十..,:'. 




• 0火 


- V'f 


mm 


ハ 



ぬ. 


隊:::::: 

m 




スタ— 

デカロック111 


m om 嫩 

ダブルサン : 

パ :- のい 

_ . 


■ Ok X 


_“心 





免“，、 


ン 


t; 







•， 




あ 6 ぞいのたね 


： J. ; is) 




ゼブラマン I 


ぐ V 


.ぎんろ遭 





.き 



かみつ t 、て敵^ 



.い-' 

'ン， 


0 



をあたえる 





:ゅぃ光をはな 

； 肇する... 




シマ. V . 




て 、さ ぜ '.. v /■.い 

© 敵全体をきぜつ : させる 






ウルクル 


ラ""" *" 今 夕 

しなやかな動き扒、かし、木のかげにひそんで 

b^i-TA% 

おお 



, ★i.lk !, Ti^^rtv^n^nr . 1 1 


もの 


かしこ 


じぶん 


あい て 


物をねらう。とても賢ぐ自分より大きな相手に 




は決して近づかない。 


たい' せい 

鲁耐性 

きほん 

碁本ブフント 

せいそ:く ち 







ぐ 




f ルスタ .， 


たいりくな . .1 
.、 卜； ：*• ， 今 〆 it 



破南■部 


'V 

♦ 落とすアイテム 



\ 




わざ 


こうか 


れ: 


© 技の効果 



もをアツフ'''する 


が 




ぶ: 




: V , gB ;. 

... 當徽 .. 

.もく m 



轉；. 

V ' ; 

心 •••. 減.' 參 fi 


叙 


. •.涵： 


v . f ：； 


:游' 


■■■ iY しハ "。 -AV -^V- V- r .-)W 

... … 

り . HV....- ._'■■••■ 


: f 

け 


+.:+ ぬ.:'争 n 

_ 論 

,■，.ン .....パ.:...:..'. 

. 

t . m :、 

• :m 

' •'.歎 


合. 


フ ..:.V : . 



ぎ 

银:： 

K .%否 

+ _:.V. 

...翁: 


■. 4 ?: 


•项: •••*. 
%' , 


m . 


が9、 




取. 




i 娜 


，.货 


.• .!( 





〇 靡％ 


W ) 


謂 


- V- - V ^ ^ .. ... . 

_f0;.,:.-:-'rr::v vs 

. •- - ./ - 

V---,. ::-.•; , '''. 

•J.zirkY 二 





. 

: 

- : 

. . ..> . 




■■ VI- 

: 




. 

: . ：f 

0M^i.::i 


.01;^二,-;' 

妨 ■■v.t,-: 


一 % -■:• 

•} 1 gf>l' 




v: : ,vv' : v 





.. '.It t. 


■■- 

一 1 

■ • • ■ • • ■ V • 

., 

: 


. 於 V 


「 A:. 


-J-vi.l': 





:^l:0 譯 

1—.. .. .L - •1 ■で. . ■••• 

. ■:'■.:•• 


■:.s-.*.*. 




+ + . 

lAl.-.vr •-•• •••• 












































































































海岸で、の修行を好む。浜修行によって鐧の肉体を武術を極め、そのすばや C 

i--ir-^(!ii-^nr—— - i_vi i. .. .. ■■■ 一..' ■一 一 ' »u … rrr-ri ■ . 

• • ■■ ■•- — « — . — , . I ^ II, ■.…■… — — • 一 , r _ •，一 . ，一 ...i.-.y,. —,_, r . -T, . .. 8 , .^.,... 1 . -s..!.... ..I fc.mr . 1 inu«ipt .1 L.ii nr II. . 

ベ せんぼう あいて て い からだ うご だ れんぞ 

辺ならで'はの戦法で相手手に入れた。その身体には動きからくり出される連表 

和…ーム“ "し" — 一——.…〒一—〜. —— —— — —— 一 …-…“——…‘一 一， «_-一_一,„ 

と わざめ と 

をほんろうする。 じき飛ばされたら、ひとたまり技は、 R にも止まらない。 




pm 









かくとうぎ 


じぶん じんせい しゅぎ 


格闘技ひとすじ。自分の人生を修行にささげる 

•一^一一^一 鬥一-，抑^一. r . 叫 — T -, 一-. 一 一. 从一 -一一!一一 れ 一- 供**™ TT …〜讲^一.‘ 

き ちから きあい こ いちげき 

と決めている。その力と気合を込めた一撃は、 


わ 


岩をもくだぐ 


■ プ ^ ■ - | 


たい せい 

•耐性 


き .ほん 

▲ 基本ブランド 




♦ 落とすアイテム こくようせき 













































































































































入 :.へ.. 


けし 





.....噂. . 

.春 


' ふ : M 

.... 


: fes ぼけクッキー ダンテイクッキ 


メ ノレヘンクッキ 


V ' 

• • 

、:你喻- 




hti 


け 


とく 


き いろ 


け 


め だ 


あ U 


はな 



頭とあごのまわりの毛が特黄色の毛がひときわ目立つ頭のリボンとしっぽの花力 




1 


i 1 


てき 


徴。とぼけたふりをしていて 

.ぼな 


ている D すばやい動きで敵 


こんらん 


なかま わざわ 

かわいらしい。仲間の災し 


: Wl .. 

k ち 

こ... ： 




ちから 


.ン ..... 


も、決してババナは離さない。を混乱させる 


Q 


を退ける力を持っている 


0 


UVi . 

1 . 1 1 J . ■ ■ ■■ ■ 


V ふ.. 


.■一一 


ぶ. 麵:: 

遞 


レ 


L .:: 


為 W 



{. "令 


J i 
OK 



Vi- • • 

A-v } 
1.' すを 



i •(こ.な f 

\ ^ こ 1 ?' v, 


'■ ■- 1 • ' ■ 

-. ■ : 

f ! ブ始法. 



A 





/ V 



ダブル.ぶ 




め1 • 



力大陸 



I ず ■ 、 

七.ノ 


_ .攀明 

ふ めい. 

m 






\ 





ふ :ハ:;、. 

4 \ % 


K か4シ- 


© 


f ' v . 


■V J 


卜 V 


、や《^ャ 




A.__ 


© 内 分の HK . 状態 費 



ベ' , “物,# 

mr ' -- 


in 

© i 




:'レ"ど/ 




/’. l . 




m か 






mm.:. 


.• ..レ.:. 


.•” ： 


rat 

•: V :. 

: J'ky 

. 

■.■，マ:..::' 


M 



クッキ 


•; : 1 が • 


解 


a < 


vi 、 


おか 


みがる ラ 


ゴロ ネール 北部の丘に棲む。とても身軽に動き 


やくどうかん なかま 

とくにその躍勤感あふれるおどりで、仲間をはげ 


ます 


〇 


• it 性 

きほん 

▲ 基本ブランド 

■ MA 


号-々 


心/1 


サ: 




r 二.％: ■う … \hA 


ぐ 


ゞ 


お 



落とすアイテム 


A〆 




.ディノ {イブ 


ぱっちりコーヒ 


わざ 


こうか 


0技の効果 



'鱗 


;嫩 


::••致 


0%^ 
-へ分 


r % f ”冬 


_ 


:' v 
























































































































■ 

- MS 


趣...■三 


から発せられるおたけびは、はる力 








( E ) 技の効果 




せいかくあたま 


積もっている雪で玉を作り、いう噂がある。りっぱな角とかえている子どもに手を出 

ふ. 1 — ~ ■ "" 7 .，牙 ' v — —•一…‘—“一- — —— — —— — .. . 一— 二..™.，.け •..■一 — 一.— 

な. ■たいかく も ふぶき そんざい 

こちらに投げつけてくる。 体格を持ち、あたりに吹雪されると、もっともこわい存相 

* — 1 -- *~~ 1 " 8, ' 8 ' ■» — VLX.Ufa. i. ■ * ■- ——^ .. __fc—i— . .. — -- . ■■ .. . .. ■■ _ _ _ _ ，曾 ,— 



を巻きおこす。 



となる 


〇 





::. 


.•.けつ.ろ:❹つ:の. 

© 敵:!.体に水のダメ. 
あ fc 麗' 




ン 




























































































































































コ 



キ ■■ 


つもスコップを持っているが、その理由は、 

r--J - s—■ J- 1 — —— ?■»— 

つち ほ 


す 


つでも土を掘って好きなものをかくせるようにした 


* • ■ IV， ■ 1 . 

• w ’. 


から 



mm I 

基本ブランド 

せいそくち 

生息地 

落とすアイテム 




九ず 

I 





わざ こうか 

© 技の効果 


こくようせ.き 

mi : 通 


-•:，ハ A. _ 


自分 0 K 誤をアップする. 





f 翁 



ヤべル ホル 7 レ ドノレノレ 



m . 


-：；： 


::.'...二.;...::::ポ:な^^^ 


つち だいす むちゆラ ほ だいす やま 

土いじりが大好きで、夢中掘ることが大好きで、山 ( 


卜かたいものならなんでもけず 

— * ■一 -■ -ji -n« — r.k-pj v t r-™ ■—*— . ._v.-. - -T-^—^ 

I .ょ 一 — . . . -I • -V. • - .1 II ■ ! ■ II ■ 4 ■ I.V !IT 1 ■ 

あな で つく ..で 

になると穴から出られなくンネルを作ってしまうこともありたがる。手にしたドリルは、 

, ■ ° . . — ■ ，細 ■ 叫一 .■ 墨 —— ..1 ..'i lit ■■, = — i ■■! ■ - — - -» ■ ■ «■■*■• vfn,— —rr—.— ■. - ■ - ■» — 


かん 


なってしまうこともあるという。る。めいわくだが、たまに感 


てつばん 

板をもつらぬくという 



0 


や 


謝される。 
























































































































たい 

耐 


せ i 


性 

きほん 

▲ 基本ブランド 

■ II A 

お 


才 


ン 


さばく げんき はし まわ ちか 

ニエルデ砂漠を元気に走り回る。あまり近づき 

…•■一 ■一一 ■'■一，十…产…” ■，一』■ル， — ，.•一一〜…■叫,■■■■州,，川…,.. ■■し. ■■■"■ ，.- ■ "■■• •一：- ■一 ■一—..， — 《_ ，て. w " 一一•一—:…，一■，■一„„„■一…— 

すな ちゅうい 

すぎると砂をかけられるので、注意をしたほうが 


mi ■ mm 


I 


よ t 


0 




けし 


けもの系 



♦ 落とすアイテム 




\$ V 1 \ ^ 


ウ、 V 卜> 'ンマ— 


わざ 


か 


©技の効果 儀1{树くらやみ、:/: 


7 * 





J 




メーン 




為 W 6 





ヌ 


ン 


ムオーン 


しろ 


とつぜんう 


ぽんづの しん どうくつ す 


からだ 


ヒ!技旦ヒ左エ竺みと:苤然生まれた1本角の新洞窟に棲むため、身体の 


I J ぐ からだ と < ち J う しろ L 1¢ こうげき とき 

2色の身体が特徴。白い種。攻撃する時は、そのまっ 

. — 一和 . — 七 .— 一 —^ —^ .■… ,„ .,, 一一. 一- . 人ぶ --. 一 -—,-_ ： 


いろ 


やみ 


n II ■■ **Ji - i— s — 1 ■■ ■ i ■ ■»■ — i - - j ■ _ I L : ■細■一., yfa 一一 | ■ i t , _ ■ ■ ■ i . - — . ... . .. .. . ■ ■■ ■ 

け さむ ばしょ 

毛は寒い場所でもあたた 

■'■. iTpu-jT 1 r fi ^ r-T —.. ■' ■— y-r i ■ 11 ■^■ v .-.' rtt ^ Ja ~- a . . .—. - —« ■. ■ ■ i 丨：_■-… , 

すぐな角で、敵を突き刺す。 

'~ 、ひ ノ 〜 o … A ‘ 1 - 

しかく 

て、宛角からおそいかかる。 

かい。 

■■*.■*■* … " ' ―I .> .-- r—.-i ■ • J - 一- ■ — - ■ jm jbi 1 n 11 , I . ._■■■■」 

V " 4r-i •、•味*^“ -— 11 “ナー — ... wo - wjuu ： ___■，■■•左 . ._^w . 




Ji. 

1 


* 




,4 ^... 1 -^ 
t. 1を ；^ 

4 V 

,^nr 

ヘン 「ゞ 


•nrt^' 


% 




! T b£ ^ : 

.. ふ i 


. 广1 






I 

:. M0_ 


: 拳： 

. 

...' .'•■. 


へ：：震 ：: ■'■ 

: ノ： ks'H:' 1 く： 

1 , 






. . 一：-.-一 

.:■..■:■•.■ : . ノ . .■■■•■ 

--- .••..•.-••■■::' _• • 

: _ . .•.•• ■.• ■..•••'.•..... • - 

,1 

: い . SR 

.: #.s 

:、 ：戀 

• i.:、' ::?» 

. 




:: u-'v.fll 






::: 激 

fev - ,w 


?/» I.:•“ 



7 i 

r/J 

、 J 

f:Tu 

3 f.n. 

lar . 

;\. コ $ 


- n .riff 
- ^ y.Yar 


ド；！皆.ご 



L 


: -V 




Jn. y 

こ T^ 

t 

十 0 十 

づパ：全 





■>.v 3 


-■lrf 




2 i 

■v-*l 


Jfi 


cv 


.r\. 


■^ 


. 筆 f 


安 





\ A - .u^. 

s ,.、 


• ▲晒命 




























































































































みず なか おそ かげ 

水の中ド a そむ恐ろしい影 

この ai は_»ゃ_、71 i など(こ茁漫する。采の¥を- 
在に動き、旅人たちをおそう。水通に近づく時は注意が必 

要だ。木の実や果実をとくに好んで食べる。乳製品は苦手 

おお 


なことが多い。 





. 


li , 


: ...... 

• • :>iv . •'へ., 

, x 


謹：，，: 

1 r . : '「ぃ'.輔:、 

- '■" .• - 1:. • 


.. ' m % 

m . ： .ペ 

— :二— V : :■¥ .■:•減二..'冷:、::: 

- 1 ^ -V 




纖’ 


> ....■ 


.つぎつぎ ふね % は I - i 

次々 S 船が消える場所 

まえ かいがんきんぺん うみ 

しばらく前からトレール海岸近辺の海は 
「船の墓場」と呼ばれるようになった。天 

き りゆう ふね ちんぼつ 

気がよいのに理由もなく船が沈没するの 
だ。間一髪助かった者によると、真っ暗な 

うみ ぶき.み あ .ひかり 

海に不気味な明かりがゆらめき、その光を 
目にしたとたんに仲間の船が消えたという。 




















































































































































































































. . 






さむ 


谷に棲みつき、泳ぎは苦寒い場所 ( 


おお 


飛び越えて獲物をねらう。な手で雪玉を作り、攻撃し 

― * — r ~ — ナ， 一.., V . 


'藤 


水路に生息國、る。長くて強い前足で、高く 

と う l あし 

飛びあがることができる。後ろ足はただプラプラ 










































































































: 


戀5 


: -: 


1 曝 :. :: 

.: . 

. .，へ〜..'... 

... 

■■■■■■ _-」；■■■ 

. 


マシカノレノ、ツシ 


W.: 


• 〇水 


;4ず 


jM 海 


m 


■く' 




角虫っては t 




パ.‘:... 

.. 盖: 




































































































一 _ 


浮ぐ i .. 

R : 秘％我 

:::賴...パ 


I ；；..... 

.…..へ .■:ベ 



® . • ■ 


‘_ JiPi 

ms ':'. 

:；.し,‘^.,.... 

能.::，', 

*-** I •- .1... .* - • •• 


ベ.:-.へ.:.め . 

^• v # : v '■■■ 

.ふ—..... 



■：M 


:ノ 

_ h 

:.... ; .パ:.'5 

. .:魏 v 

し 




. 

エ 

ン 

M 


■ ，i . 


暴 



勝 i 


物 





: ::1:_:.づ 




も:'::.'、:.::’'、 4 

■ … 人. ■ 

り.ぼ m ... 


\ ik'r 


> -\ (- • 

.論''. 


.1. 




_ 


.:... 分 


卜 W 




•勿:.'!': f . 
，■: V .， 


鱗:，::.::'，'' 

V i .. 


•VW 


油: 






V : 


if I 


みず系 




. . : へ.....，' .....j 纖證證 人':. 

:. .....- … . .バ ... : 

...パ：..： デ'..:'..ハ ... 好. r .... . •'■：-： .•：■■" し.-ベ....: 

心..- . :' •: ...'..'一：.' . : ■■ ' : ' ... '•■■■; .ハ..... 

. . *£•...•， *•' > • 


ドキドキドン 


ガチガチドン 


ぐ 


、、 


フノレフル/ドン 


ひか たま 


ラみ 


あたま はうせき 


み 


えもの 


あやしく光る玉を持ち、海頭の宝石に見とれた獲物 

- . p .. __，.^__ .. , _ . . .. ™ 


せいそ< 


なみ お 


きば 


しま たま とくち上う 

縞もようの玉が特徴。ゆら 

™ 1 1 • "* •■••. — 一 ■■■ ini . ... r . •■...■ - ...... ... 

み 


に生息している。波を起こしを、するどい牙でねらうが、こめくのを見てめまいがした 

.. v . ■ | . ■•瞳 I ■ ■■ 一 •)!->>ti i u r ■ I • ". Trr .' ir 7 Vi vi u . ,_— _ _ . r__ 


i もの の 

て、獲物を飲みこむ。 


かお 


わい顔がじゃまをする 


〇 


なが きば み Li うき 

ら、長い牙を見て正気を 


ど 


取り戻そう。 


A . n .-.■•••- どぐ , vjf り,.』 



み 




X 


'X 






みず' 

7 k 


ひ 






0 


みず 







ノレ. ふ\一- ，ゾ V . 


C I * « 

は S ■■ハ t 


•} f 各 


_ 北部•樂部の海 


ふか, ■ 

；?；!! 





.…ルロック 



妗ざめ貪ブチーノ 


赢 ダブル‘ム 

_ ふめい 

麵糊 

♦不 _ 




K S ： 十， 



.バニックボ. 一 n〆 

さ甘4たい A t 


紐うやく 


H み 


tr 




外 


十. 





■を. 


敵全体に水のダメ 


■•V や 
ン. 


0 




ジをあたえ、ね 



をあたえる 


むらせる 


ノ ゞ 、クノ {クドン 


ぐら みずぱ 


えもの 


f)ti たま ひか 


うす暗 L 、水場で、獲物をねらう。頭の玉を光らせ 


あいて 


だ 


ぉぉ 


ち 


て相手をおびき出し、大きな P でかみついてく 


る。 


たし 


せ t * 


•耐性 

きほん 

▲ 基本ブランド 

■腿 A 



_■ V す. 


.為 



ム' 


■ノ 


か 1 1 





; 


レ地下水道 


♦ 落とすアイテム ビ.，デ.〜《卜 




びが‘わマ 


わざ 




〆 — . 卜 


うか 




♦翁％ 

— 


©技の効果 かみつい C 敵 


♦ 





、た 




——如# 


























































































































:': •- • :: . 

， .' ，.....湖.;... 




.，..•ミ:.:::........ 

ご 

: 

'い(:叙 て •'ベ 


.. . 丨 . 








極寒の地に生息する。カエ水の少ない土地でも生き豊かな自然と清流の中で 

~ ,1_ *" ' ' k •- *■ »■! 1 » ' m < v 一 i » 11 . i ■ I* * • ” ム . . » ■■■-;■ - . . __1_1- 国 _. - ■ ■ ■ - -i- .. . . .... . .. ■■ ■ ' i ■■ _ ■■»■■ ■ i ■ ■■*■ . . < ■ ■■—".1 ■■■ ■ ■- ' ■i r ti ' T« "■ iv^ 1 ■!■ M i i 11. > in <i ■ i 'i ■ nn. 1 ^ ■ ■ - ■■■n-i'i .-.iTr- -Wiii wj i ■ i ■ yi rv rrr n wv^uw'n .-re .■■tw-ttm* w-jrg%wgsi.vi 

すがた つめ みず も じ ぶん う みめ 

ルのような姿で、、冷たい水のびるタフさを持つ。自分を生まれた。見た目はかわい 

i^r-n w*.r —■« r m-wi- mfxm. ^_-wi fi— - • -h u l___. » . i — . i, . i. . — ■ — - ■ - nr— — ; i rev^-.-v - pr -wir-.—■ mrsrrm th" vt- -rw.-r-'^nr.Tr,-t r〆 ■■■■層 晒 ■' 、 vw>uv i “■ jmn j-j~ jj- m jsrjjr*t——rrM — 〜 jh “• » i h.^w.*..- t, i t r i-■.._*■._•»*—■ i ~ i i i •• - i' nu___ ■.■•.■_ «.i - ■ ■■ ... ■ ■■■■■■.■■■国 ., .i..^..-■» i,. ■ i.iiii. ■■_ . — ■ .；. . M 

ふ こうげき たび おこ 

を吹きかけて攻撃する。 きたえるために旅をつづけいが、怒らせるとこわい。 


':‘す.：:：:: 

峰..' 

「系 

'き ' 专:. 


: W ： 


川に棲む。あいきようをふりまくが、つられてうつ力 


り近づくと、猛毒の舌で刺されてしまうので気を 


r 

. 


































































































































ちぶせし、相手が通りすぎたと 






■ 




つね仁ぎげんが悪く、イライ目についたものをなんでもかたい皮を持ち、並の力で 

.■■一.-.声^ '一一严^■'十一一，.… .エ— ■へ . - 「—— - - — ™ —--- --.--.一 ^ — — -一， . — - 一 — - - - - フ 

おお こうげき きようせ A ■し t き きす め. 

ラしている。大きなあごで、、攻撃する狂戦士。時にはは慯ひとつつかない。目が 

...... 一一 一 ー ニ __ て一-. 圓一 一.…. — ,, — - — ——— ‘--一 —— — ■ ... -乂― 

じぶんなかま あ いのち もの . 1 

なんでもかみくだく。 自分の仲間さえおそうとい合っても命がある者は幸 








.二をあた 






tzi 




のページの 4 体は r か I 、みんラッ^ 
































































































































X 一^ 




*.i 4 % •...外ら 




お: • 


% 


い 


大きなカラをかぶっている。気に入ったものを力 

.. ■■ ， .■•■ 脚 ■ 一 •• 晒 :■ 一 ！ •__—•••■ s>« _■ _ . t.. ._^aa.i^.a.u. ji. xuviuk ■里 .aBii-imm i■_» •醫 ■!■■■ ria，i -j ■ ■曹 nra ■ ， ■■ 一， - ■■■■• 

u うせい… なに この . さだ 

ラにしまう習性があるが、何を好むかは定かで 

._k- .-J . ■‘■■■■•_-■ .1. .._■ . JJ li • E . UM bV^V ■■ . i.. . !%SI > ••-.. .'. 1 « 1..t.ir^T!^ til II ■■ I ■ J 111.■■1 I. T ll«— — ■ * f—■•■ ' I | ■—.!■■■—• ™« i ■■■■ 〇 ■ 細， -• ，讎 | _ ■_^a _ ■•■•■■■•■，鐘 < •■ 鹹 • _ b ■ .Jm . 

• - '• ,‘，’.• …. : -• ' ... i ..V ' 1 ' 

ない。 


たい せい 

_論性 

% ほ A 

基本ブランド 

セ"いそく b 

生息地 


.みず 



〇水 X 火 

ダブル.フ、夕一 


ゴロネ 


か. 

ル權ド 






♦ 落とすアイテム ちからのませき 


わざ 



うか 


©技の効果 


A * ■かた 

方ひとりのまもりをアップす4 







マキナ^ ー シ 


かいがんせいそく 

トレ— ル海岸に生息して い 


あたま 


る。きれ l 、な頭のカラはここ 


ひろ 


で拾ったものら U 




〇 



ニニ ド ノレ 


あた友 


けん 


頭のカラに危険なトゲを持 


■n u ■ ni m'mjrrtti-im 


ど 


ち、挑みかかってくる。しか 


げん 


し、カラをとられると元気力 


そ 


なくなる 


〇 






...パ 1 . I 

水 X 火 


ダブルサン 

A 、 我、い 

不明 

ザ i •..めい 

みかた か 

0 味方の代わり ( 




二うげ 








_ マ ‘川 ■ 謂 , ノレ 

めずらし L 、カラのかげから、 

^ ■_ l _>l ‘ ■■ iiBimB-rar.'i 1 i s»rr—• i---— T?|*r-ri—Tr if i!l 1 i ■ r- r ■ T ri" ■ " ■ - 1 - i — p i— J .— - — ■ ，》 W ■ 一 ’ •r*.r~_ it*— • f 

やさしいまなざしで、仲間を 

• 一 - t pf... n.^ — ■■-___- 一■纖 ■ 、 ■ 知 . ■一 ■- ■ aiun rKB' •• • • . -"wrriiv-—— i^*rr ペ ■■■ ■ r-*r-n 

麁っめる。 


，，薩 a^lpi i jmmjwt-•/ vs *«nv^A • 身 .u!_i 丨 r_l 




みかた 


かし、•ふ v 


© 味方:ひとりの HPf 回復 


































































































纏^^ 

:; M : へ ' ... 


: … ...—— 


- .. 


教.'.'ふ..'::;..: 




AV .: •••.二•:•「••••.■* 

::: 

fe •:モ:、. 






錄 ㈣ 


讎 


ひようけつゴロス かえんゴ 

j* p -T* T- 七 '- 

イ本にかかるしぶきを凍らかたさだけでなく 


がお 


見にも気を配るしゃれ者。力 

-i w p i - n ■ ■■■.■■ 一■ ■ 圆 - - i 一 相^ • ''' …，' _b 一 卜! .’ ， 


ねつ ほのお 


mm. 




ている。 


- ^ ■ F- i ■ »ry 砍 “ — I 





















































































































I；? - 'V , ：：, • 


: 






み.:薄 


ナンドラークン スカイラークン ミ 

j . ず 具 4 く 

つものんびりと水の上に食いしんぼうで、すぐにおハサ 


り大きな貝を食べるためにれた波を呼びよせ、あたり 


成長した 


扇^ム — 'ン 



© 栽1体0まもりをさ【ずる 





タフノレム,ン 



ふめい 







































































































































. , へ.：诒 

•: ••••_ ■:狄.そ•鮮:. 




•fl 

. 

- • . : 






f マ ‘:.;:: 


-••: こ. 




:V : 

.... 


I 


1 


に 


うっ力、り近づくと、刺されている。長いしっぽからくり中での動きがとてもすばや 


出される一撃は強烈 




: 

: .. 

.. ； ■ 




大きなヒレで、海を泳ぎ回る。おだやかに見える 


で、警戒しよう 


_耐性 
▲ 基本ブランド 

♦ 落とすアイテム 


.-:::屬:‘..:.:.:..- 

.. I 

. .く.，.聽 


包 >m 



























































































フラッフ 


つよ 


およ 


強くなるために泳ぎつづけ 

■ ■■ il l.lia ■•-MAihl ■ ■ ■ ■ J ■ b ■ 1 * , tea ig^lhl k ■ ■ ％ I J i ■ _ ■ i>mV_ ■■ 雌 4 - i • « lil■ d ■ Uah! bl ^'a «_ . 11 J I ■ • h •'V.B I IS I ■ ■ I •■ 


A 


うみ 


つしか海にたどりついた。 


うみ 


それでもあきたらず、 i 毎の 


はし 


端をめざしている。 


フラッペ ン 

ぃのち 

スピ ー ドこそ命で、ねらうは 

■ ii : 羅 ii. it».■：■ it ■■niii~>*mi—nrmib-i!'. "ttwciit - 1 i ii 曹 ， _!"•■ rpiV ? »ii^«rarrHir ■itibt*? i —%-T*rrr» ■ 

すぃちゅう さぃそく およ とき た 

水中最速。泳ぐ時に立て 

なみ ひろ は.い ひ がぃ 

る波は、広ぃ範囲に被害 

■■■ y ■ ni[ I wuip .ir .r^ywh 1 ■ n «^ip _ii i ■ iwi'M.yiiP■!Pjnf upnimwwyMM ■ Fiy ii)l|| m i .vyjd-■ r. I tf v^anM^rKVM|^Wn^*Aap^^- r 

をあたえる。 


^■r ひ 

• 〇水 X 火 


み■ず 


;••れ 


參〇木 X 火 






/レスター* 



ll 




_ 小 .冪. 

漏 北部•東 W 


參 かぜきりばね 
どくのゃ 

© 敵に水のダメージをあた 


ムー 〆 

.ふめい 

--...p» ti i* ■ -m 

ィ、明 



まん 





やくそうのエキス， 

V . うば.'. ■ ぺ . r 

0 敵全体に水のダメ 


ぐ 


ン 


兄•る 


をあたえる 




ラッピ 


みず a と たたか きよ みず う 

水の刃を飛ばして戦う。清らかな水から生まれ 

- tiiiMii II I—•.... j>_ _ _ a .... jii_.. ■ , . I，,. , . j..!■ fkKfu.. ■■ 鐵 .1 _ u... .,^.... .. r t,uif — mtfi, i.. . . .... .. 一 ■ ■,■ •- u y じ i -. . .., j ■ i.. 1 . _ . 18 —r— _i. i. . ■■,■_»_,“_■■■_■ ■. し ■ リ _■■ 1.11 ^tiiULVij— xx— ■ - ■ .tj ..ii i» 11 inriif— ■一 ■■• し — ■ 4 ■ _ r ■, i ■ 

ばしよ 


い 


ると言われており、ラッピがいれば、その場所の 


みず 


J 1 


水がおいしいという証拠になる。 

• ■* , 广 , * ■* •• - •„**'*.•" • ... *„*,*^*^ ** -■•■,,■■ •■ — ■■-•■ i ■■■ へ一 ., k_---■ . ■ ■ ■ -■ ■ • *~ **~ •"~~* *,• *~,* * ----- - ■ 


た 


せし 


みず 


_贈性 〇水 X 火 

▲ 基本ブランド ダプ V レム—ン 

■ 笙 M A 二/ロ ネーノ レ jtin ぐ .: /K 

♦ 落とすアイテム ふんわりパン 

ちからのませき 
■ ill 体に永のダメ 


•;ォ 



© 技の効果 








ホ 


ひ こくふく みず にが 

火を克服したが、水が苦 

.VI' ■! T - jrJI" 雪 ■' il _l ■VUTITWirmTAI ■•■■■> | 『 1 圓 4 n ■■ 丨 VI—■.■■■! 

- • I - I • _ - • . .J • . • . . ■ . , ■ _ . ■ • . • - ■ r' • . • ^ . 

T みず 

になってしまった。水に 

i .-i HSVHVi-aiA^BUbVJ ..'1 IW1■ < LV^ i-V. h°.W. ■•■■■ ■ _ ■ k I K VyiBV>a i --Bdh Ui t.VmW iMirn m,i i .. >■ f i »1.I. i ■» — b .in** LI. m^a 一 i ■■ ■ _ ■ • ■ , ■ .1-11 I 

す むか l なかま おも 

棲む昔の仲間を思いなが 

j* I >1 n»»jni ■ I MwiiB m i * n -itr,-v 一 • 一 “ ... . kv—■ i n^l n 1 1 r. it,-, i mm' ''■ • ■[* - 1 ■ ■ ■- ... ■ - _ 、 • 、 — I . ■_ * ブ '.'' ■ • ■ ., ‘ r 

たたか 

ら截っている。 





みず 


參〇火 X 水 


ダブルサン 

，ベ“め.い 





■ふめん ' 




© 


てきぜん たい ㈣ お 





のダメージ 


をあたえる 



















































































































p 



3 



P 


さ 


み 


ふ 


..-ふく 


木の実で服をそめて、まわり 


つもクールな服を着て 






じまん 


，， - ll| MIT"，*" «4 - - l. I ■, 


によく自慢する。あまりにしつ 


Li UJ ? 

少々ワルぶっている。しかし 


nVinqgK. 


すこ 


ね 






みかた 


， ■ ■ ■ urraYBijBrtaa^TBn i，a rpi f|% ft 



こいので少しめいわくがられ根はいいので、味方にする 




: V . rjV ：- 


も;.: 

- ■ •、：，' 1 .1" 

0 



ている 

• O ' 


〇 


II > 


こころづよ 

と心強 L 


* I f»!" 


0 


■ •-轉\^ b ■ ^VJt^f aFw 雷 .^^ ■■ 


... みず 



參 



各 f 



，■- 




どくとく 

名虫特のファッションセンス 

—J -l ■ ■__ mmm i ■ ^ ^ i|i — •«■*£ ••_ __h • • | ■ i gt ‘ ■ t w* • — •_■- | — M 8 bb Im • b ■ I . »i i n i —-*• I — • W4 lifc ■ t 

ぃち“ 

で 、、まわりから一目おかれて 

II 1 -t •— i*tf 鳙啤 贯 ， • 灣 •• 會 _* ， r»i — *• — • «-t* r•«••-•»•«-»•*•*••*t- t- »-••- • ** J • 

ほんにん 

いる。本人もまんざらではな 


いらし I 


〇 




r ... -p--i ^ - 


1 




ヤドケロ 





つか 


じさ 


ふく 


み 


衣装に気を使い、自作の服を身につけている。 

• r~t、r t.wfneim i.-i■ nrr ■ rr ■ ■ vu'i'ia ■!■i n ■na^ar'm 'if* n* i - n a jib'i-j (*■ i ■ ■ pi i ! ■ »i " i .■■■■■■■一 ■ー マ --rf^ ■■! ■ 旧 ■ — — • J ■- ■--■ - ••• 一 • ** - bS'"* 

あし とたたか 

バネのようになって I 、る足で飛びはねて戦う。 



たい せい. 

耐性 

きほん 

^ 基本ブランド 

せいそくち 

生息地 


fl 


■ J：t 


版， 





めい 





お ' - Vj L • 

落とすアイテム 不明 


わざ こうか 

© 技の効 


tr 1 


■ T '- 


也% 


す 



と方の代わりに攻撃を 




M 













7, 

一 - ^ 

yJisl 
■ ^ 

W-BWI-— 

ス 

ベ C/ 


乂 ! 1:.^ 




^kuAV I. 


f /*■IP- 

セノ 

• •へ i r 

1 ■!■ | t^m 1 T^sfas. <-;. : 

•• r- i Fr^ - n 

€=p •.め p 



Evriv•■ 




^L' 


11-ii 


u. 31 F 


r / 


▲ ■♦® 




0 ノ 


:■',〆■ 

ぐ V. 


X 


0 


.X 水 


:「 if .... .viu s - - 

^ - r.- ft- fr/ - . 

| ^ ^ 0r 

ム . ... a-. f^.v. hr L 忌 ^; >■ 

▲ ■♦0 


を 


■> ._ 
:嘴 


シ . 




1 蓋 


う ) 

よ^ 
0 ^ ■?!- 
' ふさ.厂 







f 

▲ _ 


ぐ J 


% I 

Hp.r-VJ - 


♦ 


ん 

一〆 

fb%. 

ろ 



IV 




どて .，— 




3 *-(-.. 





















































































’概機:卜 ' , 


輪、 


. 、十 ..' 

J < 


㈣ 必..,赉"::. 








i 




:: .':::r 


' 

‘:_|:.和..ド.一 


この種族の多くはその背に翼を持っており、空から旅人へおそ 
いかかったり、陸地を風のように疾走する。するど I 、くちばしが武 

き いがい す 

器だ。意外なことにベリーやババナはそれほど好きではなく、ヨー 
グルトをあげるとおし、しそうにつ^、ばむ姿が目撃されている。 


響 

•的 


_ 




編' 

. 


ジヤンゴ> の民があがめる空 0 守う神 




身麟％ 

































































. バ.… .... .....' \ . 


_ 

:て.:'::: 




㈣ ド 

■ 

■ .二..' 


_ S : 舞： 梅 


行で、ねらった獲物は逃さない。地上におりる 


む 


糸 

: 

靈 


• 汽 _ U 


疾風のごとく空を飛ぶ。足空中から高熱の炎をあや電光石火のすばやい動き 

■雷曹^•••■•■•■•■雷 n 雷 -i •■雷 ^ s "i — i ~7 r-» r~i ■ ■ _ 蕾"- 1 — iP"_r« 一 曹一 ■■■•_ —ni— ■■- ■"■■一*"* r，irfnp *,”•■■■ r - re ~ ■■ ■■“ s i . 里 .iii ■■ i i _ ■■■』■ -wwa ■■■■.■ ■■一 _ i 奮 r i ! 

つめ き こうげき .かく％ のこ てき き m “ でん 

の爪はナイフのように切れつり攻撃する。各地に残るで敵をまどわし、強力な電 


火の鳥伝 


で 、.• 々ど七 !..、. 

..••■• マ ... i * ： 'i] • ••■*! o；oy 'V y ： ' /*. *[ 

snEz^r ： Erm —：- 2 

I$4 

_ 

も 
































































































み寸 


〇水 


〇 

X 火 


ふめい 

不明 

:牙 痛 

ず * .たい' みず 

1体に水のダメージを 


• • •XV わ，公 ノ 



あたえる 


ノ 、％,之-:; :’祕 

. 

■ 

‘ 

. . • 






■ ••• ^ •' * 4*- 

..•••■ t ' Z ••- 

• ■ ; 


•*/- 











. 




":•，•ぐ- 


かぜ 


_ X 風 


• 〇 



みず 

X 水 


ベ ....4 


• •• い.〇 I. ... 

\ サン 


W-M 


_ クビナガ 






ひすいのたま 

.マ‘：:..、 •... . ' 


▲ ダブルサン 

ふめい 

鼸 不明 

ふめい 

不明 



き 





ポイズンクロウ 

•てき たい 

0 敵.].体のまもりをさげる 

' 

■ 歲 ' :： .：：：；«' ：；： - 

■ 、..へ.:...'…....- 


0 すばやく切りつけてダメー 


ジをあたえる 






..'，'...翁^:‘ 




.公.., 




mm :%” 





どう系 










..•も: 


___ 

I 

—* 

■ > '' パ.::-: 

•' - - 


说ゴ :，: :1 







雜め:， 


りっぱなトサカを持つ。朝日がのぼるころに集団 

_ _____ _ __•一 _ .a _-一■呼-蕾•■••••，•••■••，■••••••争 


も 


あさひ 


しゅうだん 


--. .. 

おお' 


な 


ごえ 


じゆ）み八 


であげる大きな鳴き声は、ババナシアの住民の 

.一 ••• nntnmlr .^ V- — .- .irrfTT-.—n«-n«. ••• ，， ” «-•* •- •■• • • ‘■け” -^r- 

めざ 


が 


目覚まし代わりになる 

tmarr ■'' .a 1 ■-?- — t»» 'h—. - .j. ■ —— - . ■ ■■ ； » — — • — —• »J« ^.v.. «r. '• •• ^rrrn ■ i 


0 


: '- V M ' 

:. 


た L 




せい 


かせ 




%. VA^iV 

.k 鼓 


_ 耐性 

きほん 

▲ 基本ブランド 

せい^ くち 

各 1トー 
洛とすア 


X 嵐 


スタ 


た L 





i < t ； A . ふ 

5 大陸南部 


yli 


V 


あおいこうぼく 


•V 


於::， 


ふんわりパン 


わざ 


うか 


て為 


© 技の効果 飛びあがって敵にダメージをあ 



..パ：''ベ..: 


v *V. V 

な m 


m 




::霜: 


•ふ 


.. 

1 

-腳 

卜...:.： .：,....： ,■：= 

. 0 % 



-； 

. I : 技： 

mm . 


-V '♦... 




..'一 

を 

儀 

の < 1 # 


- 





... : :i 

。.六.:：: 4 人: V 

::....へ: v::E 




I r 1 !： .'r 


しま コッ ケー 


やまコッケ 


つみコッケ'— 


r l 




えもの み 

獲物を見つけると、どこまで 


r, mi , n>iM,i«rii«^r"rtWPTtrif7S i -.— 

お たたかとき 


も追いかける。戦う時は、か 

社 I u f I iwrk ■ i — • > r .)U. fc . i i~ »i J i ； '»-■ - = - i i •. • •~ 1 -,—■ 

たいトサカをいきおいよく 


やま しゅ 

しまコッケーが山ごもりの修 

■ ■••£■11 ■ ! '•i ■ 11 I ■ f ■ ■ s ——J ■-■— -in*--- -■ 111 i i i »ri• - ip ^r^n^ni ■■- 

行を積んだことで、、より強力 


おん ど ひじよう ひく 

トサカの温度が非常に低 

. i. m . I ■- ii-if-ir- — •«，•!*■» ' ■— - 1 -^*- ■- 

ま ! b ゆき 

く、ふり回しただけで雪を 


て 


■上 


なスピードを手に入れた 


〇 


呼ぶこと;^できる。 


‘你 v 


ふってくる 


、嫩 


0 





















































































































，.一： 


. , ..... … ' 


..... ..入::.…... 

:. ' ゾ：， 


.... .‘ ...... 


•耐性 C 
▲ 基本ブランド 

■ 笙 M A 

♦落とすアイテム 


■ 


:: 


.ミ:::.•ぐ:.; • 



なか± 

た仲間の 


i " I . ， す 

窮地におちい/ 

— v.r r*.irs W -.V !tmu_•«■»i■ ■ u i_&utiJkai i+i_>iiaa 

さけ ごえ % 

叫び声が聞こえると、やっ 

つばさ きようれ つ かぜ ま 

てきて翼で、強烈な風を巻き 


せい ぎ 

みずからの正義のために 

■星 ■___ 廬星 墨 ifcl i ■■■一 •一 ■麵— ■■ ■，■一.— •■ r > lr » r . ，•■翁 

しゅだん えら ご 

は手段を選ばないので、誤 

■ ■iiiii-iBii■ ikii I it... — t *■*-•■ f it— —«i— 首 p—f ^『■■■»_ rr ■—linrsirn 

餘されやす l 、が、根は芯や 


そら 


ヒーローになれば空を飛 


しん 


ひ 


ふんとう 


ると信じている。日々奮闘 

的如* ■ .— •"■■■•■■-•••■■-■•-•■■”—，_ - _*^_—1—1" — ! _ ^*..画~ !-■ ■ ff*I M 

ねが 

するのは、その願いをかなえ 



さしい。 

•ol 


るため 


o 





▲ スタ-- ■' 




V スタ 





め 


♦ 不明 



L 


©敵 


かんい 

二雷のダメ_ 



t ず？. 

ンし 4 ) 



© S 分のちからと、とくぎをアッ 



V-A V , 

••.. ， V 


I 較声: 

観' 



咖 Wf 






^ '- iv - - • 




mm . 









. 1 : 














































































































どこにでもひょっこり現れるするどいくちばしを持 


ぬ 


しぐさ あいて 

つが、間の抜けた仕草で相手をゆだんさせ、え 


よこど 


さを横】仅りする 


〇 


たい せ 


かせ' 


•耐性 




きほん 

基本フ''ランド スタ 


_ IM 

♦ 落とすアイテム 


ぐ 

.V 


' 1 5 〆 A _ 

ルナ乎!!! 


わざ 


か 


© 技の効果 


どくけしそう 

つるつるレザー 

敵1体のをさ 


^ 等 VT ^ ^ W ^ T ： ^ 




i 

.. i 


•教 










- 


はねるゲータカ 



タカ 


io どるケー タカ 


よこみ あ6 うただいす め 

つねに横を見ながら歩いて歌が大好きで、ついついおどることに目がない。おどり 

—_ fc _ ,,1.^... '-n-TTTT.-—— • ■ ^-―» 一-^^通み丑 ■ _ ^r^.r ■ — nm »pir^W..-.r ■■ 一 - 1 -■ 一 - J . ■ ■ ¥ *. ^ ..^-.w*^. ■ ■ V(Ww>w ^ >>r „ WT » rMWI ". …- 一 ■，”，_■•• ■― n ，— . ， •■ 一 —— 


いる。そのため、目的地にき 

藏わずにはいられない。お 

すぎて目を回し、倒れてしま 

-: ^ ■.，.■一 ,~r-M— 

ちんと着いたためしがない。 

かげでストレスには縁がな 

うのはいつものこと。 

.. 1 ■ ^ t t 一 ■ 墨 ■ ■ u 、 • f 一 tfmf ii、n ' 4 .■ raj ^ 1 w ■«■■■ 1 ^ 1 r *-■ .■-■"■ ■niBMivnr ir? ，■ ■-■•i. ..trir, ,，■ .■■•■ - —■ 

いらしい。 

,m» 1 fc.'l i a t ■> r . 山 auu! 11 g ',- u- • rvyj* mir? r -■, ■，- ■ i r ■ — • - ■■■. • r -rp * ■- ■•■ ，一 ._ r •.»■ —!■ ■ ， .■■•■ ，一 ■—■ 一 «|i 1 ■墨 



V -' ■：/' 

• 〇嵐. 


• 0 


かぜ 



かぜ 

OM 



ス夂 





ダブル 




& _ぅ 


'»■ 


!.つ . 1 


1 



_コ 。，ナンダ洞窟周辺 _ 
_ くろはがね 


まんぶく‘ハし一力’.一’ 

■:-. \ t へ; h >:。' 

© 敵1雜に風のダメージを 


め 


ダブルム 

ふめい 






.ふめ 

不お 

m ぜ:ん.た 1 ^ 





m \ 


，: 八つ_入： 


© | K 体をねむらせる 


© 味方ひと 1 .，す，ばやさを 
アップする. 








- 


■^mm 


-..：-：-■, 


一..:.' V 


_ 
議 


1「 

.. 

I 

1 





|喊，'_肇ン f J 

1^- .. - . ^ 
.... -.' 

も 






■^*14 


■V.: 




! 

i 

r 







警 ,1 ン 




; 1 V.^ 


，•茶 




3 ■: 


:;•••• 


索 ; ■■ 


a 




森 


.釋：：：'，ン 

1 

& 

證：： 嗔 .. 二 



夕 


取•パ 


、、 


わ 

ら 

め 






八.. :.：:...' ' 

::: . 葛 .' 





1» 






' 

1 ^. 0 . 1 .-••:•■• 
一 




■ : 


■- ■"v-vITvrf.--- . 



ち ^: •.'.• 








や ..：'.'../ 




WS 


■- ■ 


: 


■ 











虎 


■:. 




■v;v 






■ V- , I 


:逆 


一 


■ ■ 


I 


- 



襟" 

•::.-s.rri 


■ 







■*'?. ふ -.v.'-:-.-. 























































































































あか おお はね き J うクょ （ .はのお な むし 

赤く大きな羽は強力な炎とても泣き虫で、ささいなこと 


羽づくろいには細心の注時は、飛ぶよりも走るほうがいて巻きおこす風は強烈 

- ，似丄^从ル 〜…^^. n ‘ —-— 1 ---- •*— ~―^- -- ^ -- — ---- - -~ —* -^ P ,. A __ rr ^- r ^^ へ“^，^^ナヘ'^“-.ムー'一一.… ^一.-■•■■ ， ■■■，■■----^ itJAt . w .™- 秘 •… -n 一. ••.•ル〜^.。…仏ム^^••二 


道 


す八 




大きな羽に顔のもようがある。木のかげにひそ 


スタ 


































































































い 


パ.:... • 

寧心を:. ベ:ャ.:光 ;rm 

■.••• に ..•- パ ..' '• • • . • .• 




: W . 


: 


へ： 


1 




. 






v .J 滅 , ハ 

' ..■舞: 


被•ふ，'?' 


I : 




とても世話好きで、傷の手りっぱなあごひげと眉毛が卜おっとりとした動きからは想 

. -Ai. ■认 ■WWH I，" ■ ■ 的 " ■ [ J l -"i ■■ 由•■. い — ■■ .-.-.h.,., — _ 岬 — v • • t -u ■ - ■ .j ■ 叫 vaTOT-rw^n 1«~«” «l« I ■•.tV ■ ■_« I ■- •- .. 

あ .み' せわ つえ. はな ぞう きょうりょく 

当てから身のまわりの世話レードマーク。杖から放た像できないほどの、強力な 

”___«_ _"_^^_モ_1一■•… •.••一一、' 一……抓”^— __ -- --- - - - 一一 ^ - -——-~-— •ムん~_■■も … ■■•れ^^™™ — ^ T-w --- —> -■■.. —^- 卜一— 一… 一-一，—，卜^^，研 - 

きょう れつ ひか 〇 てき こうげきてき 

までなんでもこなす。 れる強烈な光で敵をなぎカミナリ攻撃が敵をおそう。 




だが、ひとたび怒らせると、強烈な電撃が飛 


きほん 


'.r : 

_ • 芦 s * 




V . て. V . V .: U . 

A " y .\.>： K ,；... v .'. V ' ’: ■■ベ... V.W 


m 















































































































. . . 

..... 

.. 

....' 「 .... へ ..：'. 






: : 芯 : l 




りりしいその姿は仲間に勇鎧を着こみ、あこがれの騎忠義にあっぐどんな時も 

■.て没.,___ ^- V -^- b - s . -—«■ >— r - 一— — ” ■■■■■» 、 - ■ ，■■■■ '十. ~ rryrr -■■■■■.■.■■■ 7 ■ ■■ - > .8-■ iv t hw ■■ ■;■. t '， ■一- rx - r ， r ~ n ， ' ' み“一 m ■■. ^ -■，■■■ ■■■ - - - —» ■*...； , ‘ Y A - ■つ „ —_ . ' ' • ..? ..； „ 

き かぶと .おく ひとみ し たいせっ れいせい ひび 

気をあたえる。兜の奥の瞳士をめざす。大切なものを冷静でいさぎよい。日々の 

, if .% .. • . . . ««.•• •->-■ I ti ll |r l • g > ii in ■ .i.s...... _ .. y.. ( . i.. . •.__»■ . . . . . ■[ < - 一.， i _ 1 ―， . ri ir ■■■■ 、 in ^*» -^mrjB.'ww^rrjvt.v vw/j _ i ■ _i —»■ **■»,• i» ^ r , , .... l|T , ^ ... _ i _ i_ii _rnir-『 ，■•• • ■•■■.. .. -. . ••• .. •■ - \ • • • .. .... ... : . . . ノ •• 一 ,，— 

あつ も まも いのち たたか しょうじん わす てき けい 

はバ、っも熱く燃えている。守るため、命をかけて戦う。精進を忘れず、敵にも敬 


m 

-Mim 




乂 
















































































































■ : : ノ ■... パ ... . 




••“辱 ij 




薄 


シェントルー アマンス 

シルクハットと メガネが似合身体のもようがまるで人の 




■ 4 r ：： 


■ WUI.J8*TiU^MVlfcdi ^1 —ylT>*» 彆 1 —賢 一 f— 雪厂 言 r”. 1 1 ' ... " ■ ...d. . ■ . I WrMfUMM 

ることから、平和のシンボル 

う。_っている女性を堯か 

■ ■ ふ — w 1 r > 1 . 一 . — . rJV*JJa »tg ibit 1 ■ "!办 . 

顔のようなので、暗がりで 

え えが 

として絵に描かれることが 

けると、手を貸さずにはいら 

見かけると、とてもこわい。 

ある 0 

れない。 

_ 

i‘ 1 i'i'i ! 1 _ 'i 1 -ク V -Y 1 1 1 ' 登/ ••パ 1 . _*''卜 - :' !Vi' ■” 

" " 1 ' - 11 ‘‘丫 1 -‘ 1 '*1 ' < , ,r '' !• * ' _ 

, ■». .. 1! “i •■= MjM yj|» * J It- - —- , • J tl 'll . ■ 1 



ズッキ 


あさ 


ね 


ぶる 


-5 


朝はたいてい寝ていて、夜になると目を覚ます 


0 


ほぞ 


め 


ん 


み ね 


細めた目で真実を見抜くと言われている 


〇 







プ.■誠 


ほん 


本:/^ンド 




甘いそくち 

■ 生息地 


とす アイテム 

わざ こうか 

© 技の効果 


»■-I * 1.- 


■ ■ ■ _ v ： -. - V . V4 1 

'■ 






ヨ分の HPi : 状態異常を® 


:，，•： •: • ■ • • 

-■ .•- -.1 .：:*.••： '： , ；«-- , 1 r " 

- ■ ■ 

. ..V)占.- 


.. ■ .-1 -r, 

.. . V :•.■，..り 

■ 加:^:私 

' • • 

•- ■ ：.' ■：... 

> . • it '■ 

...... • 

... . ■. . ■；：■ 

. . ‘1 •. 1 -f ： I . ；1 ■ * !' •• V IM | • 

: .....:: 

. V . . ヴ SWi 


域 


m 






























































































































1 




:.知...;.：. 




m 




.-i I•..i* .い *. • •. 

•: -i»>.'»■», - •- • 

•• ンて -.: ■i - リ :.■ 二 ，，. Y )••• ；； :• V 

二 * - ，,一 ■ . | ' « f t I つ * | . • • • T I 


すこ ふ ひと こころ 

トレビンのところで少しだけ触れたように、人は心のカケラをう 


ばわれたりゾよくしたりすると、ヌケガラビトになる。ヌケガラビトは欠 

こ：ろ た ほんらい ひと もど 

けた心を足してやれば本来のその人に戻るが、まれに、さらに 

とき 

やっかいな状態になることがある。ヌケガラビ H こなっている時に 


X 


おそ 


ナイトメアと呼ばれる恐ろい、ものにとりつかれるのがそれだ。 

しょうたぃふめぃ あ（ぃ み そんざぃ か 二ろ 

ナ仆メアは正体不明の悪意に満ちた存在だ。欠けた心の 

う ときう L な こころ ぞう 

すきまを埋めるので、その時失って匕、る心のバランスがさらに増 

ふく かたち で ひと かんぜん じぶん み U な 

幅された形で出てくる。とりつかれた人は完全に自分を見失 

ほんらぃ ひと じ J ラたぃ ぃっけ八 

ぃ、本来のその人とはかけはなれた状態になってしまう。一見、 

.すがた .か した ひとき おお 

姿かたちは変わらないので、親しい人も気づかないことが多い 


ナイトメアにとりつかれた人を 
救うには、一度ナイトメアを 
追いだして正気に戻 


し、その上で欠け 

こころ わた 

た心のカケラを渡 

ひつよう 

してやる必要が 





























难•轉ガ選 t 姑み. } :微 ず;.. 


' ... '..f. . . 'ノ： 




ん. 


漉 

まほうつか 


象..ベ: 


拉細がさ 


. 




.二:. 弋..'_:パ:％: 


■ 




新入り魔法使いへの覚書 

■ - ~12 


•取 


.* 


. 


a .、. 


:網':レ 




f 

へ .. ：.？•• •■.‘ . 
二，._.%淡一- 

• I • vr -. - . .t' 


•••‘ v ,. V - •へ: 〆 :. '« v : 
W . ASY . 

. W. r .. 喻 . 

. 

，こ••.•....パた 
A.. .•••• • 

H I ，い”*， 


.. 


泳•，: 


へ.•..ベ:. 


1 . 

•X .| 

•，: V 龙， 

，‘ .•• •••• 人 :. • 

< -II • II1,*> 

.hrb _ ン . V.V 

•• A. で :•. ベ ， .お 

M - V ■ , . •/. - 


« VV ..，て.‘‘. • 

職樣 




.ノ ++V..\.V.. L 
： ：v 

…; 七 ： -V 

姑 1 及.： 


[ h 


4::'v 

• . V • 

V '.. 

••v*V w: u 
，v 

，ハ.:-.: r" 1 . .j|., :j 

I I .■- ^ 1 t ij . 

• j •, l|~i 

， .. 令い . ij ■- 丨 

•‘• •• .v«i n- 
n 哪 .4 

‘ , ^ ,v 


iV'.v 


vA;' 1 


，- • 

i k .-j ：. i 

.幢， 


•Y;. 


1 人；.' 


v ， *.y , .桃 


V' , r .v 

''v... 

■参ぐ’:’;:•:て 

l' : ：> | * M, 


'’祕 


：t : 




' ；,I V 




'•■• ip パ 

. 

• I | こ |1‘ lt-lt I 

.I . I 1,- »■ t . I > -“, 

!? 1.1 . I I ： M , 

•h り 'jx ：' 

% 

■ t,.l™ 

，，- 11 11 'V'.', 

ぐ:)#.， 

I •. 1.. ,I-I I 、 .• 

|| < » t (Tl 


は'，:.’..':', 

v .- ',vft 4\ ；^ ] 

•，.〒.•■パ’ 

.. 

: ，、 ,; 卜批 i 、 i ミ 

If' Cl •! 1 ..t • I • I 

•' . ， • 卜 . 11'tl • * • 1 ' 




"V,i Wa ； 

,.-T ? • 

■■ド‘，ハ' 


•V. 


，•料. 


操 






%か.も 


知識は力 


まもの 


に八げ A おな 


ぶ■つ 


魔物たちにも、人間と同じように好物ときらいなものがある。おお 


の 


しゅぞく 


なか 


にがて 


むねの好みは種族によって決まって I 、るが、中にはどうにも巧手な 

じゃくてん も まもの ほん しよ ケかい まもの 

弱点を持つ魔物たちもいる。この本では紹介されていな I 、魔物だ 

なかま よ まもの どく よわ 

が、イノシカやその仲間のイノカリブーと呼ばれる魔物は、毒に弱く、 

つか か (a r <じょうたい 

「どくのや」を使われると必ず毒状態になってしまうらしいし、ゴー 

いちぞく しんか い がい 

リーという一族は、もっとも進化したゴル ニ アス以外は「パユック 

かいろ ふぐあい お せいぎよふのう じよラたい 

ボール」で回路が不具合を起こし、制御不能状態になるらしい。 

て>か あいて 二うか こと 

「バクダン」は使う相手によって効果がまったく異なるおもしろ 

どう ぐ つか せなか せお かやく いん 

い道具だ。ゴロゾフキーに使えば、背中に背負った火薬に引 

か だい まもの つか 

火して大ダメージをあたえられるが、モグルスという魔物に使え 


たい』）バ かいふく 


まもの 


ばかえって体力が回復してしまう。そのほかの魔物についても、 


L : やく r 八 


E 5 んしよ 


J : 


弱点が^ 、くつ か本書にのってし、るので、読みこんでおこう。いみ 

しら ゆうり すす 

ろと調べれば戦いを有利に進められるはずだ。 







































































，.へ. !*• :( 七 , 'て：ぐ...つ 

• :匈紹: Vk 峽-芯 


: K 


趣％ 


A ； 


. ... 


v-r 


，, 

■ X ..、 


ネズミとネコは永遠のライバル。身体の大きなネコのほうが有利と 

い でんせつ おう. きてん 

言われているが、この伝説のネズミの王はその機転とすばやさ 

n “ く きし 

で、ネコー族をさんざんからかったそうだ。とくにお気に入りのいた 

じぶん っか っ 

ずらは自分のしっぽを使ったネコ釣りン i ノ七 

たくさんのネコが巣穴に引っこんだ。 

王を追って壁に激突した t いう。 11; _上^^^ 


ハ:鑛％ 


■ 


. 

?.•> 

..•••，- 






V 




.謂 
















































































. :へ:.：: 




. 


鎩 




蒙:: 


太腸の力をたっぷり受けた植物から生まれたと 

_ ,1* — — •し ，•，."け，..， 一.1.— -- “ - ‘ ‘."け” .1 於_”，，， 〆 ! . 一- 

■:■い てきねむ のうり1( も 

言われている。敵を眠らせる能力を持っている。 

: L. ■ — '.-i L ■■■■■• . 一 - ■ し .…-. -«‘--i^.«.T"TTmr»rnT~T^ : .wi. . .^>u-r—i-.-.-r*. 




辺境にひっそりと暮らしてお凶暴な性格で、、近づくとす外見がた t 


の葉は刃のようにするどぐするどい針で、突き刺して 

... . . — ___ • _ lL. _ ■ * - ' ■ 


鮮: 


議な力で混乱させる 




J ： ) ' ■- 





















































































































;'• •. . . ' ' '• j .... . .‘. . , • ••:ム • 1 V. • •»'* <1V V ' *. I >*■ . • .•；! I . 'll* 

ブヒス ノぐナ 


の 


はいか A , こう おも 


たまし t 


1 


スパナに残った配管工の思いが魂を持ち、生ま 


お 


て 


れた。怒ると、手にしたスパナでなぐりつけてくる 


〇 




たい せい 

參耐性 

%ほん 

▲ 基本ブランド 

_ 11 A 








二: m：^ —ル 


か.すいとう 


-V 

N 


♦落とすアイテム すっき_— 



セ 


わざ 


うか 


© 技の効果 



2 て論：..,, 





■ iV - _ - 


をあた 


え 4) 



• .• V'W 


:ハ:切 

， . c. u/J 

湖 





..-- 人 ■ 

：/:•ひ 

I ぐ .4 匕 I.jitti *：■».■ I ■ .■ * 

, 

.'巧，.:. 

.糧\ 

, 1 -> ■ . 


令 . W 

... 






Ma 4 ^ ▲ 

v * 


フヒレンチ 


だ' 


レンチが大のお気 { 



フヒノ、ンマ —- 

じまえ 

自前の ハンマーを つね ( 

1 " " ■ 11 1 ，■，'，一 —■ I r .■ rTBTTWjiy- V - V —■■ 

で ぱ 


フ^ ヒ V >/ w — 


み 


め 


y f 


•ん J よう 


見た目で恐ろしい印象を 

rwwrjmt v > iasluu .> xiu ■ム ■•一 • .れ■■丨 ■ ■■_!!■_■,. . ■— ■• Trrrr - rtWf -%, • • “- vm 、 ふ. u . w 1 , j ••.■、去. . . . 

も ある ir if じつ 

で、いつも持ち歩いている。たえている。出っ張ったものあたえてしまうが、実はさび 

*• •■ム ,M ■“ "― •** - -- --- - —.- v »— ぉ^^*^^^^‘ - v ル _ • 丄 丨.- * - - — ，•— *•■- v ^« vs--v ••• U - -•一 • — ~一 - - ---^--严 - - .. W V ^ — w -^ w . •一 . 一， - _... ,._. v …••，的 ••••〜„•‘，. ..•••占ルー… _ _一•し…__ へ” 八 ••• 

.た. とき ね ヒき てばな み なか i 

食べる時や寝る時も手放を見ると、たたかずにはいらしがりやで、、いつも仲間>_ 


さない。 


かぜ 




れな C 

■ ■!■■ ■ 載 llil. ■ ■■-*■ I I —■—T 基 y 

• X 


〇 


ぜ 




つしよにいたがる。 








十 




う.卜.ン 



ダブルサン 


• X 風 


ム — ノ 













でつのはぐ’るま 

バクダン 
©なぐりつけて ill に ダ 


•-> : 滅、■め! i k 

! . ，豆 .， flfjrnjh 

:イ、明 

Ji . めい 


- •ハ 


め； 



不明 






© 


•ぐ： ち 

1 .^ 

L 







> 




•rm - サ 

為™ 





、ゃ 

ン: 



t たい 

状態 4 


令. 不 P 月 



] りつけて ダ メ. 






















































































































ポンポコへんげ 

みち まよ もの 

道に迷った者をだまし、さら 

一 _ ■■肝■川,.”.,,■，ア― — , 一 —一■.… —■—■■ ■•■，.一^ — 

tiz . もり まよ あたま は さわ 

いるのが誇り。だが、森からに迷わせる。頭の葉に触ら 

.…..一. —— おこ たいあ 

れると、怒って体当たりをし 


もうポンポコ 

森のことならなんでも知って 


ばて'' 


1歩出ると何もわからない 


てくる 



ポンポコ めいじん 


さかな 


め 


魚とりに目覚めたポンポコ。 

■ —: ■••1 ■■■-‘ m * — 

て も さかな 

ただし、手に持っている魚 

えもの だいじ t h 

は、獲物ではなく大事な友 


〇 


だち 


〇 


- 




j 




| 

b 

F 

i 











■■• Y ， KA ， Sj | ， > ，: 11 v - 

W : ，，.へ■‘:卿 




ポンポコ 


.. 


や 


たて 


ぶそう 


ふよう 


もり ちか 


もの 


槍と盾で武装し、不用意に森に近づいた者を 


こうげき 

攻撃 


て 


り 


つ 



〇 


手に持った槍でするどく突 （ 、てくるの 


ちゅう い 

で、汪思 


奴.:-'‘:;.■:乂 y/.v 


〇 




:緣 






せ 


•蓋性 

き ほん 

基 


: v ぜ 

X 風 


連: 

.. 




サン 


.へ:.:：:.：： 

.. へ 等 

.. ■ 

' 

. •句.-4:卷 . ： 

: 


• •'•.•ぐ”••ゾへ二 " r-：-iWt 

.... •' •. • 


せいそくち 

生息地 





^ 落とすアイテム かっちりフラワ 


イ 

.，...ぜ^ _ : 

レ..:.:::..;‘： 

I , . 通 


,，二!‘, 


バ 


ク薦 


ノ 


わざ こうか 

© 技の効果 


:■ず 


^ f 

ソ 

.。感 .::i 


クリティカルが出やす I 、攻撃磨: 


雀.:.::‘.'.'':'：:]: 




.:づ 




け ■ 




；*■ ぃ銳 

......春:. … 

- ■ ■ ■ ■■ '•• V - • ■ - •:• - 二 • -•••- ンベ .; 

. • ... ' 1 ' " • 

•、•レ mv ::: - 




I 。 l 5 w 








P-Tf;L4. 

h- ftftrft.Lft 


'.i^.'.:• 




/ 9 j# 


や 


y 


メ 









か r.. 



■A 


め 



め 0 ぜ 



m 

X ■ 

• ▲■♦© 



た 

^ レ 


.Tr.y' 


メ： 



i*--:J 





:風 

X 


\ 




i 


u 


め nz.v-1 鬥 







だ 

あ 


▲ ■♦0 


:.: fi 



レ 

/ 

V 

〆 


ぜ^ s? 

^ ..M 

X 


ナ 
和ビ 


さ 

.を 

さ 

、や 

りば 

やす 

s 0 




1;:. 一 




a 






へ；‘：.：：1,譲.! 




m 




b い 





.Jv 













V.-'- 






. 























































































































































4 k 



す;. 


'v'J 




% 


I 



J 3 C , ノレマ * — ^ 


ソロル 


,r ；h 


て 


さかな た 


H かた 


手にした魚を食べ、味方 

. r .. ,...r Cl .11 J.. - . El .l-.i ..T... 

たたか すがた たたか 

が戦う姿をながめる。戦い 

-1 — T — J —" IW 1 ,- 一—. ■ , n - 

くわ はつ导う 

に加わるという発想はない 


た 


KVi 


つも食べるのにいそがし 


て 


ほね 


に 


fc-r 

ふ 


0 


手にした骨つき肉は武 


た 


ら U 


〇 


塁里が、時には食べたく 

なってしまう。 




，•麗 


• X 火 

扇^ タブルムー"ン 


fK 





ダブルム 


•• f 


wJEV 


めい’ 


め: • 





♦示 


めべ 


ふめい 



/* i )、 t . 




0 味方雄道のちからをアツ ©なく, つけてにダメ 


、ぐ 

ノ 


プする 



X 6 



ス 


ノレ 


からだ ゆ 


ひ 


あいて 


小さな身体に勇気を秘め、どんな相手にもかん 

' *■ ~ rnv. W v—r w -■ vw,...- た - 1 -,^.^.-.. •功 s . r し. ：»»«■.— • ■ • ふ ■ヤ■■，■•■，■■■■へ 

た む 


ぜんと立ち向かう。武器は手に持った木の 


ばう 



〇 


たい せい 

•耐性 


..きぼん 

基本プフンド ム ー ン 

■里 IA 





mm 


♦落とすァィテム らぃ奶夕片 

すっきりコー 


\ 


うか 


〇技の効果 たたきつけて敵 

• たえる 






き:.::.:'义 


m 



ぬ..私.々 


け.い-. 


1111：® 






ソレツラ 

つの ぼう b 

角つきのこん棒を持って I 

m 里I | — >s- I—ir .•.nnrm. i .>&>• v j■ _■ _■■ ■■•» ■ —, 8 i 墨 ■ i.-^.y— M ■ i. ,| .i 

ちか 4 こんしん いちげ 

る。为をためた渾身の 一 寒 


\ 


た 


を受けると、かなり痛 L 


〇 












■ぐ 



ノノ MjJ 

ゆ#のけっしよう 


〇 




自分のちか 4 





鬼管 * 


.1 • ■ ■ I - ■■ ■• ■ ■ . ■- - 
; •• • . ..■. ........ •. 

..... r .. I .-.: .-'■.••.'.■,.•■■.... 一 . 

•..私：...'..': 

. 

: ■ .. . . 

鏡 1 

. •- .■•:■••.. .. 

.. . - 

:- .• • " • •• - 


:.-■■■. , .ゾ 


.-•••1 •: -:v;:t- 


>A.— ....—1 v-v.-. ■•- V.. 

• ...V. . 

. . 

11. v , - ■ ，-1:(. .JII f ...— : •" . ■ 


"•■••.I. 1 A : —.V -. : 


齋お . 






^ 

•- .. 


ふ.：， . 


'.:•-V,■■•.>.J....'..- 


• • ■ • . 

a .. ■' V 





... 

:••• .:;^:\.3 


• J ) f 衆 


. 

r .. .. ..:. ^:'.',.*.---:::f.- 

，: - - 

•• 

パ. . 




. 潔 /: fra:.}::::. 

.... 


き.. 

ぐ -. , .•...•.■••■. そ ... . 

.. ...Ur 



..•■'VS:...-... 










J 1 - 4. 





•/■〇 


, r . v'v 




y{;i 






.-•- , 











: ■■ 

•i:si.css.v. v : : !-.-: 


•••• I '-. へ•ぐつ 乂 hv . • ...■ •,•...^..“.•'.■•..:. v ^5^^•••.•... • 


一^ 


-C へ . 







M-^rvr 























































































































::: n:.. 








•け: 








:跋 :$ 




。■: 






屯 


め] 






. へ.:. ■■ 


，う 1 . 


げぃ. 

_ 


人里離れた雪山に生息燃えさかる炎の中でも暮ら 


雪山の高地に生息する。 


難させるという。 




Vf 


る。杖から火の玉を飛ばし、相手を攻撃 


_耐性 

きばん 

▲ 基本ブランド 

■ 笙 MA 

♦ 落とすアイテム 




•- 
























































































































• . . • - • • • 

'薇雜.’纖麵鎮 

.. - . 萬':: 

■ ...... : 

:•您 W .: 滿择 . .. . 

海..：....- : . : 

.. 


雙繁 .' m : 乂 . 

は，.： •. . 

•-, ■ ■: .い包. ：■：• ■. ■■■ ： 

• • •• •: •* い：.， • ： . 1 ..こ •* If . - L 1 1 -1 * I * - 


:::::::謹 


、一 


さまざまな経験から、わずか多くの悪知恵を身につけ 


る粗暴な面がある。そのくながら悟りを開いた。短 I 


ている。ゆだんしていると、 


\ 




すぐにだまされてしまうの 

-Ty,v -v— "evvi * 1 V- ■ ■ w l.i. j i； I It jJ, - wj—• w^-v. Jl u » imi i ■— —■ Ai wu».' 


.一—^ 




基本的になまけ者。たまに気合を入れてがんば 

' " '■ ■ ■ h . ■ ° ■ - ■ ■ * ■ « ■ . - ■ ■ ■ ■ „ バー-■一 _ .■-4 ■ ■ ■ rw ■ ■■ ■ ■■!*« " I — ■ ■与， V * •■"一 —一™ !" ■ ■ I 111 ■ — —■ — — hi i ■ ■ ■■■ ■■ » I 























































































.. 


m 




■謂: 






公 










r. ••: f; 


兄 






あたま はのお 


と頭の炎がはげしく燃えあた素顔は、だれも見たこと 







さんす もの ひ あそ 

デカロック山に棲む、いたずら者。火をつけて遊 

■ _ ■ x.k_. . ■■■■ 里 h_ L_»fci n. ■■ —~t !-..»« •._.v---vwvi v.---. ».—■ ， ■ 严 ■ ■.. n ■ ■ •—»—.. . .. i h »l.i. い ■■- »■ ■" ■ .; ■ 〒 .• へ tv-—.1■ w,% . 

しゆうい 


す 


ぶのが好きなので、周囲は t 、つもめ C 、わくする 

n 1|1 a n ..nir.,. ^ aar ■ • 1 ， 1. _■•■ ■ ■ ■» ■ »J _,i ■■ i ■■ in ■ -h _■»!:.■ ■ T| H ■■■ 墨 ^ I ■ 垂 ^-. ■ _ : J ii ■.墨 —*Jh». ■ I ■ d ■ ■ ■■*.'»■■■. V f^VAl""^■T<" ' T-• T- 1 - - _ ~T—| ■ I*—I* *** * I 1 . 8 ! ■**i»*Ti -■ 1 ■ ! — 1 - - 1 _ 1 ■ ■■- 1 


o 





rf Wi - 1| 一 ！ ■_■ *i ■ ■ >|i— • 


たい せい 

•耐性 

きほん 

▲ 基本ブランド 

■1MA 


fJ;7J 



X 


■". "‘ 卜 . 

人 M 

フ 




シク山 


♦ 落とすアイテム ほのおの.フリズム 


•■ • 


お 




ク ダ 




わざ こうか 


U げ 


舰: 1 


©技の効果 敵! 



炎のダメ 


ン 









































































































.. ..へ. ,〜〜 : 




V .:. ..... ..ハ. へ.'. 


. 




asasa 

■rm 二， 


s _ 


:: r 


じつ. いがい ず じ 

実は意外ときれい好き。自 

_«■.-'•> I — 1 ■ • _ 9 i-JL• _ 1 • ! j I^ . .■-II j .n 1--. - « ir - ■ vifrt ».r - f— 1•••■ 一： - up- ■■ ■ n 1,— r—i—• — »-i 一 V— ■ 

まん がた かぎ 

慢のひげはカミソリ型の鏈 

■■ ，考“. ^ *A • ■VaOTTV^*! ■■■"• -，.. T-Traf*' 1 . , J~ - Vi < T>n'— ' BT 1 VfS 11 l^'ni H' ■ UU 1 I d*! I J ， -l 1 1 "• 1 *rT,~ l ■，■二■丨 . I »- °，*T - ■■■，_"； 

■ ktP ) 

で'整えている。 


rvr a". I ^ ■ rr. ■'■ n - s.*.- 1 — r- ■ i* ■ 





かザ 

風 


♦.ず: 



かぎ 


あらゆる鏈についてのさま 


ちしき 


ざまな知識を持っている, 

—J—j — ■ ^■.■■ 国 ■■■_■.■.»■! —fc ■■■■■ 一 - _■■ _■ ■—. .-V.Vp..'". ^ . V—."i . i . V. ^ . i. - . - . W. . . ."W Tli "•! I I »T r. T 11 T—* —I I « ^ 

かぎ あつ 

すべての鏈を集めるの力 


た.ぃせっ 

たくさんの夭切なものをかく 

かぎ 

しては鍵をかける。だが 








かぎ 


ぐ 


ゆめ 


夢ら 

I «. — W" > I' II T V— - U •— 


どの鍵で開ければよいか 


おぼ 

覚えていない。 


- -~~~ t *~ ■- ■ユ 


參〇 


かぜ 



X 水 


參 


■: J K 



7 V 


X 


み - f 

I ; 

■■" rl -l. 






- ザ 

ふ.梅い 

不明 

孝, 

: r ) t _ 


ン 


議 


: ®:_1 体のちからをさげる 


•チ. 






■: L&l 




ム ー ン 




































































































































古茯ょり Xi は^安繭をさせっづけてきた。その年 

尧かい せいめい も .しゅぞく 

でまれに機械が生命を持つことがある。キカイの種族はある 

ぃみ ひと ちから う だ 

意味では人の力が生み出したともいえるだろ\キヤラメルの 

こけいふつ この 

ような固形物を好むということだ。 




¢1 A うで t :も て 

4本腕の守う手 


さ/し ち《うふ 1 ; 


しれん どうくつ おく 


操がある 


デカロック山の中腹にある試練の洞窟の奥には 

せきぞう 

いたってふつうの石像なのだ 

よ よ うごのろ ぞう 

が、これが夜な夜な動く呪いの像だという 

う:わさ じっさい （らゃみ なか 

噂がある。実際に、しばしば暗闇の中で 

ひ如 め ほん ラで しゅぎょう 

光るふたつの B とうごめく 4本の腕が修行 

U '7 まほうつか もくげき 

中の魔法使 L 、によって目撃されている。 


\ 


石でできた 
































































シュタイン 

績を高速 [ i 絵させて im 

■I ，■■■■**_ ■■ ■ " TtJ I * ■ ■ I U I I !-■ I Ed & . ■ ■一 I L^.fcaa 廛 lail—llii I ^ m ■ ■ •« ■ m I mmm IrH-a-a ■«««!■■ •—« _ ««" ■ «m mm _ p ■ _ ■■ ■ h ■ ， ■ ■ ■■ ■ h ■ ■ _ ■ _ ■■-■■■■■■■■ __■■_■<• ■ h ■ | ^ | ^ ^ ■ 

を生み出す。回転が はげし 

いと、.がてしまうことも 

■ ■■_■> ■■■ ， .■■■■■ ， ■•• 一 . — pa” |aaf 賴 - t. ■ I - • | ■ l-i. A !■ ^ iV >._■-! I |.q ■ b. .. 

ある。 



アル 


ふだんはじっとしているが 

~ J l ~* lk _-J,— .l■_ 屢 ut< •• 一 •■ ， ■ 一 ，^ ■雪 a.. 

たたか くち 

いざ戦いとなれば口から 

■■■■■■ — I — — imXiM l J| ii9iiPiiiisin'i»iiaii«iiJii M. JIi._i.,_,_ lg ._. r _. ( ^_ i| _ 

ねつ ほのお は てき 

熱の炎を吐き、敵をなぎ 

— - - - -- [r-ni- .ti.f.i-.ii .1. .. .. . ■ ， _ ■■し i、ik 

はら 


1 



払う 


0 




• ， . た ':-：/ 

.塞が 

ぬ.， •••, : ， . ，こ ?，. 


r.:r. 

^* iV ■'' '•- 




.. .:纖 

辟访__ 


••■• _ •• •• 

トニ\ •パ . I . •:• ■• 

• • ，1 ’ ； • I 飞 ' 

• _■• .. . 

: 

こ:..:..1./ 

我.::？.. , ‘._ . 

:； 

. ::. .. 

〒弊'ミ，:心:;-:饮 

:ぐつ-:ぃ- 

: 

め々. a :;. 

... v :•_•■• •■. •:‘ 

丨 I .--•.AjV- レン . 


•. ふ.切 


フエフレマ 

こうきしん おうせい い せき 

好奇心が旺盛。遺跡をぉ 

•• •- •• — • ■ I I 雪濃 'Ulr( •'■.息 IUJ MUU • ■•• 一 .， v 

とずれた人を見つけては、 

.■■ 楠 ■ 丽 , .r-ri r-■ k.• f. . v. •_■■ ■■ i. •■ 一 .■■■ 墨 ■■■■■ ， ■■■ 一 1 .■■■■ 一 ■■■■■ 一 _■» ■ 产 於 . , .^. ■ 

ちよっかいを出してくる。 


..." ，こ 〆 ._ • • 

W 熟雖:):こ: 

.• .. ••'•• 幻 ::^:... 

.<•• J i ”:. v .’ 

■•- ■ 

. ノ ... 

-.VVi V；,.：.. 

- . _ 

- ■■' '*' ■_ . 

-......V .. 

. •マ Dfe • : •:’ 

.*•1 ii- I r * *' I •;.ij.i'. • u-: • | • _ •, t 

您 Si •域逾貶' 


春 


JA 







■ナ 


せ$ 



. 

.. . : 

■ . 



ひり_う0かぜき 
111 


^ •: J ： K- 


^ \ 


ネ、一 



_ - ' - - 

… ... -'.-V - . ■ 

• ■ : •: .： 

:. ，■_•• • :••■•■ ぐ.-.，‘.へじ 

■ '谋:、せき m 

■ ■ •• • .. ■ ■ ，.- 

■ *• .M-j. •..'••■ - .. •• . . ' •• 

• jJI •••つ. ••._.! .•- . 1 . •• •(! 

:. - 

....''は.: 

_ _ ■ • : . ハ \ V ;，: 料:，移::レ 

潑施 '^ m.. 以 * 、 .■ り . し 1 .パ 



:む u-. .,1 

:麵:捕 


r # 



::攻撃を 









'物 V 


み.破•:， 


: •• •. •. .. •.... 

法 . ぃ A 二：:《.ぃ 


'( ，い . • ■Hafn.*.". ，•ノ 


: 5:,本 •（ . :：\ 〇:. :'- 

:域:ポハ. 


... ノ : に .;: ％ •:. て .. . 

. V.. „■■■：-. ■:. ^ 

.に M メ 

了 

1 

機 V 勝 


■ • rr I i 

.… . 


し 




せきころ ふるせきばんい料^.ど 


遺跡に転がる古い石板に命が宿った。とても力 

,fM ■ r^j f I fc-ww j i _■¥ i*i*" ■ -*—* 1 1 J ^*1* —— ■ — ——t-~—• —-**v»—f t- i — --1 — — ■ .h .1. 


.がん‘:じょう 


ちから 


たくて頑丈なので、ちょっとやそっとの力ではこわ 

. 1- — ......... i- a rir.--4-%iUf >'■■ ii ^ie«i oji'.u |u an 4 a^. .i_i ill „ 

れ I い。 


-rr-r-— 


せ L 


審 Im 生 

きほん 

▲基本ブランド 

せいそくち 

■生息地 


n. 



物理 



リゾ 


> ^ 


..rn 

P ：4 


♦落とすアイテム かづちりフラ r 7: 


わざ こうか 

© 技の効果 


みかた 



A 


_方ひとり0ま!)りをアップする 




:= 么 - 


ご . 

を 


き 


崖 





,x>tu 

，達 . 

0 

O 


一 Lii*- 

レ \ 

メ i 

•k » . 

ナ 




K. 


ラ4 

m .M 










J :. J, : ; 二 

- IX 

'% r s 


/. 






▲ _♦© 


ぐ 


\ 





ノ 


,..A 



，理 

0 

〇 


ン 


ム 


tffi 

%. f 4 -tv 3 



,r ^V^SJ. .u 21. 
里 " ^tr/ 

め： n, め H 



■% . 一 、. F 父 

づネ f 着 



•,. 


▲ ■♦® 

































































































^ 一 i — WWWW " - 11 

: 土 '.…，……. j K ‘ 一と 二 

•w •& « l * m # 



^ 圓 

■ •ノ 愚觀 ■■ ■ ，，へ一.… .. 

TS S 6 u _ Wi 饰 



ほのおノ、ク ') レン 


力、みな 


ノ、 




ノ、 夕/レン 


さいしん 


かってき 


1 


かっ 


あつ 


最新メカを勝手気ままに動あらゆるメカを勝手に動か熱くなっているメカがあると、 


かしてしまう困り者。炎を生 

たいりょう でんき 

してしまう。大量の電気を 

こわれてしまわないように 

み出す力を持っている。 

う だ ちか 

生み出すので、近づいて 

雪玉を使ってそっと止めて 


はいけない。 

しまう。 


.歲課 


....'4 

據 

娜轉 



け.. 

L ^ 



リ•:ぐ 



つ I ノ、クノレン 


はぐ U かたち ちか す 

歯車のような形をしており、近くにあるメカを好き 

かって うご あいて せんい 

勝手に動かしてしまう。相手から戦意をうばうこ 


とができる 


Q 


たい せい 


_耐性 
▲ 基本ブランド 

■ 笙 M A 

♦ 落とすアイテム 


特になし 


ダブ；レザ: 

f V 

I * ■■、ね 

,1 

ノ 1 v r::t 


レ.力貪藤■: 


てつ. cm ぐ編 


亡 


ぐ 


ダ 


か‘ 


© 技の効果 


.%. 




: ん！ 


•ゞ 


h €^% 




p- .；：；{■ 

イ! ::獅 

ill ； - ： --.111.711 -yij-. 



1 


! 





/ 

i _■ f . • -r'*i 



j u 1 11- 

? ， ■•/..A. 



ia ■,■» 1 * ••■■■*-• ■ »-1» 

: ■. ■：■：：■ ' ■：■ 


t rta 



I ...... 

- •■■■.' v 1 ' ■■* 


m 



喊 ⑽ i 




..シ 








€ 

:vi .v- ■ノ — V 



る 





f 


い月：愈^ 4 J . 

购 p .. め せ/：.：.. 


2 



廿： i 


;-.、乂 £ 

2 て奢 

- .JJVI 




參▲■令® 




\ 




一^ 




r/^u. 

/Jr 


■-.1 • 

l .'. T , 


? .fftJFrr 

め p . 


riT 
■ t=^-v 


る 

え 





v \. -' 乂飪 


•▲ ■♦® 




■r • 


ま 


T 

W2I 

チ 



今 ^ J 



ぐ， 


•+45 



o 


\ 十 

一 Vi 

u fun 

s : ク 


> - 



簾 


く . sl.r/-' 

翁： 


▲ ® 



















































































































.•_ .‘ ■ _ r.. ■.. ••• ..V . _ 

■: : -- . :- ... : . 


襲:::::'. 

:: : _賴纖 

. P 酸:：0 

. 

晦 S : 

謹. r :. 

___ 
銳•へ被:.戚私•於 • • 

觀 . 

wmmn - 
. へ:.::..:-:’： 



泣狐 






じ:::、：：：.: • 

•a if-- - • n •. I . •. 1 . ■ . ■ ■ 1 

.. 

■ ご .:.::: シ， a— 









施.:.〉-: 


嫌:;レ 


■ 



截 

■ 速 :. 


% 



<び 




■:纖‘ 


■•小、 




げぃ 

.•••• r .. ........ ..V 乂:.•： 

キカイ 




グロ 


はぐるま 


だ 


首にかけた歯車は大のお 


い 


気に入り。どんなことをするに 

，一 内 -"' — .... ,, 曾 ，— .. 


つか 


も、それを使う。 




かぜ' 





■-- 


: V •:.:し|.ぢ: 

1 くづ V I .-•' 5 ； v*V /l.’.Vt 1 ;/,:. 「 • ふ : • 


' . . . 

ぐ次 •. 

■ • ' .•••• ： ... 

•:" .： : . . . . ： ■ 1 . . . . 

. 

. ..1 力 w... 巧 ;: 

... 

• •, -r. .V ノ • ，ハ , ： I . 


■ -〆 u 


. . V ...v |• ， • い •.. い . 1 ,卜 .. ••• • . •••■ :• -4 

> ■ v : - - - : ••- •• •.•: : •v ： v*^-r« t ^.v ： v c v.> ..-V ：； •: ::::: 撕 : m. ■. 

. ■ • 卜 . ， : ズズ : へ :^; ぃ：々 ‘.:• 名 : 狖ごふ分 .:.:. “• ... . 

i - •，ぐ. ; V . ... . . •■•-■ ••..••こ.. 


■.■•..ぬ; 


I 



ノ、グ9ツジュ 

あ U ■ ぼんづめ. \1 

頭にはえている1本角が自 

• “ ■一 一雪 —”-* ■_ I- r—■■nr«i I.-.-.— .-rtm- . iwi.-i.-.i •_■■■ — 

慢。からかうのが点きで、、鐘 

■•■■ ■■'■■■■■■ •■* ■■■ ^ j ■ > ■ 1 ■ ■ L " ■ ij» 菅 _■■■■■ | ■■■« r-.i ■習 /.TWJ.V. .uivavLiiwvjb^j—i. ■f.iai 丨み — 一 ■— ■ 

もの みず 

りがかりの者に永をかけた 

:••.二. ■ . “ _ • •• ■ 

■■ ― - — ■ - “― ■ pm - P- ■ m w.1“F.t 』 r».• -.-lv_ iu,.uj._iiI.. 1., ... .Ji, ■ .1 “ _i: 一 • ■ も ， a — 

•. . —. . • - " . • . i - i i T •*i.*i " . * ； 

l *. - ,• , •• - ■ - 1 ■ '■ .*• " * V ...... . I .•• i , i ... : J •- - . •: 

■りする。 彳::ナッ.ざ 


マ ャ ， 一 


• Q：i 


砧 I 




K . 



ふ:^: ノ 

不明. 

ふめい 

不_ 


zt み"' 

戀___ 

■。.ヴ 

足〇 



ノ、グリオン 


おお 


は Mi 


X 


，か 


大きな歯車を器用に使っ 

J ."-« ..1 - _ ■一 •■■一 _«■，_，■ _■ « — r ~ i - | ria -:;. ii . 1 1 .j ___ t _ i _ 丨 _'>^'沪 一一.！ - 

こ^:げき とくい うご 

た攻撃が得意。その動き 

*■ vrwgiVjri-.^T. .r»n■■'•wua^w ■- — • ふ —, ... 

は予測不能で、敵をほんろ 


うする 




〇 


.■かせ二 






_ 

I 

をあな: © 自分ぎをア^プする 





•! 




■: 3 ：：. 


き い U ぐる！ み あたま しゅう 

気に入った歯車を見つけると頭からかぶる習 


せ L 


なか 


.は m おお 


そん： 


性がある。仲間うちで、は、歯車が大きいほど尊 


けい 

敬さ才1るらし t 


〇 


I* r. imv^uuuuj SJ 




たい せい 

•耐性 
▲基本ブランド 

せいそぐち 


■ザ 



風 



i - 1 .■■. n 


生息地 


レ.:力大_ 




ジ 


せ6 




1 

■ V . 


ソ 

ふ/ 0.;.、 

'レ 


メ 

ダ 

//I. 二 
4; 


Ai/ 


./ / a . 





vt > 



ター /.〆 

z :: 9 





た. 



V 






▲ © 







1 .••; 




. 
































































































































•o 





審 




.物 




%夕 


▲ 



V〆 


uj ^^. ー ト ’ r ，レナッ 


為 


V 由 . .i 


せさ 


1 •■•人 




ナナシ城 





> 


_>_〇 




■デイパイブ 





/ i ■せき 


バクダン 





メ ..イノレ 


• 在 ，: 


:..t __ 

© 


め 


V | ， 5— — | ■' 
3* 'ft 1 *" 1 



A 



©体 _たりで傲にダメ 



をあたえる 


'm 


セ''ンタつ{ン 


.:.. ぜんしん きんぞく 

がかたい金属でで、きている。ガチャガチャ 




私ド 


おと な 


ある 


ちか 


と音を鳴らしながら歩くので、近づいてくるとすく 

.■.-•■ I ^|1>> II •» .•••"，•マ.，■ぃ..い.,. " ，■ ■—■-■ブ.—.-^■■■•■■一 •.■，.■.十一—-.. ■■_ — •■ j - ■1 VW u I v a - —j -,•■»• t - w « —— .■-へ." 




にわかる。 


—--Li 


たい せい 


• 户 " 


•耐性 


〇風 


I i; 

セ メ h ■ 





きほん 

基本ブランド 



せいそくち 

生息地 





とすアイテム ドリル;| 


' 、ぐ 


ぐ 


了、.. 



わざ 


うか 


みかた か 


き 


©技の効果 



代わりに攻撃を受!’财 




■ 

.. . マ ：....〉. 

••• ゞ..: : : : : :' キン : 
二.- 


麵二なる 


: 


''-•X :： •••• /. 

.瞻 

, v :: : : -^： t ："：'：；：-： 


....十../..ぶ.':..： . 





4 ¥ 




ターン 


スチ 41 ^ムン 


不ノレキン 


そうぞ 


おと 


た 


X -} 


ちから 


h ラり』く 


いつも騒々しい音を立てて蒸気の力をいかした強力 


たいない きょう I )よく でんき 

体内に強力な電気をたく 


いる。うるさいので、どんな 

■ ■■id»_..i_» _VW 九' •»_ ■■..一 U .VW. ••(■.人 ^JirJVmWVWSf^J^J *. r '. T .'. LI ■ 11 ■»- -9V ■ ■ 1 1 ■ — ■! . 1 ： 1 — 一 * ■ ■ ■ 1 — •« J « !—"-S- — — mmJm-- 

なパワーを _ つ。その突進 

わえている。ショックをあたえ 

vj^mrri- ^ -vi , i - -^-.V i iTt^-v*-i . 一， : 一 -~~ — — ' r^r v 一, 严- ■ a マ ' .vi• 

動物も寄りつこうとしない。 

はだれにも止められない。 

-. : ■••.•..•卜 •. .V:” * 人：. .... 

ると、たまったエネルギーを 


■•■iw - ■-—-w —■■-fv ■■■ — ■-■'■■,-v —— — 1 — — - ■* — ■■-■ 

ほラしゅっ 

放出する。 


かぜぶ.-つ: 


かぜ ぶつ h 


かぜぶつり 




■ 、 : 着 . 








戀•糧 

賴知：.” 


乃 ：....， * 


• ぶ ' 


'• i i：- 


‘ ” ぺ Vl : 



ft 

& 


• 姚.， 


:么: 


m 


、パ}:， 


A 

卜::. 


I 

. 味 :,;:. ず :-..: 

ぐ 


：- iV ■ 

■V •• 吧 1 し • I. fB\- T * I ,, 

■き ft .. 

.. ，ノ 




± 


A b 

の 


1 碰 

if 

M 

ノ ，..パ..:.;..... 

. • 

物 


. _ ，巧 


... . 

::. こ . 







I , 





.• -- ...... 


.• •••!•.; -. v. v 


ジ 


T 


二 t 



メ' 

夕 

Q 

1雷 

物 . ：._ 

風 ti 明墨 

ふて^ 

•▲■♦® 




た 

あ 

を 


■,* 


\ 






















































































































ポンポンメカ 2 ポンポンメカ X ポシポンメカ Z 

自分で自 分を改 遙して 強く崖力夺電」撃を 内に 秘めて 機械 の身体に M 敢な芯を 

づよ で八き ちからづよ こうげき う ひ たたか 

なった。強い電気で力強くいて、攻撃を受けるとその秘めている。戦いになると、 


■ 


ぐ;：鐘 

• : 

A ： V ■レ: 


■■■_’— へ'：:： 


\ 


静まったあとに、ガシャガシャと音を立てて歩く 
















































































































リビンク''クロロ 


アンテイ ー クロ ロ 


から.だ 


な 


でん 


身体をふるわせて鳴らすなかなか見つからない伝 


おと ねむ お なか 

その音は、眠りに落ちた仲 

1 一 • ，■ ン 11. — Va * I | i 1 " ■ p _ ^ * ,a ■声*，*•、_峽" nr ~~ .“ ai ■彳一 _丨■丨 “ ■一 ■_; ■ 丄 _ -t 占‘_ぬ一■-■■- ■' /ぶ„. * -- f ■ ■ ■ ■ i^v"i ^tp 竇, " ■r_i 1 vrr^ K - ■ ■ 

間を目覚めさせる効果が 


せつ そんざい み め ふる 

説の存在。見た目は古し 






が、りっぱに動く 


〇 


ゴッドクロ ロ 

签甚の Ml がまぶしい。さ 

— ... . uii-.w.~. i m — ■ _ ，， v>■ b■ ■•■ii ■ k ， __iv, , ,-t i •:? 曹， ■■■ M■_■T-■ _ •.*,— ifrft '， irbri mm 11 k iiti'Ai ■ , ■ ! n-n—r 

びず、/ヒまらず、永遠に時 

一 .—■ 一 w. I ■ ■ 塞 ! ， -_i—ShaV"wim“-rvnvri .••drvri •7V||a~wi i 

を勤むという。 










v .. ; : •盗結》: 


“I •人 






クロ ロ 


むかし す とけいたましいやど 

は るか昔、こわ れて捨てられた時計に魂が宿っ 
た。時を戻せば、また動くようになるかもしれ 



f こい 

•耐 




せいそくち 

■ 生息地 





お 


. 卜 '> :■ 



落とすアイテム 

矛> ざ こうか ..'か 



© 技の効果 















































































































キカイ系 




'm 


■ 


夕 




あいて t ようはつ じつ 

つも相手を挑発ばかり U ： いるが、実はさびし 


含 


ひ 


がりやで、気を弓にうとして t 、るだけらし L 






〇 


.麵 


f こい 

•耐 


せい 

性 


如抑 1 



X 


■■ノ # 

そ1 


きほん 

▲ 基本ブランド 





せいを< 


お 
■ jl 8 ：!- 


ち 

地 


ふへ、 

心如、 


ル 



\ 、也. 


r . 






落とすアイテム ひ■りゆうの•かせき 


わざ 


か 


© 技の効果 


/ぐマスク 

みかた か 

方0代老为.( 




1 ■■.か 




:を受 



ふ、 


A 广 




：；(■：： ： 

. 

4 1 



.■ , ' -: ■ . ' 

• . • • ■ . ' 

■ . ■ 


• • I ■■ '"i 

••• 勢 : 告 •■••■. ド _•( 

S': 

- - 


•:■■■ ベ ■ 

* I -■ I »■ * v - - ■ 

> 1 * 1 > ■ 

ベ 

'■^1 ^ ' 


_ 

VWV--: 





'. 11 


4 -F 上 


. ノ， 

::靖 

V V：l 


シ^ンシシ^ヤ 


フカシシーヤ 


フノレシ^ ャ 


ぼ ^ 




うげき 


ふせ きんぞ 


どんな攻撃でも防ぐ金属 

■ -B—-—!■■■ r- — V— -— ， n■ ■■ w-i mi rtvi-vr. m r ■•..mv-vwvwMvai.j. 知 — 一 》•• — •■■■■.*_■ . 丨 ■ hi-,. — _■■ .■ • '■ ■ 

からだ じまん みず 

の身体が自慢。水につ 

- -■ — - TT - . T - --■ ..5" ■ L ■ "V ■ I : ■■• I .. T . VayU ^ > ^ v - ■ : ■ ■ .. ^ ■ . ■ ■ u - - ■ ■ 1 星 

かった時は、さびないように 


つもパイプをふかして L 


さんど 




わる 


度の飯よりも悪いこと力 


ぐ 


!tW 


す 





る。ひまになると、煙で 

a 一 • ^ — *■« I ^« “ I 一 . • • *■■«• I ■ ■ | i ， , | 1 ■ "• 1 _ jj ■ ■- ■HAJT c t art^v 11 n' ， "r-—VTW ntt-uixatv^ ■■ 巾 ， ■ "j ‘ ■■■ ■, 

つく あそ 

かを作って遊びはじめる 


て） 


好き。みんなが困っている 

1 , I •— •r*rri , -.. , viVuv T ..-»*»-.-4.--" •, - . . —r- 1 ,—^-,t-v. ■■.—«■ v warM .... ■•—•4 ."一 >• 




すがた A 


たの 




姿を見ては楽しんでいる 


0 


気をつけている 


〇 




賴 

m 


みす 



參〇 


-V 




ザ 




m 







I 


i j- 

ft *1^ 



「ベ ‘ H 6.%二 


スタ— 

ふめ:•い 


• 〇火 


スタ 



，、ぜ 


風 



，ツヨナンダ涧:！ 







■ T - Jf ■' 







K : •のひげ： 
さてつの口ープ 



a 


a 



■〇 


j.,}T 


©敵 全体に雷のダ 
_をあたえる 


ぐ 


中 


〆 ■ 


©敵 全体のすばや:さを 


さ 


:切イ i :' バイフ. 


ギガクラッシュ 


f v - 


古 



© 体当たりで敵にダメ 

.響: : を統 



































































































































...... .薦變 

JL 

ン. 響:..:...'.:::::::.:^*： : : : y x /：；： ;;： - : r:; ： * 

... . : . . .... ■ ■ . ..... 

へ - .. ..パ：.' ふ...-::. . ::. . ...' . : ■ .. . .:.. 

••犧■論編 _ j _ 卿^ 






.；■■•■■-• V , ••!'.■ ■■■ 

.. 

: ': つ:.がみ::.''.:. 


.琢.が..趨:， _.. a . r : 於:..: . 

， . パ . ： .. 

• 評# 8 ^ 


.:. か.':.:.. 

〜ふ,..-.: ..... .だ: , ..:'‘ 


::紙 


しぜん 


し ぜん なか 1 

_然の中から生まれた 



みどり くさ in ( き とき かじつ しぜん ち ' H へんか 

緑の草、美しい木、時には果実など、自然の力が変化して 

う けいとう もり なか しぜ4 ゆた ばしょ 

生まれたのが、この系統だ。森の中など自然が豊かな場所 

おお しゆ つばつ かじつ この た 

に多く出没する。ベリーなど、みずみずい、果実を好んで、食 


ベるという 


〇 







デカロックのヌシ 

デヵロック K の(こ、 K よりも关きなふ 
の巨人が棲むという。だが、実際にこの巨 


じんめ もの 

人を目にすることができた者はほとんどいな 


さん かざん 

い。そもそもデカロック山はたくさんの火山 


せいまもの ちようじ上ラ 

性魔物にはばまれ、頂上にたどりつくことす 


t うぜん ■ 

らむずか U 、ので当然かもしれないが。 




































































把へ 




■鼠 








夜になると風にのって移動する。その樹液は 


f. 




オトホケソウ オンミツソウ ノ、クガクソク 

まわりに近づくものをムチのうす暗い森の奥深くを飛傷を癒して回っている。たく 


やがてとぼけた顔で去って毒のある葉で確実にしとを持っているらしし 

■ ' 111 ，! ■; ■- ，•■■パ…. 一一•一一^- --- ~- r — - —- ---- - i 1 —- - , ... vs •や“ 一十 - - ，一. -- . ■■■, .■ —— t - , r . .. •■一.在■.一 V 一- — . 一— _ _ ”■■•■■■ , . . ., ■ ■—= , 














































































































I ぜん 

自 


めい 


ひとこころ う からだ み 

する人の心から生まれた。身体は見 

uuil,limiLi-i---.-liJ'r- ••-■111— — — i- — — m'h •— i, . ... . . r----,--, 






■一 .Jg. A. ■■ ぶ “- ...1 


おお 


せいかく 


あげるほど大きいが、性格はとてもおだや办 


〇 



♦ 落とすアイテム 
0技の効果 





方ンタ 1 ー レ 



レ 


デレ 


さ はな にお あか は う ゆ5ひ 

咲いている花からはよい匂赤い葉がとても美しぐ夕日 


あか は 


ラつく 


ゆうひ 


せいかく 

いがする。おだやかな性格 

a iiV r. a ^ i i i 1 1 ■ 

すがた み 


あ t D いか おそ 

荒らされた森の怒りが恐ろ 

~%ih 


て すが卜 ちから ぶんめいてき 

に照らされたその姿は、 Lt - 、力をあたえた。文明的 

_ — _ —■ ■—— ini>'i ivr|| i_i i__ ■" _ 8 i™__ , ■■■-■■■■■ —'■"<■■''■ ■ ■ ■ ■ ■ ....... .. ... t. i.- ■_ ■■ —■ "** . ■ ' 

おこ すがた み もの み もの やす きも てき 

で'、怒った姿を見た者はい見る者を安らかな気持ちになものすべてを敵とみなす 



ないという 


0 






させる。 



• 〇風 X 火 

ダフ7レム^ン 

...” め;:. . 










































































































:系 


.一 


:. ; r ,-: y ^ 


蒼 


1 


1 







•、： 


_ 


;|.臂 







sc 





J 







■' f:.'p 

^1 




.-■« ■¥1 








藝 








一 


..... 




s 


課‘ r 

■ luvv. 




篇 き 


: r. 



•is 


Li 


£ 





J 考' 




.:: h 

V.' •” •.ベ.-.' . K. -l-t - 

i-•.: , lv.v.&v v "-.v. 








一 



ぶ 







-4 


V-; 






;: が 











rv 


| 

! '._ : l:: l: 




€ 


W.W 3 


r . 4 --. 


. 

1 V ■ 


2 









.p^ 



■舞ノ 















■r.)：.. 


f 










I 






tJ :,. j - r.f .l '-;I 


1 


. :—— yty'r / 

:-. ■...3 … ： 

• mv.r.J'-Ivv: _p/l 


ll--lwr.--.. 


. 


.....r:'■ 




■i 


- - 


11 



w, 

今 


I" 


0 





^HIPILrlt 







谷 

c ts / 











7:-;r 






鱗」 


0 


•'■..V. 


だ、” : 

111 





-■Av^"l “ -1 . ■vn , -. 






rvr 





へ.. ■.: 








.-.lHV 





















































































' 


/八热終濟激 


一一^:—^ .:へ：;： マ.::' ヒ查遍 ^ 


ノ :. 


爾. 


H “ぞ: 

V.| r*i"t M i. .• ■ ■ .1.11 .-t|i ‘•••■ 

r .: ベ. m .':' 


母驟•ち， .: i ;' 

妒 ■■: WV\ . 

:藍' ： 


ポ_' 

,1- 

« 

夕. 


: V：--：v ; ： v ; -VS 

s hmubJ 

■ • ■ ' ■ _ 

•d : 

■ • • ■ •- 

. ，:ポ . : V ':.., v ;. 

■ _ 

V •: VA , こ ••: 

■ • ■ I > Mill 1 ■It 1 •! 1 I > 

.. ベ .:: r: 

. 


■. 

m' i 

.葡 




',；:•• 

f 

[ k '_ 

,Vv ； ；■" 

; • 















































































- 




はな も せいかく 

きれいな花びらを持ち、性格はとてもやさしい 

~ — ， II ハ -■ sv I ■-"■TiH'i.'Jv. n— 

けつてん 


o 


よわ 


なかま 


打たれ弱いと t 、う欠点があるものの、仲間には 


救 L 、の手を差し伸べる。 


たい せい 

參耐性 

きほん 

▲ 基本ブラント 


X 灸 


ぐ 


ri .ダ- 


せ いぞく ち 

生息地 


r V. 




:.れ:_:.:ぃ 


お 


♦ 落とすアイテム：: ふ 她. 






わざ 


うか 


'ぃ.ヤ.， 


© 技の効果 方び鞭 f 


If ...:: け 

m t : w ' 


ィ 

■、::: マ. 

1 

: mk ぐ 

.女 

*： : ••- •• • . 

.編.：:..： 太 

'譯 _! 

で:に..:;、ふ::：愁 y 

s 



け七 


しぜん系 


ノレ^一-ナ 


ステ/レラ 


しゅうい いろ きゅう L . ゆう+ そだ 

周囲の色を吸収して育つ 

r ~" »»»!•»—« 11 — —r- • — • — Ti l - i . -ir-n-i rr i -‘ - i . i. 

はな も はな いや 

花を持つ。花びらには癒し 

.isWjpivi I•.• ， '. 一 -J . ••■. よ ■» ^—U .4....^.^. -4. ■- ” ••... た -...-.V MJU - __ U — — 一 - 一 ^ I 一 

ちから 


みず 


ぞだ 




t 調 


漏 



• v '：3 


•:..ベ ••>! 


' f ノレ" 


きれいな水で、しか育たな 


すがた 


み もの げん 


い。その姿は、見る者を幻 



の力があるという 


そう せか t 


〇 


想、の世界にいざなう 


あつ ち いき はな う 

暑い地域の花から生まれる 

■•'■■■ • •- • — — — -■ —-■■ ■ •■■ , , , ■■丨 11 | I. >|~ \ I I _... . 

あか はな ひ 

という。赤い花びらは、秘 

! Up—x—— — —T-— ■"- e- -I .TTT" ，- .. • ■ «v., ^ JV. U.U. . J __ I, ■» ii 

じようねつ あか L 


められた情熱の 








' 輕 

.■ 3 ^ 13 ^- ，- 
.J. 


;> ■ f i 

"匕 ^ 




,Q 
.6/ 

■ 

二 “ I*!■，• 

:■■.■.rL 
一八 £: 


f . tvxv,J^ 
I, xl^7IJ 

h 3 *tf-. 

•■ 1 / ^rlrlf 

味％、 


. 雀 t> 

- l . l.j 114^ 

し . ペ ： f 

. tt ' r ::、 

.4 K . 

- V - V 
■- - 


1 


••r-n—JI*u.lL 

Li/' 

Adr.pjy- 


•▲■♦® 


/ 

i JM. 

/ 

を 

さ 

フ 


/ 

.3.. :：^ 

■7 rl '7 


. / 


■/to. 







'I ; 失 J み 

4 . ff .一 \ .-—n^ - 

.暫ハ ^ j 

ス.：.レ - 4::力 

▲ _♦ 


3 


J 


a 

/ 



„."'w 




© 


.0 








.•.V'.. 





























































































































グルングノレ 


グノレボックノレ 



マ 




ン 


くさき み もり おくふか しず く 

まわりの草木にまぎれて身森の奥深くで静かに暮らし 

•- . 一 —_ - - - - ... ■■■ ■■ T-- 


— f A ■ f—— - 


をひそめるが、むらさき色のている。来の上で日光浴を 


はっけん 


身体のせいですぐに発見 


すがた 


くげき 


みずべ ち.か あらわ 

水辺の近くによく現れて、 

• •■屬 ■ i ei .'■ ■ ■ ，！ f —■— ii . -• i'l i 11 丨 i — j ~ s -« ••雪 —... ■ ~•»* P T — * ' n ~ lir — l "~i 

汚れを掃除している。とても 

=irTir»-*i 一 , . ■ *■■ fa.J. , j.a— > i i . r—— 

ず みず ばんにん 


している姿が目撃されるこきれい好きな水の番人 


〇 


されてしまう 


〇 



X 


とも。 

■ ■•■■■■■"*" 1 ■ ■ ■ J _ 

參： 


U. 墨 . 一 ..-M- ぺ a* ， m. i" ? 

• X 



グルボ 


からだ 


は ま！ b 


木の実のような身体でピヨンビヨンと跳ね回る。 

■ •J — し ■ ， ■■ ， ■■•■■ 一 ww-M ■■ ハ ... — - .. ―— u __ .W.-SV « 

い どう と3 どく ほうし 

移動する時には、毒の胞子をばらまく 


♦ i i 

きほん 

▲ 基本ブランド 

せいそくち 

生息地 


落とすアイテム 


x >) 


V 


か， 

■:; 碑: ■ 



, 、 パ 

〆 

か I ,う 


. :の画廊 



'U f 


ぶ tt 貫，)，、ン 

つるつるレザー 


わざ こうか 


1: 


© 技の効果 誠 1:体を K 状纖にずる 





















































































































あおババナン たべごろノ、、バナン じゅくババナン 

. うわ そら ほんき ちからも U : ぶん 

いつもひなたぼっこをしていいつも上の空だが、本気やさしくて力持ち。自分の 

.r-- •• ， ...• ，け "-. ... ••‘ •，•. •.•.一‘ —一 .•… ふ…”.-… ム 一 ― 一“ "，.，.••，.•■•.一.…“••.一一一一., p . p . “い -M -J V ^ ^ S 

H * * ，/，r " r ，F ' ' ' ，- . r-.r — ■"は v ， ル“ .如 一一.-，•，一，-.一，•，•川，- ■ • 二•广•..一‘.…“. 

、 、おこ はし いがい はや からだ からだ おお てき へいぜん 

圣鹽りち里型座遠座こ連い。盤身体より大きな 敵にも 平 然 

\ さわ f こ む なかま 

と手がつけられない。 には触らないほうがよい。 と立ち向かうので、仲間に 

—〜-■"， .•一，プー . . . . . . . .…- ’ ，.- •げ. ..‘ . . . . .. 一….-.-^ ... ，.. .一.，.，,…..〜ーー.. ぼ.一 4 

こころ -：n 

すると心強い。 

，..二，一.…， . - ,1... - I . , …一一一•一一 , . . .. _ . . . *F ' 、ヂ 


砂漠に棲む。オアシスの中にいると、よく食 

- — — 一 ，- 一， •■ 一 ■… ，〜••— ™ •- •… 

b の き上たい お こう 

物とまちがえられる。巨体で、押しつぶす攻 


が得意 


0 技の効果 


地霞を起::! 





































































































































㈣ 


: 












心: 








他人の持ち物を見るとすぐまるで、足を忍ばせるように、身体の色は、きれぃになり 

二 ^',-— . v 'I 'H* ■■■ ■ Ul 'If II* illi 'In j| ■■■■ m_ , ,■ | , I, y,| 1 ■ … . ' へ . '■ ■■■ ■ 芯 -jv-s-.% rjt -.t l.Viii. > UMnnni-A r. ,"P 'u 1 .""i" 11 , 1 ■ . . . . *■ ■— -**-■*■ •- .vwv^w«fti , fcV«»Vb.'w-^A 1 ', -i' fc 1 ! ■.* "^r— — "- " " * v ~ 

きいみ & おとた えもの ちか どりバ 齡しゆ.み¬ 

に 興味を 引かれ、 どうしても 音を立てずに獲物に近づたぃとぃう努力の証。趣味 

一、••一一一. 一.-一 r •.一- --—— し ——- * 一. ..^^^ - —— - - ---一•.一 - - - — -.■一.. w 一. ——一一へ -**"•— --:- 一一一一一— u .- v ■ •糾^-.一 

い あぃて き じぶんみ.が 

欲しくなってしまう。 くため、相手はまったく気づは自分磨き。 

.... _ _ . ...m, . > — —— , .it .it —..a 






爾紀 m 

:“ムーー:::... 

; m :， 1 ん •>' 二;ん 

. :\き 


■ ひかりのかじつ 

： V . かたぜ V >. い A かい 

0 味方全110 HPt _ 




....■.., ： 

.: 「鈴 :％ m 




せビ >. 




































































































\L 

•で 


フシギ 


あたま 


かいてん かっ ばつ 


頭の回転は活発なのだ 


かんが 


が、いろいろなことを考えす 


ぎやく 


ぎて、逆にぼんやりしている 


ミヒラキ ーノ 

なに おも 

よく1可かを思、いつくらしい 

.■•謙，.蕾 一！ ■■■ ■*■**^'■1 nill : 1 * 0..1. . i ■■- ■一—-. ■■■■一■■■•.•■一一—-. — ■■一二- 一，- ^一, — . - ^ 

くち. あいて つた 

が、口べたで、相手に伝 

•— ■ I ii^i t-.'ii ■i , i , i jt.'.- —^i “ — — ■■- ■ — ■ ■- - - -； • -■ ■ • ■ •- ■ ■._， *||_-_v I .1 f. I . . in ' u . _ . ■_ [f. 

わったことは一度もない。 


フメキ 




ちしき え ものし 

さまざまな知識を得た物知 


どはな いもに U'd 

度話しだすと、1日中 


でもしやべりつづける。 


ように見られる 


オドロキ 


もり す じゅもく に すがた きけん 

モエールの 森に棲む。樹木に似た姿で、危険 

. * . — - ^•■ r , T __ P _ ■■■ 尸 . .•-...s.-.j..-. 

かん ほう I . み 

を感じると、胞子をばらまいて身を守る。 


• if ft 

きほん 

矗基本ブランド 

せいそ < ち 

生息地 


♦ 落とすアイテム ふん消. 




わざ 


? か 


©技の効果 敵]肩バく ti 


や 01. 


’ ノ D 




•メー ぜあた., 


lifciLr ff' %JB 


® fr*t ■ へ… 見 

-mh 


か:■.■ふ 
‘-.V-.. 


: 糊 .P 綱 . 5 .: 


り 










































































































，*A 


■rt 


か ら だ 


ひ 


おそ 


ち.か.ら 


小3な身体に秘められた恐ろしい力 

に笙 M する不さな*たちの¥にはその■を*えた 
ものがいる。一見弱々しく見えることもあるが、するどいトゲや 
牙の攻撃は大きなダメージをあたえる。木の実や果実を好 
んで食べる。 


• 4 ， 



でんせつ 


もの 




伝説の 

8 




3 


c 


p ス 


?命 


砂漠の大蛇 


at 


す 


^ ば 


人が吸いこまれる砂 



たびびと 


うわさ 


さばく ひと 


旅人たちのあいだでささやかれる噂がある。ニエルデ'？少漠で人 


さ 


さばく なか 


じ 


ばしよ 


が消えるというのだ。砂漠の中にアリ地獄のような場所があり、 
気づかず歩くと吸いこまれてしまう， 

き へび すす 

だれかが消えたあとには、蛇が進 

あと のこ だい 




んだような跡が残されるため、 r 大 
蛇の巣」とも言われている w 


な—) 



メ;2^ 电ヒ 














































































を持ち、すばやい動きで相手を混乱させる 


:: m . 


チョッキン カットレーヌ カットソン 

-芬より关きな4に立ち向自备を神聖なる存在だとどんなに巨夫な生き％で、も 


なし、相手には呪 L 、をかけて手の毛を切りとるという 




































































































: 


嫁，' 


森の中でミツをとって回っている。だれかがミツを 


益：.ま 


縄張を守っているのだが、葉を使った剣術を極めた 

■ . ' I . S ! •- ^mmm *. m* i m. ^ . mm m .. .議 一 — ■ .h! «_■_■■•■■•■_■ h ■■■■» i ■.__■.!，■ I ■ >i:b ■ » ih i . ■ _ • I •• i b i • =.-•：• ■dliMlall I. ■ I - ■ _ 

かぜ うご j . め と 

よくサボる。風の動きを読むハナハチ。目にも止まらぬ 


人の寄りつかない静かな 


場所で、祈りをささげている 


その祈りはあらゆる災厄を 




/ ’も 










































































































くる 


〇 


甘い 

佳 


▲ 基本ブランド 

M IMA 

♦ 落とすアイテム 


Wik 

〜ザ 

ノ、メ ャ， 

麓の I 塵 





:[パ’ 





わざ こうか 

0技の効果 


w- I- 

JK> 




りをアップする 




ゴックンチュク 


くさ 


草木に混じってずっと待っ 


カフガフチ ュク 
暗闇にまぎれて獲物をねら 


ぺロリンチュウ 


聽 


越:: 


:人:. 


てき 


な(こ 


敵をはさむことを何 r よりの 


V » 

-1 ::)上 

城淡 

..讀 


U 11 1 i H 1 h 9 III ■ ISJ 1 1 ■ 墨 ‘9^11 ■ 1 # aiLb.£ Km 1 b&m ■ _ ■ m ■■■■■■A m ■ mm ■ ■ m mm m mmm p ■ km ■ ■ hob ■ ， ■■■ ■ m fin 

えもの < 

ていて、獲物が来るとふた 

う。はさまれても、かみつか 

生きがいとしている。とても 

おお て 

つの大きな手ではさむ。 

れても' とても痛い。 

ii-f ini 11111 — —r-n^-riiii-i —r—«-i-Tiriini-ii it i--f n ■■ lamiamu >rr-L.-il 

きょうぼう 

凶慕でようしゃがない。 

• - . • ' • - . ‘•，-’、■ ■ 、 • ぐ ’ • 






• •• i ：&| 

:. .. • •• 




▲ 


U 4 



• X 炎 




h 


L .ム ノ 

■ふ■めい 


• X 

▲ サ: 





陸 


h \ 



不:明 






ばな 



.ふめい 

不明 


、や：. 
■、ノ 1 パ ^ 


.サ: 


^ ? V 



©# 論た 1 T 


% 





パ 

ン， 


かみついて献1；：ダメ 
をあたえる 


■ 〇 - 


V 


.ぐ 1 


ン .. 



:1 


•v,,,：! 

'f. V 

.• 


:/:■ 



r ：-m 

- • 

；：>■•? 





ノぐックンチュウ 


I _ ,, , ■. • • 1 1 • • 1 

u - i . :； vi ' Tirni 
—•• ■•■• ：■ V ： /■. 

'• -'M 


たいぼく ね えもの 

ふだんは大木の根もとでじっとしているが、獲物 


み 


ろ 


お 


を見つけると、いきおいよ〈転がって追いかけて 















— I I•'-•'-—ll' |*|| 

. 今； . Js.‘％+ _:s 3 S • ぶ ^^! 


分 -:' 


:: :■」 




い..，..,./:.: 




: 乂 ....“，：v 

. •.... 


....: ........ へ ：' 

. 

籠 _ :-:...く 

■へ 

: :： 

一..........'.. .. 

: 曽靜 

. •• 

. 


¢1 


P1I1 


::_ ハ ^ 、 .:.^: •J.*:---: - • •• 

.. •• パ . ゾ •. 

:••• . . .V V:. V 


り：動： 

•;::*: く •. wv : • : 

"If:.....-.-;'-.-. 


1 ' ••. •.•• , 

..織：響：：； A 綠 rv: 

づ .•. • 1 .... 


雪.'.'.. 

f . 

i—.? ": : ■. 

• , V 

.，け 

，蒙 : ---''vv : ;': 賢：：：： 

':'■ 二.：.：：-.？ Mr...::-」 

1r 



む 


C 

:^- 








J 






f 


■F :v.- v:. - 1 v, f 






I 




. 





まもの 


...’ .. 






0 ¥ 


i : : 














































































































M, M 



•UU- 




:. ft 






ぼ：. 

_ , : '.•知 

••r - . 1 * ^.'jf' . 


マシマロン 


ノ>ノ 



ロン 


ウタマロン 


A 


V ；；- 

靡 


ししゃ みずうみ ビろ おく 

死者の湖の泥の奥にひそ 

■ • — a. si.b. .i.. i ua«-juiliui.j. . li fjim 『 ■.■■_■■ 曾 ■■■ — ■«■■_■ — 編 I 1 "- 1 1 1 - 

ふようい ちか 

んでいる。不用意に近づく 

■ 晒一.-■.的一 . ■..Mjwiii 111 ii - iirfc . g — ifcmJiM !»..» ■ ini _ iiimraiaom ' iiair « r»f *?"1 , i « - ^ ■• v * •■，■•一 . -•*.«-ifcjr 

もの とつぜん ぶきみ 

者には、突然、不気味な 

.MiKfm a — la ab| ■ . > • ■_ _ i 11.4 I b • ba • i • I « d h • • • • I ■11.1^11..I Jll .11.1,!I | | 巻十 J ！■_ Pfcl■—* —I—V ■ 

すがた Mh 

姿を現す。 


しん 


からだ きか L 


つ'の 


みどり 


からだ 


あか 


真紅の身体に奇怪な角と 


i 




は 


カラを持つ。口から吐く高 




おん ほのお 


6 


の炎でなんでも燃やして 


緑の身体に赤いトサカを 

k ■ ■ w ■ ■ ■ ■ -n ■ mb ■ ^ ■ m mm ■ la ■ ■■__■■■ m mm m mam ■ 觸 ■ Im-rn^m mi ■■羼 Im I ara mm ■■ mmLnm I fi imm hb ■ mim mb S&.M 丨 kM ■ h A m kAa ll ■ KA I hi > 

も きょうばう せいかく 

持ってい る。凶 暴 な 性格 

もの. いし 

で、、さからう者を石にしてし 


k レ：. 

マ 

I 

雜 ■ 

• ".. ぐ— — -ノ 



V 


.. .. 

... ‘ 


ン 


W \:纖 


;承 


しまう。 


まうという。 



ち 

の 


物 


■ • •, . •.-•11.1 I. - •! - 

m ; ■ 


み 





1;.广-ナ ■ t f 

j * に4し 




• 〇火 






かせ パ 


a . k ! 




幻 



v _ 




.i |l««y 411.1 »_1V*'. 


■.十 , '.* 

V . v.v 


■V V 



/ •% 

ン 





ム ノ. 



スタ 


. 霜 ::::.::. 


'；■ 7(ずう 



死者の湖 



ふめ.‘-^ 

、 P 月 


, 、 めい 




i.^A - 



鱗 … 

- if I '• r - ■ 


嫌 



アイアモン F 


へ， 



ルビー のこラら 
© I .体のちかじ 


ふめ 

、 

ぜた、 




ふ.カブ.，く... 
1 


I 



、:へ.\ 〇リ: 


-*. v : 


\ 







I'Tl ” 



細ダ 


ジ©敵 3.体をいしにずる 



r あた以 


•:細巧:'へ 

M : が 




:'.ゲ心 


.• ' ： V.' :' 

ハ，::，華:. •_ 


j * - ■■ I' j S .» & 1 


!■' I. •*! -11 

， i }':、 ••へ 


ヨロン 


みず 


からだ いろ 


きれ^、な水辺で暮らす。身体の色があざやかな 


しぜん なか み 

ので、 g 然の中にかくれてもすぐに見つかってし 


まう 


〇 


せし 


たい 

• it 4 

きぼん 

▲ 基本ブランド 

■ IIA 


x 鼠 、 Si 


ィ.トン 

f ク ir ， 


V - 


i 




お 


♦ 落とすアイテム 





ノ ‘V ノ 



わざ h _ ) 7r v い 

©技の効果 敵 1 体のまもりをさ 


うか 


fr 




： v.V ： 


A : 綱 




M-m 


































































































お!:ず ちかち はっき 

チ罗訪れるもかくされ$力を 発揮す 1と1、われ 

ふめい 

ているが、くわしいことは不明。 


せ L 



牛 

UbMi jLjt 


たい 

.耐 | 、 

きほん 

A 基本ブランド 

IMA 


j 1 f --i 1 

t : j ょ ( 

スタ. 11 一 



たい n 



レカ大陸西の 


/K 


し 4 

し ■•*»■ 

•L 

WJ 


♦ 落とすアイテム 貪)ふ、 



わざ こう か 


( S ) 技の効果 


K け I そう - 

S 分の•ちから Lfc (ぎを7する 





:::，;::拿.....:'.. 

''念 ...：::. 

藝:翁漆， 

•: •: _ §物ザ. •(. •.. 

■1:、 

•.. さ猫 •.' •ノ 

. n 



. 識 

•灑 

. 

..••.--vvyr 

*.'• ■'niw 

•， .: . '： * iVV ^ 

■'iWi* 

:-•ケ 1 


•AM 



/ _ 丨 

h 撒:!、ぶ:. 

' W 


...« n 


_ .、す'' 

.も.. 

.... エ: 

....夕 .• 

.じ. •/•• 


コ 


ゆた L . ぜん わ 

豊かな自然を表したような 


エトワーナ 


プリマべ'—ナ 


•- • 

. AS * 

••■ み雄 

‘イ 

•_ 

•.■■敬 ■ 

• •、:.で％ 

• _.• .り■•.七■，） 


% 1¢ i 


りんぷん 


いや 


ちから 


ひらひらとあやしげに宙を鱗粉には癒しの力があると 




L'a!-,：-!.* 


佐 

.. .:彳 

麗 

..... フマ | 


卜砂•柳.細 _ 

勝ま 

■•: 'f • 夕 •.：. 


: pV . t '> T ：' v &： 



身体の色を持つ。いつもは 

錐いながら、 

おお はね 急 Jr ’】 

大きな羽で強 

.•ム _ ■■ 一 V_J ■■ 一** _ _ •一 ■ ■' — 5"-|— 1—1—? — r—| — |T!II , — —"f—I ；-ni I >.•!'. I...I. ■ ■ J iV .4ah|a*. ■• m, m 1u ■ e • ■ L ■ ■ • e ki| § ■ h • M 

いう。ぉどるように杂びなが 

草木にかくれて||子を麁 

れつ かぜ お こうげき 

烈な風を起こして攻撃して 

らふりかけ、いつも仲間を 

ている。 

m nrTWtrfr v am u*i ■yr^'-TiAV v -risrm'^n 〜 —Av.Vr_ka •^.rrj^wi'frr^r%Vrirw-wvivwiarr = -r -jv-ifmfjaemymKim ■, l .vs&«u•'fiv-vnAwimviryva m% MW^n irjrrjww^wjrmiTb ■ 

くる。 

*wjti -sww -t,' ,i -.v, v m-v jmrr a'.at .■ ~.vj^.vw « 

.■ ■ ■ 

rinJH^iwrxuiTTVBvnw. vw^vnr^mtw^r v. v>'.MWVW«MT.-nwrAMvi M-svwvmuauMuM i wr 

おフ； L ん 

応援する。 


ふ::',. 

_ 

PM 


鞠 

編 


.が 









り ii 

^7/ 


ン 

一 

ム 

レ 


一 

"一^ 


ン 


Q 


J 


.,—.J 

■ 力」 


る 


ぐ 


/;w 


i 


r!M め 


葡，の 







ダ 



??■ 


へ 

Is hr 



參 ▲■♦0 


れ、 

さ 

と 

ナ i 


ぶ 



_^r 




ヂ T/. 




: 1 ■• 


•し 


ひ 


め 

こ 

常 

br 


〇 


，し 


ぶ 



...I. 


i 6 

tvuv-nfrfl 4 

:， C 备 ' 


£?:_ 

^ €- 


シ 




V3 


S 


•' 一 . P 

i ,..,: 蠢 


る 

M . 

11.1 二 

せ包 


_麗 

• ▲ ■ ♦ 0 


う 

LC 


■ S / 

/V 

島 





.‘.： v -'-:- k ぺ ；••••,: パ.^ 


.:•.*. 轻 . 




...•». 




•: 









な 




>r 


1 






. め！^.めぅ 

_ 〆■ ふ ^^ ふ f T..->_ 

- ■ -L ■.プ A 4 M 0 ,. 


:'v 


る 


• ▲■令® 


V / 

'A 






















































































































... 




強力な毒を持つ。ほとんどなぜか石像の近くによくい 

一-“.■■…■■し . Bi 一,-^—^■".一-，——一.-.^口.■窗 一 s ■■ール.^- ■■■■■し的-*—一一-— —• ,,j, ^' ■" 

. りゆう ' 

いつもしっぽをかんでいるるが、その理由がわかった 





ほ f なが からだ 

細 I 長い身体にほどこされた、きれいなもようで、 

...■ _ _ _ _ _ _», t vrm-rrvvwT.^ - - -- 一 ..^^ - - - -- :- p^~« - r • 一 . . .. . . . . . . ' 

みものめ す おな 

見る-者の目をくぎづけにする。巣にも同じもよう力 


ぐ 


ついている 


d 




きほん 

▲ 基本ブランド 




■ 笙 M 

♦ 落とすアイテム 

© 綾の M 燊 









































































































. 


L;. 




， - "r：i 


: t 


■■'■へ ■ 


■ ，：こ: •••■:•:• :•:レ; 






パ :. ご .: 


.... 鑽，へ..:. 

.1 


f 事: j : 

: te： 


ピクシー系は一般にその存在をそれほど知られていないが、 

じつ ばしょ おお もりなか 

実はさまざまな場所にひそんでいる。とくに多 I 、のは森の中で、 

こもび なか 

木洩れ日の中にたたずんで、いるという。チョコをあげるとよろ 


も 


:•ジ. 

• .. ノ .ノ 


おおむかし まち す しょうねん 

大昔、サムラの町に住む少年が、かわ 

いね さが ゆくえふめい 

I 、がって L 、た犬を探して行方不明にな 

かな 1 で■きごと お 

るという悲しい出来事が起こった。サム 

つた む士しぱな L . しょうねん こおり 

ラに伝えられる昔話によると、少年は氷 

めいきゅう まよ いま あいけん さが 

の迷宮に迷^、こみ、今でも愛犬を探して 

• 1 ? ' 1 .|V. .••••■ ‘1.. 1 . パ .，.. . ,'i- 2 ?*•. ...... *••• • 1 . . , . ■ •' •• •. - • 1 

なか 

その中をさまよっているという。 1 









































































秘石に宿り、傷を癒す力を持っている。フラピ 

■ , ■ ■ t •，•■ ■ 』 ■ 、 ■■■ ■■■■■■'■■ _■ ■*_ ‘ _ _ r _ ■’广 ■■■’' ^ ■ i smr：' 

. . — ^ ■し- ■■_ ■讯 ■ ■•■ Uw — * 由一 r ——， — ■通“ •_!■"〜 

き ひせきき 

チが消えると、秘石も消えてしまう。 _ 


U -'. 




持った秘石で、、ど 


いる。手に持った秘石でせない。フラキウイのいる土 

■: t'. . ^ ■-- .A.fc- ■■ ■■ ah ^..― ■ i. I ii m. «—. AaiMiMinnuw r-i-aiiwa ■— ■ ■ ! _ n _i_ i_. — •»*■ -vs - .... 

から.だ よご じょうか ち ゆた みの めぐ 

身体についた汚れを浄化地は豊かな実りに恵まれる 

_ .. ..... ^一 ■••■〜 ■■… — « ■ ■ ■■■ ■_ 砰 し… •■ • . —•へ — * ― ■■一 * ,v ■ - • .一一—-一—一一一■•一一 


する 


〇 












のぺ 


かいふ 〆 わ.ざ つか 

卜|をつけられると回復技が使又 w み。 






































































































































たい せい 

參耐性 



で 





基本ブ於ド 

_ Mm 

♦ 落とすアイテム 


.マ/7 

.人’メ ■ 


，細 ). S 




| ■ぐぐ 


謂.， 


a〆 


いまわしのポポ 



やみ じゅじゅつ 

M の呪術 { 


う 


やみ 


なか 


つて生まれ闇の中から生まれた。その 

…十 nv •一 .•.一‘.，一」,-..，フ”，フ，，•.•..•••.い.“… ..."...... .•…ア… ..• … •• — ....,. - - 4 ....• .. . „ “ドゾ 

からたふ め なか やみ ひ 

た。その身体 i こ触れると、百の中をのぞくと、闇に引き 

***^ **' •■_ _ 1 ■ i_VH • 人 *^IV 廛•、拿 » ■ I • • F1 ， • ••■■a ••• 亀 ••ム _a_ ^ __ ■ ■ “ Tt 


. 

， 

•：： V-Vv 

そ:.“，:い 

r • J *,v. : • 11 

s . 


i-S r .^ 41 • JU b . ■ • I ■•一 マ！ 

から 


ふこラ 




不幸にとりつかれてしまうとこまれてしまう 


'▼ n nftnr 


0 


, V；vl 




'Vv.v 


... 
.-•4- •_•••• -I 

..•：.. V- -：•： /. V 


p' •: h ずで:::； J: 

. - ；； ; ；： ：；•；； 

.： ' ： 


- •. . • 

: il^v*i,L33T-; 卜 •• ^jPn- 

. 

::.こ:••，..〔，.ビ^^^ 


論 w 轉 

.. ^ 

• ::: 
ミ ; u . レ .: . . 




: •：：：!• 



W 





あや叙し0ポポ 


いせき 


す 


遺跡などに棲みつく。その 

-.- ケ ,…..…^——，.-^.. . .. . 一 - - —r—. .. i. _ __ _ _ a... _ 、一 _ _ _ _ 

め げんかく 

目でにらまれると、幻覚にと 


らわれてしまラ 


〇 


. 

•ベ: ■_ ..ぬ::.:へ. 

論勝纖曝 



ぬ: 





% •赵ペ 

.. 

. .て:、.:. 

:..•:- 

.-i* * 1131. I - P - . 

I • • •. ■ ■ 

> •■ r * 了 _l * • • ™* I ! * * < 

- .护- \ 

バ に:: 簡 Id 

.ぐ..... 

: •. ぶ,■: ’••f 


ひ t •す ぱしよ せいそく で くも 

人の住まない場所に生息する。出くわすと、雲も 


ばしょ せいそく 


"r*l ■ h •-1■ b • —..i . m.ljm IJmmm. 


めめ 


•-ifU- 




な L 、のに ^ 、きなり雨にふられるら u 




〇 



















rfv 

h 



.b t 


威 



1晒義. 

i イ、广、 . ..inry" 
サ厶ィ ：； 7r‘. _ 

• ▲■♦0 




る 

■ H 味 

優“ 

raw-' 



(7- 


〇 

ラ 


,»Ti M 

4 -.mT 

.な 

X 


^yfbt 

,bM 


_， ^1/ 

、 VI- 

a .if 、 

げ， .4.1 


F/ 


:■■■•■«..^x 

- , JA:-rTI-r 
一 /. r.i 、 I.I^ 


▲ ■♦© 






i 





t 
A-Jr 



: 一•:ヤ rj 

■4 ■さ 

-..: f 


:v ^ 


->! 


,fTi 

rt 



- .... 



—iy .. 


• ▲ _♦ 


' ■多 


,1 





: 

. ■:ス ^ 


1 


■ 

. 














































































































: 


WHPI . . 


て .:.- ■ 






: .. . 


_ 




V. 


培縮 


1 


“I 


辟 






■..••，•••.•••こ 

'嫁}知 m 








ている。臆病なので、岩かげにかくれようとする力 


• • J 

て:: m . 


% y : i 


_生息地 爾鄯ぺ酿 

♦落とすアイテム ■かぜ::：めば 




スイスイ泳ぐことが大好き。嵐の前ぶれを伝えるとし 

一 — - Wlr ., 一 ■ =-. ^ ■ ■ ■■ ■ ■ •ド ■ -一 —— TT - —- r - 一 " 

およ は ひ あめ 

泳ぐスピードならば、だれにれる。晴れの日より、雨 C 


:.• こ -:-: 


: nr -. " - 

鷄 難_ 




































































































:.く：;...：.::.... ..... 

' 


て、歩くのがつらいら U 


•み:；； S •••マ;••••こづ •••• 

!?• . JS リ 1 j i' I . i* "m ； 


▲ 基本ブランド 

■ IMA 

♦ 蠢とすアイテム 

わざ こうか 

© 技の効果 



















































































































いのち 


あつ 


4り 


フ 


たたか 


命が集まる森に生まれる。戦うのは得意で、は 


-H—ir 1 — 


はな 


め 


ぜつだ L 


ないが、トコトコの放つ目くらましには 









. :ぼ.' 




果がある 


〇 




•こ: ベ:プ • VO’i 

.■.•••■ホ':キ 


たい 

W 


せい 




■41 




他 - 


ほん 

本ブランド 


ズタ 







心::， . 


笙 M 

落とすアイテム 


ふめい 

明 



0技の効果 


•-/ぐ， 


:餐 





t ^ 


J . /'： 


■ :_.零 1 

.. ■-juV.V . 

.... ...... .... : 

ハ：..：：'::.: 



i 体をくらやみ状態 ( 



； .v；9 




或，...: 


ば: 


免 


您;: ■ :ム％，輪:，: 




,, き.:藝|森| 

■ 

.，於...：....ぐ‘:#.て:か''購—か :..': 







j !: 絲 


'-：：t H - ■ 





綱 _ 

. .. 〒:幫淫^^ 

:: :. 








獅：： 

’I a：. \ .•*, 

...... V ••— 、 . •キ，， v ， 

II •- :•- •’‘ • - * 1 . ■' * 

.. I 

...■ -,*j• •' ~ .•• . ■_ 

. 产 、;V . 

A 

Vi ： 

••ヤ . 


f •• 
•& - 

:き. 

: h ': 

.、い卜、. 




の夺等1で、相手を白い身体は菓子のよぅにいつもぼうっとして逆 

， ： - •, . . ■ .... ... ■■— I I VJWIJI ■■ ■ ， 


うた 


あいて 


しろ 


からだ 


か 






，め 


のへ#れていぐやわらかいが、婆からは想その不思議なおどりは、傷 

*■ , . — 。■一™一 ニーー ■■一… ry. 一一-… 1 w • 。 ■祕 一-一 •< —一 ■一一 •’ 一 < ■ 巧 


〇 


すがた 


そラ 


ふしぎ 


きず 



ゆだんをすると、拳痛い目■立!免丄哩」_迪造 


め 


ぞう 


き丄うりよく れい 


たお 


もの % ir v 


amrr-. 


にあう 


とうこうげき 

凍攻撃をしかけてくる 


ぐ 

ゝノ: ::纖 

ぃ 

ど 

ま藤へ 


える 


〇 




〇 




11-■ ，■ア •■ _ ■■( 




•— になし 


1 .f 


ノ 




,!>■ 


.1 i hi 

.1— 办|., 



• - 汶，十パ 

特しなし 


!物 

. .胃'.':: 

: 一 —.…. 



ム― 



■ 


.... 益.:.， 


.ず 



V う. 

f-* 1 

.XV 


M 窟 



ム ，ーノ. 

.. V 、め:.丨 


▲ 




..ふ 


ふめい 

‘不呼 j 

>功い 







% h ぜん'たい 

〇 _全体 ' t 



© 


rv, 


-かた. 




t _ :5ぜん 



i.t 






方ひとりをきぜつ 

かいふ；’ 

M-lfS 


t 二い 








: .11 I''' 






き V 枣‘，、_ 


















■ f , 1 


トゴ 






'.'■；v *;；■；•■?■■. 

f p : 

— I 



: i 






















































































































































ベロべ口 

おなかの¥>で、韻を爇晟 

一 ふ •ド •し•■.■め 一— 明於 《 u 及■的•ム认 ■CM ^. r,.^. fc ._.. t 

せている。かくれて杏しず 


グツグツ 


とお 


ば し 


めぐ 


あめ 


• ，一 ' 


の 


つ飲んでいるため、いつも 

… -wr-rr^rw-.- -. ...-.^r. *■—•-- rrt .y . W . .... ..... .,,.,i'! m w j rysur ふ h■ — I rt ‘ ■ , ! . 

.よ ぱら 


通った場所には恵みの雨 

〜 . ，ふよ - . . .— - ---- - --- - -- . . ._•■ _ ___ _ _ 

がふると言われており、近く 

- -• VW.V < A:_ • ■■ ■ W>. 画 ■ _■_ 一伽 • _ ■ ■ — - _ 

のうみん かんげい 


の農民には歓迎される 


0 


酔っ払っている 


0 



特にな.し 


めい. 


• # 

鐘 









ふめ乂 




€ 

© .にダ. 


.:V. 



不坪1 


ニノ 





か n せへ い a 

Av . - r ' - - 


戎4/1さ■聽： 


©妹 方全の HP を间 ::: 
する 


タブタプ 


ここ..ろ 


つ 


いの％ やど 


心を込めて作られたつぼに命が宿って牛ま 


たいない 


みず は 


つ 


てき たたか 


れた。体内から水の刃を作りだして、敵と戦う 

■ ■ ■- — ■ 一 —. . ,_ _ , , I ■ 


〇 






たい せい 

耐性 

基本ブランド 

せいそくち 

生息地 

落とすアイテム 

© 技の効果 


みず 



〇- 



火 


ム , 





.- rJ > 




:明 

:き . 




のダメ 






み 


身 


一な 



フ 

ヤ 

チ 

グ 

ヤ 

チ 


■ 

'い ■Tfcr i ハ 

ドた A 一な欠 

? i 、<! 

メーと J ;< 

し 二 る 

な 一 じ 一 ' 

盡|感「も 

お一^き 

ま 一 を 一 、 

暴 #_ 

だす危&水 

ふ！の 一 


/ 



ぐ 


r 



〇 

5 


‘火 

X 

ィ .\_\ 
户 /' / 


二 


.1 

明 

ダ. 

0 ,: 

筆 


7 



ム . ふ不ふ ^ 



塵•▲■令® 



































































































































- 1 

ジ •’ .f n •办パ‘. 

.灘 _ 二: d ~ 

::.い.'\ 





でん せつ 


もの 




伝説の魔物 
一10 


みずつみ 1 


か V 





の怪奇 


1 Hft—f 


L . しゃ み■ずうみ 

死者の湖® 




ししゃみずうみ よ よ 

「死者の湖」と呼ばれる世にも不 


一:.ご wT ^ yr - -- … ' 

二^^^^^^^^^ - ■"へ. -- 

l~Hp^T|iT**ir ~I 71 iF r^TMPi -Sflfc- i 二 r- ' 卜 .^ -J. 

m , Ij I I ■■■国 





ふ きつ 

_±r 

なで、、このほど不気口集な極锡 

もくげき しま 

が目撃された。あるはずのない島が 

mi する蒔、_关な2起の*罨の i がこ 5 ^^^ 

■■. パ ‘‘ 

なみまみ みずうみみな しまみ 

波間に見えるのだという。もしこの湖に、見慣れない島を見てし 






に 


まったら . すみやかに逃げだすことをおすすめする 


〇 



いにしえ ぃ の おそ いちぞく しゅぞく きば 

古より生き延びてきた恐ろ U 、一族。この種族は牙、しっぽ、 

はね も とくせい こうげき りく 

羽などを持ち、それぞれの特性を L 、かじ T 攻撃してくる。陸、 

手ら とくい おお き み か I つ V の た 

空どちらも得意なものが多い。木の実や果実を好んで食べ、 

.く 〆■• ： | ご .*‘:‘ で .• ， : .'.it-sIiV.L V *"»*lr'-. •• ご • ぐ . ••<■.■.* ' "' *. . '■ ■■ ■ •' .. 

"' M V .T ' r ，f% " 1 ' • .V 二:.. ， ... , r J . Vf ', ,'.； l ... • ( Ml - .■- ' '•'. - -L .... •• ,* | ,, 


グルトは 苦手 だと 言われて いる。 









































































































































































.I.:.......'.....'. 




: 

. . :: 


a 


とができる 


漏 


砂 


冰ぐことが好きで'、海が荒ふだんはおだやかだが、その神々しさから、水神の 

一 - 仙—…“一^^.一こ. 一一一-.-…け.-..一 『一 . -...一 - — 〒づ一 . y . —— — - --- 中〜". 一'—…—一.一一一 -, . . . . 一二-— 二 _L .. ..，.. 

すがた み うみ おこ て つかよ 

れるとよく姿を見せる。海か怒らせると手がつけられな使いと呼ばれる。テンリュウ 

"**^***^*"***^^^* _ • 言 •• — •_ t 费 j 一 ‘㈣ 贿 • 鎮 ㈣ ••. 績 yym **"»*Tfc"Trrt r ■ .* i • ， i. ij .•■-••••• -i ••••• 一 ••• — ••- ‘_ t ^. — -— . ■. — •—••_••—■•••. ^ # 

- 『七|ハ „ , ••一,けけ••.か…ん .•… J4 

かわ ちから か6 はんらん ばしょ ひかり み 

ら川にさかのぼってくることい。その力は川を氾濫させがいる場所は光に満ちあ 

•■•■■<•!• *•'»■• iJs - ."i. V a —U— a ^u,_ _ _ _ ___ 




























































































.... ... 




によろりとした身体で'砂漠の熱い砂の上をすべ 

—r-* — ■ ...■ 占 ^ vmv.v**—„••••■ ■_■■•_ ~ 一 ■ 呼 - 一格州 . -r— 

いどう き J . う打バ ま どく きば 

るように移動する。強力な巻きつきと毒の牙に 


參耐性 

▲ 基本ブランド 

■ 笙 M 

♦ 落とすアイテム 


© 技の効果 


t : 


♦: tlM 

••於. 11 li : 


遺跡をねぐらにしている。すその白いもようは、幸運をもプライドが高く、めったに姿 

— jrlZ . - .- a . .. . .. .. . — ■，— 一一.. ， . '‘ ., 乂 一.」.—— ‘— .一-.:一.‘“一,一’—.， 一一一—,一一一へ ” ■ ’.一 -一一一一,.. 

ベてを石に変える吐息は、たらすといわれる。一部のを見せない。独特のもよう 

—一... ...... 一.一一…. 二 …二 一…- 二 — - - ^- - - - — —— . ... . —― — r 了—』-— -卜.… ■… .■- -..一 -―十一 

たびびと きょ ラ ふ ちほう かみ つか よ み もの みり』') 

振人たちを恐怖におとしい地方では神の使いと呼ばは見る者を魅了する。 

'ザ ■ ， . - ' ■攀 _ _ 一 • ハ ..' — ■•.■. ， ■.■.■ 一一 ,..#.,..-.--- .i_.. ...JI.IW. ■ !■ r .JV.r..-. r^i 一 -.- 


靠， 


















































































































© 技の効果 


U うじかん t 


長時間飛んで、いても疲れ強じんな身体と翼のおか空を飛ぶ速さは會速に近 

. — —• — M ，，-. — ― — ―— — …. — —— ——••刪ド ー •• .•.•.似—-.ふ-..…… . 一一.. ヤ•ー ム,— .... す.….…, 

ひこうの7 1 ) よく も ぼうふう なか じゆう じつ h パ せい 

ない飛行能力を持つ。そのげで、暴風の中で'も自由にい。実力とカリスマ也をそな 

一—….，……"… 一 ド^___川— — w __一一 ——一一一.一 —— — •.•.•".••••一.‘•〜•“… «! L _ __„仍 

す ちか えもの と おおぞら は[.や 

ため、巣の近くに獲物がい飛ぶことができる。 えた大空の覇者。 


類 






































































































ガ 、)ピヨン 





リピヨァ J ； レファ 


ガ 、)ピヨベータ 


みずあ 


みずべさが 


み！^ 


しろ 


あお 


つの 


水浴びができる水辺を探しめずらしい緑のガリピヨ。白めずらしい青のガリピヨ。角 

—P v -r~.A-j-.-r-r ■— rinr wr ■ ザ — t ― ^ ^ .. - -- - —« -- —■-. .4 - . .. ： v.^ j. -v 'r r. ■— i,, . .. ., v ■■ . - ■ ■■■■■- ― H 一 •«*-Wr—：~--~ n “ r. -. ： ^wvwu-v . j- -rr：-^. ., ^ <1. 1 ^ ninAnrp. ~^vr'- ■― ■ 一 - - _t- fp nr ■■メ - 1 _ _ .. . . . . .―-- * ■■ へ . 1 * -- -，-_■*：-一 


4 


で 


けん 


ぶぶん 


さし 


ぶぶん 


て、森から出てくる。危険い部分はとてもかたい 


〇 



の部分はとてもするどい 


〇 


て 


で 


な敵に出会うと、スピードを 




たたか 

かして戦う。 


きんはっけん 

近発見されたばかりで、、そ 

VUV -.1- - r W — ™-v^ ~ —■i ■ —! ■-•■ J » い " 1 1_’ ■ I ,mr'r, jm 1 MM；i 1 >, -b.i MiF.w.Aa-m 

せいたい なぞ 


みずうみおよ ほ5こく 

湖を泳いでいたという報 



の生態は謎 


〇 


がある。 





《風 




かぜ 

A 


み 



■聲__卜』 .■ 


、 . 




• 〇水父火 

”ンムーヘン 




■ T : .. の.' 


め'. 




-Jr. 




M 




獅| 



.キ； 一^ファ r 


% 


•P. 


■ f " ■?•!/ 




© 敵1体の.ちからをさ 


0 味方の代| 

受けるよう《こ 



0 


f ; 明 

ふ .ノ J . い 

剛 

t い . h 

';lc > *4 f - 

.■■ 卜 . ニニ … J 、 


ぐら 



Mil 


A 


ゆ 



*->■ ^ Jjn ゆ 

魏 i ZKA ) 



ガリ 



讓 


3 


とく 


さ 


?ろ 


木のぼりが得意で 



ね おお 

ヒで寝ていることが 



あし すな 

い。おどろかすと足で、砂をかけてくる 


〇 


たい せ^ 


fr 


•耐性 



風 


きほん 

▲基本方ンド 


ぐ 



せいそくち 

■ 生息地 


たき かい.ろ 

:ゾむ 


滝咖: 



ね 

♦落 



ザ 


■士、 / t わりパン 


ち.から€>まぜ t 


わざ 


か 


ずか 


た人 




©技の効果 敵 H 彳电らやみ旗 f ' 



•:. 






•ぬ 


翁 




■:, : - v:'v 

讀礙 


4 


m 

1 ： *： ：i 



、:簡 I . 

I 


^.猿.. 

シ 


ン 


:'そ:. 


心•棘.ふ :-、物 


漏.:、:. 


■‘ ぞ^^'.?: ■•マ;へ 

ち脇 

miW 

V • '■■： - '• 

气激き .へ,...； 




■ •■ _•. ベ ":: ■• 



■: tgS ': 

■• •:，ノ:ふ：..- 

厂 :::: :;i .: 

•_，• • 知■ ㈣ .ベ 

- "纖舰! 





. 一.......： 

:..一 ： 

.ノ . ..-... 

.知.：. 1 ■:.■:. ジ：.：:-...::厂.：ゼ-. : .\.'--,...',ン， 

. •: . 

.- . . :-,:-. :-;:发ぐぐ;-.'.逢ァ^ぃ穿：：.舊：：，. 

義麗震雛0_0^ 

fc —- -- - 

In 




壤 $■.■■■ 





い 

け 

う 

ゆ 

' 




1 

W:,;' : 

戀 ' VI 

touy 

',■■■■ ^ 

. 

,.ン：： 

. . 二，： 

.v'.-l*,. •• .■• •••• •.••.•••.■. • f'.v.v:*. - 

.... n: ... ■. 


.. . .• • ■,•- .■ • 


• • - . . 

....' 

••• 

... ■ . 

. 

m 詩/: ri 一. _ 

.,r : V-.-- 


tr 


.'•■^ 萬.:: ..• 

wbsspbbs 

-• r 1 K ,:: r : - r : ‘:： , 


礙 ■.:■ 


•: • 令 -! ••.»:■•,，•••:• 

■• v '. : r .' v '... , . v ..-. 

■..'••>'A ス •;=! G -:o 3 ' 


i 


r.--'.• r »- -r ■ 

.. • 

- •. ...mn 

. 邊 


-:: . ■■■': 

•• ..:f M .............. 

' 




.. 


... 

: 

1 .,j-'v.. l v.v...v....-..L...:: 




一.〉：：: ••.■...:■• 

:■■ 


. . • . 

:： . .i.f 

:: 

: : .■•.'■.•.■•■..-■.'V-V 

. : 

: 

:,.3 S;-,.',:,■■■ 




.■ ■; 


5¢.,. • 

Yr ►• 一 - 












































































































a 


-.一 
、ぶ 


,c 


ツノダー 

. .*' 1 •—..... " i. - . *'.' '..1'.■' i'' I • • 1 ' * . . i '-u % \h' V 

あま と. 

あり余るパワーを止めるす 


:：： V :イ 


常に攻撃的な性格のカブト虫のような角が特徴 

MalSdialaa I | ■ I ■ ■ ■ ■ a ■ | • ■ ■ i B ■ iii«q ■ ■ I ■ • II !f >l-IP|>f ■ ■ I ■ 圓 ■ 丨 ■ ■ ■■!< , ■ ■ ■ _ II P I ■ F 1■ t . I . U 1 . 11 ^ .n ^U%' J-L I M A.. J ■■■■ 謹 ■ - ■ — 一 ■ — ■一 ■ _ ■ — _ ■ 一 -. ■« ■■. 一-—一 •■ ■ ■_» ■ 一 ■一 ■ _ L. _ ■ ■ | 丫 _ ■_■■■ .， .,,, ■ ■ ■■_,■■ ; ,. ■ ■ •n” n | ， 

ni りょうて いわ ちからづよ こうげき てき 

ち主。かたい両手は、岩その力強い攻撃は、敵 i 


ベを知らない。力がつきるま 


をもくだく威力がある 


回すととてもやっか l 




軽々と持ち上げてしまう。仲間の役に立とうと奮 

'"3 ■••巾 ", .»I * . . . 一 ■' u»' ■■■ — - . «■■■«-■■■■« . . I ■- . . ■■■ - . . . -r—^-p— -- ,vw^.-. nnuvMj ii^npii ■>... i. „ ■ ,i ■ ■ U .1 • 二 : T 


闘する 


•耐性 
▲ 基本ブランド 

■1MA 

♦ 落とすアイテム 

わざ こうか 

© 技の効果 







































































































































m 

: . : ....... V T.: 

::攀 __m:n . .. 

..... … 




短時間で、あれば、翼のよう首まわりのふさふさした部愛くるしい姿が人気。眠っ 

P„ m “ , — 二 …,— 卜 —-.-. ユ-—い __-- - i ” ■■■ ■■»■■■-• - •_ % ihvy. .mi% g ■n''ar^»-p-m--vi5n?---->-rri> • t. ■■- . — — - - r. - .. ■■- . .- .T-wrt^iwvwrwiri in itn war-t <nu.M,' u ii 

みみ は と ぶん さ ； b ごこち み み 

な耳を羽ばたかせて飛ぶ分は触り心地がよい。見たているように見えるが、ちゃ 

h ■.■rrfjpm^wr.n ■ i ■« w ■ nV.__ — r^JV—^_ .. w yy ry iw iwirtpi'r. umi.- F»te.n».'w ■ n ■- . ■iiiwi-»i ■■- ■_,—•■■■ ■_ 一 . 占 __ 一 — ■■■■. め ia ■wyyw- ■ _ w wri .v. -•■ . -. rrwiit^T.rMvrr^wfwr--r-r« ，》 'r — - H-i»i r ~r^-r- - ■.«-■“■_ ， J-. — s _- 一 ■ 一 a 仏 - v … ■ - - ■ . ■ i vj*uv^ •«Vv. .■ ハ ? 

にあし め わる じつ ^ お 

ことができる。逃げ足がたい目は悪そうだが実はそうでんと起きている。 


もな匕 









、、 


シエ 



はね みみ ちい きば とくちよう せい 

羽のような耳と小さな牙が特徴。おとなしい性 

_ ■ -: Y ... : h WdUyWYUl JUJUiVVVVVfL'h ■■■画 ■■■■ ■ ■■■■ '■- .■- ■墨■■ し ■■■■' -t«' UW-W( ddUUhWIi. .■^— Ufc-JLT.iAj-fc-.ir. .WVWWjT^-gwA - 1 1 IU a IVT-r.-n ||...| .,...1... - !.!'■■■ —"*1 Ii|— If.. •■”—■■__ ■■- ■* !■■ ■— - ■"^■■»- J|»..SI.|-I.. 

かく あらそ す 

で、争 c 、ごとはあまり好きではない。 




サ女. 


たい せい ：んィ._ 

♦耐性 

きほん 

▲ 基本ブランド 

■ IM 

♦落とすアイテム 不明 
© 技の効果 



"が 


.声 




-ふ> ^ マ 

めた; i,. 心 
































































































こでどうやって生まれるのか、その正体はなんなのか、だれ 

し ふか なぞ しゅぞく 

知らない、深い謎につつまれた種族。ひとつだけわかって 

' ■ .... * • | • - •*' -■ '..I-. l'I tl li シ I' f . . ' . I. , I , |. - . • • 

.この た 

‘るのは、マスカットを好んで食べること。だがなぜなのかは、 
れもまた謎である D 




クビナガ島の南で、謎の真っ赤な生き物 

もくげき つの なが どラたい 

が目撃された。角があり、長い胴体には 

き bli 

の奇妙 


翼かはえて L 

篆 せい.ぶ:つ .も•く {- 

な生物を目撃した、とある村の子どもが描 


い もの さわ b <げぎ こ .え 


いたものである。その子はこの生き物に触 目撃した子どもの絵 

とき . 」 U うげん 

ろうとした時に、やけどしてしまったと証言している。 























































































幻の大地に生息していると 


).1 


m , 


.a ： 


つもしかめっ面をしていて 


えるが、実はやさしい心の持ち主 


:- ■ i .r .i• 11T ; i'■ i ' i 'i i 1 

している。 

透きとおるような 

_ _ _ __ _ _ lU ^ UUU 9 l > B l ^.-1 iai <> C -> - -- - - - - — -.—ifc- - JM ■■ M! ir -! — . . 

徴。不思議な力を借りて 

ぃぅ t 

^ ■ k • i ■ ! i . jhaunr-t ! i .-i^_ ■ 一 — 

:、つも画をつぶつ 

からだ なかま いや ひかり 

身体から、仲間を癒す光 

雨をふらせる。 _ _ _ 

て、#か i 

こ物思 L 、に沈んで 

“ ■-■■■_ 置 ■■■ _ ■■■■■• _r 1 ii , er i ■ Jin — i ■ = _■， ■ -■ ， r ^- i 11 . i 

はな 

を放つ。 

• ♦瓣♦争■令 • • 

一 — ■■一 ■ ■ 1 ■ !■ !■— t — 8— 1»--—■ — -> ■ w *» l - fc , .- i ■•- 

■ , ■ rt ii i — 1 ■! 1 1 ir * r -_ r _ 1 ■ ■ t ■■-'- J .1.-.• tJT '. v - vui 1 u ■i = ■- 11 ■ i - i J ■ l 

_ _ _ _ _ _ -.j.-.-n- i -jrv ， r-»-«-! - r-ff- 1 ~"—— i — — - &■ - ■•ハ a ■!■■■■ jp ■ n-n i! i ■■ ■ ■■ ■ — -r—w … 

いる。 

■ ■ _ 1 ■ «■»■»! 1 ■ >1 ■』 _l ■ . TT -. J C VTT 

r --- - JTT-rru-r — « —! 一 r— — - ■■一—一 -- - ■ - ■- —- T -^'-• ■ - - . - J --. 




成 


；v 










































































































太陽のように空に浮かび、火を使った攻撃を 


しゃく熱の砂漠で出会うと、いっそう暑苦 




交 


わざ 


fm 


ぐ.■纏 


わる。ふだんは強気でも、きらいになった。暗藺の中んあがっていく。気まぐれで 

-■也•■▲■■•山 - - - — - - ----^ .■- . i *. . . w _ 一-- - 一 --!一- »— ■■ ■ »■ ■ ■_ 一".■- ■■■■■■ 二■■十 - - - 一： - - - >v . J . ■■■■■»■ » ■■ i n ^ OT r . T- T TT ■■ _ 二 . . . .. ■■吻 ■ ■ ■ ■ & a ■… ■■沿 k り ■ ■'■■ ■■■ 

げんき よわ hb ひか すがた まんげつ はな ねつこうせん てつ いた 

_元気がないとやや弱くなるで、淡く光る姿は満月よりも放つ熱光線は、鉄の板も 


ダプ / k サン 



























































































































m 


暑 .:D 


せ . 霞 ::.: j 




m 養纏 i 


.... • •••. 


: 


鶴 








I*' 




'is.] 






森の奥深くにある沼から生まれる。木々のあい 

. — , ...-.-.it^-.r.! 

えもの！:お ま 

だにかくれ、獲物が通りかかるのを待っている。 










j- 






身体を透かして水場にひ楽い、ことが大好き。笑うといつも不気味に笑っ- 

"，ザ r •••け,厂—，—” — - • —— r ，刑., •• ••• — ■•- r -^-, ••••• -1 •，一.- -*-.»«•« - で . rr •一- — — — — — —■••••_•• — ••••••** ~ * 

し ちか くち ふ ほのお きい い1 

そんでいる。知らずに近づ 口から吹きでる炎は、おもし気に入ったものを石 

n I <■? »■ mi . f <t I . . . | ii ii * 1 * | V ' ■ 1 .. . . ■ 1 ■ •••一. ㈣ •.••占 ••—•《••«»» ~ rr .—. w ,.. .. . ■ i . [ ■ - 11 1 - ••—w 、 .'. -'■ -w ~'- -w '~ . . ' ' * 1 ' ' . 

%ぱ みとき おお も かえ しゅうせい 

いて、その牙にかからないよろいものを見た時ほど大き持ち帰る習性がある。 


’令 








くなる。 



u u. j.' w. 





あたえる 



鲁〇 物理 X 火 

























































































































































カノレピエ 1 ーロ 


J :) 


かっこう 


ピエロのような陽気な格好 


お 


をしているが、ひとたび怒る 


かぜ 


と、すべてを卷きこむ風の 

— ■•*.，■ .1. ■•: -■ 一■.げ雷ぃ • I . I . “一•■一一— 

渦を起こす。 

■■ P "■! n * n-TH - , 1-1— • — .. — T . ；■" ■' |1 '-I | ITII M'lM t ' flEB |.°. L . Jlll ' ui . j - ij ILIJ.il L ! | L . 


カルノぐチオ 


くるりと‘いているりっぱな 

■ J,_, ■■-■-11 | mn wu : jl -. ii 二 _ j •■■一 — ■“ ■■一.-- ■ 

つの とくちょう つばさ う 

角が特徴。その翼で生み 

•■ 言，》 ^ 户？ _1!!1'，| — _ 曹 *^| Jl'IISimMLinril. ail.. E 墨 hll ..J.j.-.a ■-"■•■■HI 

だ かぜ なか ま' きず いや 

出す風は、仲間の傷を癒 

_ _厂曹 *"1户 ， f ■■■ ■ m 产 it mriryBat i ■卿 ■■*_!! ■■'■■-■*-■« r*ir ■■■■— ■■«* bti — ■■ :■ ■■in ■■ ii n i ： a r . ' ■ 

してくれ る。 

力,ぜ; 


• 〇風 





h . ,y 

v 


ふ 



本明 

0 阵方金■の全ての状 
.逢奥■をなおす 




• ■■卿 

:■ : mi ■し 


m if 

frM Wm 



j . 




9 







各 


カルツ 



おお 


つの 


大きな角をたいへん気に 


い 


じつ 


入っているが、実はバラン 


ろう 


スをとるのに苦労している。 




• 0物 




ひ 



v i " 、 


■ ii ^ 






■ぬい 

マ明 

讀 J 


t}；S ■ 


© ft 方ひと.りのと.くぎを’ 


-ノ 


/ 








織 ベ: 




: ■ . 



系を: 

■- 


:: 

マ. 


. ま4 

t. 滅 

.. I ■ 1 I ；.4.-. M'lf T ■ ■ 







■ハ 

ぐ..::：:、 . ' 


パ 

身だしなみにはだれより気を使っている^特徴 

ちょう ぼんづのおお あいて す 

は蝶ネクタイと1本角。多くの相手に好かれたい 

. 一 - ■ - - - ■ 叫， --㈣■ 一-^—， 

おも 

と思っているふしがある。 




m . 


たい せい 

耐性 
基本ブランド 

笙 MA 

♦ 落とすアイテム 
© 技の効果 


.レ 



特Iこなし 

/ 、ン 
♦•% 

就 


'卞 


•か广 •■■ 4ヂ__ 〆 : 


こせ h . 


■か.〇ふ 



方全員の HP を回復する 



乃' 

:獻 

— I 


► * 







'を 

ジ 


行 




ダ 






か 


S も is 

.i r ^ 、一い . 11 - A/t 

■ 蒙_ 

ム，不 

• ▲■ 4 ® 




















































































































hti 


のような頭を持つ。雨の日も 



pfW 


観 


' mA 




a 




レムノン 


ズノン 


オノ、ノン 


ねむ rS よう ナ■卜か お とき あた3 お•よ ^ 

魅舰歷整匕塑 i 学艇黑啤 

の愛ら _ い 姿は、:; 多くの女 


め、ほんとうは寢ているふり 
をしているだけではないか、 




と言われている 


0 



〇火. X 物理 




|, u ■■ Tl ■!* 

入 :X —* 

ふ、沖い 

系_ 

, パ.' 

:: イ C 田 I 


© 


卜ぜ:八.: 



取- 


賴棚： P " 


4い..い 


、.状態興常もなおす 


ぐ、と言われているが、いつ 

- ...I,,..-«i- I-W — —- 

ね すがた 

も寝ているので、その姿を 

. ，一•一 .. --- - - -- -- - - - - 

み もの 

見た者は I 、ない。 


參 


みず 


ひ 


V! 




ル ffi ! 





め V 


ふめい 

石 +_ : 


かいふく 

嘯测 ( 5 ) 

卜" 、又 



のダメ 




を次)た:え .S 


せし 


の 


性から好まれている。 




' c ^ V ' 



/7 


スタ 




仰] 

ぶ、めい 



0 


\ 


K . 


1 


■ e »rii - I r. T1 

卜 4 声"て 


タフ 



'パ f '”. 


㈣ 






































































































らやって 


深い深い闇の世界からやってきたど C 

ぞく 

族。はっきりしたことはわかっていないが 

よ おも こうぶつ 

の世のものとは思えない。 チョコが好物 i 

すがた もくげき 

姿が目撃されている^ 


:.で； f '.': 乂^:. 

系 

■ ■■ jll -(■. パ-“い 

■ v ； \rC*.Vj 


織 


圆 ____ 晒 m パ 

_されたのは顯の fc ろぅそくを♦に類膨 

关£間の：^きな鏡の前に:&っていたとい 
う。だが不思議なことに手にして t 、たろうそくは1本なのに 
には無数のろうそくと不気味な目と口が見えたという。 


かがみ 







































































y ョテ 




やみ 


てき 


n 


あいて 


コ 




こうあつて 



闇にとけこんでひそかに 

ぃ ■■■ 一 , , -- r •••••一 

ちか み はき 

に近づき、見えない刃で切 

- -- T - r-r- ■ ■ ん ■ •■if •- »— - - - 一一 f ブ … 故 . ■ 1 - ^ - ’ 

さ 


り裂いてしまう 


0 


どんな相手にも高圧的な 

_ _ _ _ _ -- - - 

たいど もの 

態度をとる。さからう者に 

- —— 一一 川 - • 一 ，- - — •" — "- 1 ： 一 ….~ 

こう |f ^ ま 

は、ようしゃな L 、攻撃が待っ 


.•兄 .: i 


ている 


〇 


參〇 


: a r 



ひ 


し 1 


X 火 



を!‘*- 


.な. 









> 


.% ■〆 




訊- 


す ，. 





大氷河穴 

きおくのひけ 


おりのつめ 


ふ .ぐ: vi Y 

irr ^ b^-f 


，マ.-..' 



都，‘ 



ふめい 







0 敵];体をきぜつさせる: 



やみ 

BH 




; 




11 




メ 


あたえる 


▲ 




ふ 




ふ■的い 

ホ期 

やみ ：:_ K : て 3 

© 圏の力で敵/ 





メーーシを^ 




才 





3 


おりどラく 


す 


か抑 



氷の洞窟に棲んで、いる。ローブについてい 

一.- — — —例 ■ ‘ユ ■ 1 ■ t .. U I P 1 

もの じぶん にく あいて す.^た 

をのぞいた者は、自分が憎んでいる相手の姿 


み 


が見えるらしし 


〇 


.一一 


たい せい 

•耐性 


み..す. 

〇水 


び 



ほん 



基本ブランド ダブルムーン 



せいそくち 

生息地 


lh うが " t 

く 河 ft 



落とすアイテム きおく0ひげ 


えんまくボ—ノレ 

てき たい みず 


わざ こうか 1- ^ v ；' , 

© 技の効果 敵 i 体に水のダメ 


V り.:テ 


- 


戈:..:... : 〆 如::::::.' .::... 





























































































































,11 ノヂ I . 
V %.'•}*. "i I * 


**.■**x • ir ,_ 5£L«* u^.' 

；.：A へ.:.:::汶:. ..): 














T ン スタン 

••• • * • .. . — — . .. . - •' . . <>' ' 

あたま かざ み めだ あたま 

厘趣迻里翅歴 

ない。暗いベールの奥にをつけている。しかし、> 




_ 


ベールのようなもので L 、つも素顔をかくしている、 

. —— ——- — —- 門^■如 … __ 

は 、 ちか‘ えもの 

恥すかしがりや。あやしい力で、、かげから獲物 


t 




W 1 ： 


I 




-vfl 







































































































ン 


hi にん つか 


やりたましい やど 


はじ 


悪人が使った槍に魂が宿っ て生ま れた。初め 

め h やりつ しゅう せい 

て目にしたものを持っている槍で突っつく習性 

. ^ " _ — _ = ■ * I JiAJ.VW.1-■ ——I—--l-JI-*—-J VU 



力 I ある。 


せ L 


_ i 性 

▲ 基本ブランド 

1 MA 

蠢とすアイテム 


か.ぜ 



ムー ノ 



デカロック山 



かた I 、.誠 


おんさの/ 


わざ 


うか 


.) .げき 


© 技の効果 ク y テイかレが出や嗜飞1攻攀發 


する 









麵:: 

き為_# 


ざ■: 


::•■せ私 


'..ぐ.::::. 



ェク W — ノレ 


ふこう は 


おそ 


不幸を運ぶと恐れられて^ 


むら ちか 


るので、 ェグールが 村に近 


tlH 


し 


づくと、みな扉をかたく閉め 

■»« A - a . n »■»>!•■ a - - Vtn »|' 1 .. 1 ». 11 1 ' Wiy 

l< 

てしまう。 


が.ぜ 



X 風 






丄£ 

ni 


^ ■：) ，，二 

東部 




ほのおのプリズ 
ひかりのがじつ 




卜 


©敵 1体をいずれかの状 


ナ • 


隨常にする 




:-1 - :1 _ ..- 

-I _ 


,. 發.-..爵 ■■■■■' 巧 


1 T 業 

; A : 好：. k 」：^.:::::: z : m > 

: •- .. 




li'i - - - 


. 




. .:バ 1 ' : 


1'■• ■マ ^ 

: 脅 > 1 ::: 




寶 ■ 


■- V .7- .'.せ 


. 

■ I .た' 


% 




1 _f 


KN I 


■:'.|:.|:---||. 

.. , .-..1 1 . •. 



. ... へ 



の 

も 



力 


ク 

ヌ 

ラ 

グ 


^9 

LC 

う 

こ 

ぬ 

ら 


る 一 S 羽 
の 

そ 


〇 


る 

方 



〇 


中 


-5 






:ろ 


ぎ 


せ 


S み_ 
_ 



y , 


白一 

ま、 

( 

風 


XW . 




T 一 

K 王す 
お 

S 疏 

筌 • 

;明觸淨異 

1 ;をンィろぼ： ■へ'..® 


t 虱 

rclMH.- 

0 

• ▲■♦0 



つ. 



み 


ム 


サ 





ち 


二 

vffv 

地 

土 




そ::が 

ま 

/\ 

辱 


る 

ふ 4 




% 


ろ 


き 

f 

う 





わ 


ろ 

の 





攻 

者 

ぐ 

づ 

斤 j 


か 


■ r \ 

tfv 

風 

む 





氧 

:*.s-.s/ 



ン 


r 


- 1 գ 

+ノ 








O 


囉 1 "f r 




え. . 


i 


Vi 



比 



U 






き I の 一 ま 


ナ.み 
ナや 

•▲_♦ 



S 

二ん 





_ M - 






















































































































_ 






大きな耳で空を飛ぶ。その生態には、まだまだ 

加， ■籌 似•せ, •，〒す 咖 v •一 •• —— 1 •一•け……•め一： • ，•… _,...,.„_■, 一ー ヂ •••••ザドード „加…■… …… 

なぞ おお くうち〇 こうげき ちゅうい ひつ 

謎が多い。空中からの攻撃には、注意が必 


t 

m 


\ 


.. : 


麵 


は、強力な風の攻撃で 



















































































































} ， A S 




’ ：： :^ 






子どものように無邪気で 1 、たずら好き。 l 、きなり 

内—，广„_，一一 一..^•し一 •一;--一… -._ 一 ••..•：— -•• — ••… — 『•■"■•，•ニマ”-—•.•一一…-一--.- . 1.••一一…，一一-一..，••，• r -. 一.- . . . .. . 

h^b たびびと 

にゆるにゆると現れて旅人たちをおどろかせて 






遊ぶことが矢好きで、かく長くするどい&^：ヒ±を 

ときどきて 

日寺々手のひらをこちら 


i -— 


M 這力! » — 泄く些_』隻座-纏 

• .!•. 1 •*•'».•'•. jV --.- •• - V - '.. • : •. '••.一 -'.，• ...パ.... * . ... ... •，‘■'■ふ. .. •• •.. ..... . 

らせれば、どこにでもかくれかもとらえどころがない。—に向けてくるのが、何よ M > 


証拠 






































































































































: ••輝減 

..... .■一.:祕鏽 


- ■ • ■■•• n’x 

- - - 一 ^ 


■ - •■■•.•ち. 

- • ' I - 

.■••.■.，••.•技.？^ 

Hh 

i ( UV 

' •: '.CS 勒0 

• ■ - JVnii'LxO 

■ • __ n- - ■ * iii r'•E yfcJ 

■ ri^,i :, h.' |i. «.! iTjk"-•■. li. 

. :ゃ资4 
v - A-'vSiL 


き t な i ? ちかよ 

ふと気づくと隣にいた、というように、こっそり近寄ってくる、永 

• • .• : _. J 1 .’: •••••••で ： * Vr ,. .'•• J -' . •• • • • ' * • . •••_ ■:.丫.1,、. ' • - . _ • 

えん かな しゅぞく .し』うたい なぞ 

遠にさまよう悲しい種族^その正体は謎だが、ぞわぞわする 

つめ ■た +1. の.. この'' この 

冷たし、食べ物を好み、ババナはあまり好みではな又、らしいと 

はん•.ぃ 

いうことだけは判明している 






13 


ふ料 


なか 


船の中はは怒れもいない 


どラ 




■ 

:: •：'^^，： '... 

ベ'.. ，.へ :,-.： ■ : . 

. 

. . : ; fp 義:; 

.. . • . 

- - ... ... ... 

' : •. j 

. - 

- ■ ，.:， V ：' ：- • A 

..... .. ... ： ■ :'： ： 

: . .+ 

..が 


巧 レ :::.,;.: . 

: ' 1:: 

' し::..::::.::.:: 


• ■ しゆつ こつ ■ふね 

コッコナンダ涧窟の港には、いっまでも出港しない船があると I 

ぼうけんかみ え ごうけい ぼ- 

う。 ある冒険家が見たのがこの絵のとおりの光景で、あった。冒 

けんか しゅき ふねなか 

険家の手記にはこうある。「船の中にはだれもいないのに、まだ 

かお た さき. しごと 

香りの立つワインがお L 、て あり、先 ほどまで、 だれかが仕事をして 

ほねど’うし あ 

L 、たようだった。おまけにどこからともなく骨同士をぶつけ合うよう 

ぶきみ おと 

な不気味な音がひびいてきた」と。 


瘍 






m 



^0 & 

■ ... - V 

bl 馨： .：..、 • 

1誇 •■:■■■ 

ン.； '.: ::u . 

.■ J "::-, . 

...... 





wsxfum 

.......:.:r :. 

: ド...3 

魏フ ： v .-, 


一.：-: ■ '.:■: 

:... v ,»; v .; s . ‘：. 


•. r # 

看 ％ rm 

■.* Vi . ■- .. 


:^ ar:^ 4 4 編 










籠ご 

麗 # 





つ 


せ 


説 


r 


ん 


.で 


伝 



る 






の 


nf 
1貧 

ほ 


^0 





0い. でんせつ 1もの 

ぅ 1 


鑛 










































































ゾ： __ _ 


.㈣ ン • 






メ:: ベ.： 

み . • 1 --C : - i V •• 


キャン ドロー キャソドノレン キャンドロツポ 

くらやみ まよ ひとう I よるなかま あつ ひ 

暗闇で迷った人に後ろか夜に仲間と集まって パー しっぽにともったあやしい火 

■-1 _ Vji,. _ . , Hi _ _ i. M M. V . J r. fc . Ltnwr-.-^ .1 nb w »__, ― ,_ 一 _ _ __ _ _____•_ -v...-. j.-ajimv. .'wv.-pti a— a-■ » 'll . . ■ ■■ . .. . . ■ — ....» .« . —.. Wfc *W 4 .i . rfi .v. LVVUM i», rr^iv. wvr«rr^wnrvi-mTriTi"r—-V*T*T*TT-^TT - * -■ -i~v:i■ ■! 1 ri.—-— ct — m ■11~~! --- 

ちか しゅみ き ちか ひと ， 

ら近づいてはびっくりさせ、テイーをするのが趣味。それが消えると、近くにいる人が 

' ■- ,-■:■ ■' .^ v . ... i . aLr ^*-. u .- - Tl . - - - -- - --- 1 ■_— 1.,. t - - - - - -- , ,- j - u .. _i ^eunj ■ dn % m <. vwmu -v - --■。一,---- - --- - --- -- - -_ —~~ ■*■*»■•« - ■*■■■« •— u JV^.uunw rjr . v _ is . - lyamm inw w ? vi ■* - miv --,”— jm ' vr - v .!—. — 

('： すがた み たの み もの い かえ ふこう 

逃げる姿を見て楽しんでを見た者は、生きて帰れな不幸になるといわれる。 































































































































•ii .-r 


. .. 

J . い..：.. ... 
... « 


ぶ..::.:'. 

:.' m&u 

警 m'::. 虞 mn 




•灰 

、へ '-' !■ 

ウ 

Ii 1 i . ( Q ： c i . .irn 

好 

4: 


血の匂いにひかれてやって 


古代の墓の下から現れ 


身体中のあらゆるくる。味にうるさく、おいしい 

.1 I _ ii ^ I . ji iji.ni ii I I I 1.11， I i||i_ ill _i ■.垂 mi I _ii flu. • 和 ^^ iM|_ n Ii I _ |’i _• _yii _ 作 || ill.■ 晒 *■ 響 _.m *pHiT h 1 Ml l'i fc i*» 'i l k ^r~w^ m ^r}lnf^rw^fFTi.rmr^a fjm ■. -v— ぐ - ヂ — 在 / 一 - ザ ,■ , -JL, >■ I, a.. . .y 

ぶ % ち も ぬし 

:武器をしまいこんで血の#ち主だけしかねらわ 

■ み —y ■■一 if I I 嗎丨 i 、圓 *^* 一 ^*、—.，，. _.•••、• ^"\ *••' —»>d| v • 的 -* >yi ••• • .r,Wfti^'rir-.r m •-, • .•■Vii^rfi -JLii|-»« ■■■«» ■■幽 




iSp- ji-r 

■■■ ■ . •■: 


mi 


: 

..と 


1_ 

遺 r 二;、.: ■.. 






































































































. 

■ ' • V •切 


3 


• -•‘ 


■: a : 


なか 









W 




テ/レ 



デル^ーラはは 








n -：. ； : ;: 

: 








■'；；， 


: 


いもうと い 


わか 


たま U 


ラ.:し::な 


はは たましい 


妹と生き別れになった 



〇 



さまよ 


なが 


欠,.. 


mi 


仲のよい姉妹がねたまし 


子を失った毋の __ 
える魂を自分の子どものよう 


ふこ 


め 


たいせつ そだ 


長くさまよったデルーラがば 

ようり』く たか 

ばとなった。その妖力は高 

のろ ころ W ' 


r 


輝.. 

■: な. 離 


ひヒ 


く、不幸な目にあわせたりに大切に育てる 

•- ■一 . •—二“一 ■.■一: _ , . , .1 -• ■-ぐ - ^/ r ^ M ..-. - ■_■,*«.■.■.■? -nrrr ^ - —•.— ― —— 


0 



人を呪 t 、殺す力がある 

• 产 .• 科， V- -^r* ■ l i - ■■■国 ■ .1|| ■ 1 ■ ■ _ "■■国 ■■ I )■；! | ■ II '■% •« • JV ■ 1 4 ^ ^ «| WJ» 、■— • •>'••• >V 


シ' 

弯: 




する。 


という 





Q 




:•在. 






• f . になし. 




.-... V . ■:； -V 

. •媛 戀::: 

驚物 


_ 特4 


*'iw 




スタ 



ス々 


ムー^ン 



♦ みずラみ. 






十十シ. 


1 


Js ぬ V ' 





•:ぺ0 



いにしえのせきひ 



やみのつ ( 




めい 



着，，'へ 

為.：:.:: 



•：：：■ 


:"•、ンマ 


_ t' ^ TV - 

© 敵1体をきぜつさせる 


© 


じゆう4デうのつめ 

やみ .1 


© 


C 3 ぜんたい 




をき 


0 






敵 



ジを 


い %： M 

■ V n i»' • ,；i riri；., : .1. 

%' L.y 

... ..'v_v. 本，...:,. 

パ -:: t . ノ m :' 知: . 

. 

一 .‘.■• 免 ... 

. W，:_. 




あたえる 


■ 


.板:‘:叙 

，ぐ:' 

~ t ： y . I it 


、、 




_ ^ ‘ ノ し, 


し たましい Ef せき 

死にきれない魂が墓石にとりついて生まれた 

• け ..， *■■! yJm i-n 

せいぜん 


0 


おも 


なか 


み 


じぶん 


生前の思いからか、仲間を見つけると自 

W れノ v,,-.^r '• « ■■ ■ ■ -■■ 、 ■ —r.^-- — ， ■一 如 . — d-H-、 —>— ^~ 心一 ^ • 〜 -■ 一 ^ 


.: : 'r- 



、..:.で.:.; 


かぞく おも 

家族だと思いこむ。 






たい 

•耐 


せ％ 


性 


轉になし 


- 




きほん 

基本ブランド 


-•：# 



L 

ノ 

A 

▼ 

: 


ぜいそくち 

生息地 




とすアイテム ふわふわそつ 


わざ 


じょうかのうでわ 


か 


-• 


© 技の効果 


敵1体をいずオ 


*- 



；)Tz X 






m 






て .-...:...-:::，.戀 

.•• : •■ • ■ -: •;•»■. •.し.，•.-•|| .. ”• .■> 

'厂舜具 

. • . 

.. ■• .••• ———— . :•- •• • •. 

•••• :，:， i.v vt . ，>••(:め.ベ 

-—- --• ■ I ■ ■ »■ ■ ■ I ■ . ■■- ■ ■ ■ ■ . 


k 

4 - 




鱗 




： T*i t で “— 



_ 




w : . 

























































































































ぺ' 一^^ 


ゾ ... ........... ..... : ... ... 

. . _ . . . : . : 

. ノ . . ：.ノ ...... . .. ..... が... 

: ... - ..... - - 
.... . ' . ..... :: . • ... 

...... ' • ^ ...:迦. 

:. へ..::. 嫌;:.輪ざ :纖 .- . 

. ............ ....... .('於•..免.，:‘戈:......:.......へ.:.,...みぐ:'.，知 




... i ■ ~ 

.藤 


コッコッと努力を重ねて隊幾多の苦難を乗りこえ、今骨身をけずり、つぃに元帥 

UJAWVI r V ■ -i\.i W M1WJ . r “ JV^rl^V ■ ― WBVWW) 1 I'l'F. WP-.- —-f I . . IM 1 ■" ■■■■ い .… ■ ■ ■* !■ . . . ■■ H I ■■ ■■■■■» ■■»!■■■ ■■■ . . . ■■■! ■■■■■» . . ■ 1 — 1 . . . ■-> *■ *•«**.-* A . — % —■■ ■- ill . . . . .. I ■■ ■■ t .i i ■! .I| .III ■ ~TT-—> — 

ちちぃ きず ほね ほね ずぃ なかま 

長となった。がむしゃらにの地位を築ぃたレ骨にきざとなった。骨の髄まで仲間 

j : i - vm , , |* ai,ni — — M .-- ifc . iujf —— i *•■■ ~ ■ — -. s - • - v *— — ■ ■ ■■ i ■ * j*i ■- i ■■■”*_■， ij *^ r * _••■■■■ - "• . ■ »_ i i ■■ pi_.n •■> _■■■ ■■圓 _ ■■■ 11 ■■ ■ *m >•••■« .Hi i . • ■ * ■■ ■ 1 ■ i * — ■■零 H ■ 一* ■ ■『 

たたか うで れきせん あかし おも せんじん 

戦うので、腕がはずれてもまれたひびは歴戦の証。 を思ぃ、ぃつも先陣をきっ 




繁 : L 


ガイコツのような外見で、骨身をおしまず任務を 


遂行する兵士だが、失敗が多ぐいまだに階級 

■ -■圓■■圓 — 一一….一—.一■一. ■，―■一 _ fc . •-■一—•“■■■■■一 一 ■.一 _ . . . ..一 —4. J — i h i _■ i — UJJfc - - 里 • t J t ■■■•.•■ ■_ ■丨 | - - •j- r * • ^ ■■■-■ ■- ■■•■こ諭^- a .»— V "r ■■ ■■ ■■ 


で/ 

4^ 


このページの 4 体は「えんまくボール」を使われるとくらやみ状態になる 




















































































..-.. 
響.，: t::.. 


•.. ..パ：.:':.:.: 

r 参 .. ： ..' く：， ‘:. . パ :-::.':‘.: y 




■ ■ 


窺 


ぬ■: 


海で亡くなった霊の怨念海賊船にただよう怨念の最強の魔法を求める無念 

— 一 "■— 一一一 •— ■■ 一^•一 开パ —— - ■ ―- ー ニ _ ■_ —— ぶ 一一、一 ^^' • 一一 . 一一 —一 — ■ ¥一 •一一 一 — 一一 . 一一一-一 〜一一 ▲ 一 … 、、一 ‘ 一'相 ザ . ■ — ? r 

すがた か せいぶつ い しゅうごうたい ひ たましい ぐげんか にち 

が姿を変えた。生物の生ぎ集合体。デッドクルーを引の魂が具現化したもの。日 

, _一 —一 -”~-~ 一ー ムー一,'.〜 ••— —— — --- - -- - 十“. 一一“.、、•一一，—明ザ . r ■■.一 ■一， 一 •ニー^ - 一^^ょ，一.^^^ 一 ■て 一 的.■•リド—- - ----■し"■し“ ■ ” W . '■- ^ 

ち す す つ よ よ 二うかい やけんきゆう 

血を吸うことが好き。 き連れ、夜な夜な航海に夜研究をおこたらない。 


卜 m 




















































































































A 






















































































































































































































































































































































































































' 

... ..,/ ■ .. .... _ 

..' : . : ..... %為:'.::メぢ访 










P ^ h 魔法使いへの覚書 




if 




傷職 


辟):....:...:… .. 

•- . :4:'v 

. 'm 




S 魔:法使いの f ! テの旅に欠 f ; せ》:のが、疲れ 

を癒してくれる宿屋。マタタビ荘は全国のいたると 
はろで籠している ii のチヱ-ンだ。チェ-ン 
^とはいえ、店がまえも街ごとに蓮うし、スパがあったり 
ペンションになっていたりと、かなり個性がある。た 
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だしひとつだけ共通点が。この宿を訪れた際には、遠目に見ると 

みみ み ふしぎ かみがた てんしゅ 

ネコの耳のように見える、不思議な髪型をした店主がいつでもやさ 
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しく迎えてくれるだろう。 


マタタビ荘に泊まった客のあいだで、 
かわされる噂話に I ；不思議な夢をみる」 
というものがある。覚めた時にはまったく 
記憶がないそうなので、この噂じたいも 
あやしいものだがゾょぜか特定の絵力? 

へや ゆめ 

かけられた部屋でのみ、その夢をみるそ 

.え L * 气かい t 

うだ。前のページで紹介している絵は 

ラつ ゆめ せかい 

その写しで、「夢の世界のスケッチ」とい 

だい 

う題がっけられている。 
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「そろそろわしも引退して、お前に位をゆずろうと思う」 
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王子様はよろこぶどころか大いに困りました 6 王様になる自信なんて、まったくあり 
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悩んだあげく、ふらふらと城を出てさまよっていると、とても強そうなライオンに出会 
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すぐに逃げようとしましたが、ライオンは王子様をつかまえると、ぱくりとひと飲みにし 


てしまハました 
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最初、王子様は困ったなと思いましたが、すぐに考えを変えました。 


ぶん m i 


そうだ、もう自分で、王様をやらなくてよくなったんだ。ほっとした王子様はライオン i 


首いました 
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「ライオンさん、ぼくはこの国の王子で、あさってには王様になるのです。ぼくを飲み 


こんだのだから、あなたが次の王様になってくださ I 


王様になるのか、悪くな C 
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あんなし 


そう言われ、王子様はライオンを王宮へと案内しました 


しろ ひ 
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ライオンがやってきてお城の人たちはびっくりしましたが、王子様がおなかの中方 


頁い張るので、ついにほんとうにライオンが王様になってしまいました 
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K 橋がなぐ T 困ると t 、ううつたえがあると、 
たくましい前足で木を倒して橋にしました。 
ただし、税金や法 tf のことになると、な 
んにもわかりません。そんな時はタマロが 

驗の中で頭を働かせ、とてもよい案を 
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ある時、王国の東と西のそれ 
ぞれの端で2匹の竜が暴れてい 
るという知らせが届きました。恐怖 
にふるえる人々は、こんな時こそ 

另鉍いライオン王にやっつけても 
らおうと期#し、王みずからが竜 
退治に乗りだすことになりました。 
とはいえ、さすがのライオン王も 





はなさそうです 


「腹の中の者よ、どうしたらよいかなあ」 

そう f ' /v さく おス 〇す 

相編されたタマロは、ある策をライオン王に授けました。 

おう ひき からだ おお ひがし りゅう あ い め_ t す - 气 I . 卜 

ライオン王は2匹のうち、身体の大きな東の竜に会 1 ^、に行き、目の刖で吼足ました 
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「竜よ、わしが今からお前を退治してくれよう。いくらお前が大きくても、わしを食べる 


とはできんだろ」 
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「竜よ、今からお前が王だ。王ならば民のために西の竜を退治せよ1 


おつ い りゆう と あ で 

ライオン: K がそう言っても、竜は初めはまるで取り合いませんでしたが、出くわした 
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その時です。ライオン王は竜の腹の中で爪を立てました。竜は「痛い 
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べんしてくれ」と転げまわります 
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「痛い思いをしたくなかったら、これからは民に悪さをしないと約束しろ」 
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腹の中の者よ。そこから出てきて、お前が王になっておくれ」 
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お、王になる自信などありません」 
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なかったのです。 


□としお まえ りゅう とき はら なか 

「わしもこのように年老いた。お前は竜の時にわしがやったように、わしの腹の中で 


あば おも か 'しん たみ おう 

暴れたりしなかった。そうしようと思えばいつでもできたのに。家臣や民がわしを王と 


みと つよ たみ 

認めるのは、強 L 、からではない。民のために尽くしたからだ。そして、それをしてきたの 


まえ 


おラ 


は、お前なのだ。お前こそほんとうの王だ。もっと自信を持つがよいぞ」 
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お城のみんなも、やっぱりタマロに王になってくれと言います c 
r タマロ様、あなたがやってくれたことに、みんな感謝して v 、ます 
な で^^^ 

そう言われて、タマロは自信と 


気がわいてきました。 

くに .つ いんナ'い 

王様になったタマロは、ますます国のために尽くしました。ライオンは引退しました 
が、タマ ロの 友だちとして C 、つまで も仲よく暮らしました。 

' I 1 ' ■ . - .... 

今で'こそ、いろ I 、ろな国で動物の王様が I 、ますが、かつてニノ国には人間以外 
の王様は l 、ませんで、した。このライオン王]^来、数々のすばら U 、動物が王様とし 
て認められるようになったそうで、す。 
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.を守った小3き者たち 
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森の守う神 


にのくに 


みどりゆた 


国はほんとうに緑豊かで、数え切れな （ 、ほどたくさんの森があります 


おだ 


はる ひ 


くさばな 


<びかざ 


穏やかな春の U には草花をつんで首飾りを作ったり、 H ざしの強い夏の日には 


ひる 


あき 


かじつ 


あじ 


ねんつ 


たの 


木かげで昼寝をしたり、秋にはたわわな果実をもいで味わったりと、1年を通じて楽 


ちり 


わたし 


にんげん 


たいせつあそ 


ば 


二ころやす 


ばしよ 


しめる森,,そこは私たち人間にとって大切な遊び場で'あり、心安らげる場所なの 


です。 


し 


でも、みなさんは「ヌシ」のことをどれくら（ 、知って し、るでしようか 


も 


かな心 


がみ 


むかし 


かんが 


U ぐ< 


ヌシトュ、うのは、どの森にも必ず'、る守り神だと昔から考えられて L 、ます。そこに育 


い もの いのち まも おお そんざい 

まれている生き物すベての命を守りいつくしむ、大きな存在です 
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'だ r 




だんじょ） 


ヌシはいったいどのように誕生するのでしよう 


丸ら 


もりす いもの 

たしかなことはわかりませんが、どうやら森に棲むあらゆる生き物のうちから選ば 


がみ 


つよ もの 


れた者がなるようです。そして、ヌシは守り神なのですから、ほかのだれよりも強い者 


でなければなりません 


もり ばあい じ CH 

ところが、ある森の場合は事情がちがって t 、ました 


:I •「. 

:ノ 


避:い' , 


かみ 


神3まのお告げ 


もり かわ しず なが いずみ きぎえだ み 

その森には川が静かに流れ、泉もわいていました。木々の枝はさまざまな実をつ 


け、けし粒ほどの小さな虫から、人間よりも大きな動物まで、みんな仲よく暮らしていま 
した P 

ある時、神さまからお告げが下りました。 

「そろそろヌ、;|を決めねばなるまい 

その森にはまだヌシが t 、なかったのです。さっそく森の生き物たちは、われこそ力 
ふさわしいと、強さを自慢しはじめました。 


.てき きば お はら ( h おおかみ い もり けが もの 

どんな敵もするど t 、牙で追 L 、払ってやる、と黒狼が言えば、森を汚す者はとがっ 
た爪で弓 I き裂いてやる、と灰色熊が#い返します。大きな萬が自慢のシカや、泉 


す きよたい しろ じめん はんぶん あたま だ おおいわ な 

棲む巨大な臼ナマズ、はては地面から半分だけ頭を出している大岩までもが名 


の の 


乗りをあげました 


つよ 


むえん ちい どうぶつ 


みまも 


強さとは無縁の小さな動物たちは、ただなりゆきを見守るだけでした。 

そんなある日、森に鮮やかな黄色のもやが立ちこめました。とても甘い香りがする 
もやなので、森の生き物たちはヌシ選びのことも忘れ、いい気分でいつもとちがう森 

ふうけい 

の風景をながめました。 

ところが次の日、森の木という木から奇妙な赤い芽が出てきました。芽はすぐに 


あか ほそ 
































うやら綠かの胞子だったようで、す。動物たちがそれに秦づいた時はもう手遅れで、 

森はまるで網目のように赤いツルでびっしりとおおわれてしまいました。 
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あか 

はびこる赤いツノレ 








そうこうしているうちに、ツルに栄養をうばわれた木々が次々と枯れはじめました。 
これでは森が死んでしまうのも時間の問題です。 

知恵者のひげフクロウが言いました。 

「森のどこかに、胞子が最初に根づいた木があるはずじ や。 その木を見つけてお 
おもとを断てば、ツルはすべて枯れるじやろう」 

森を救うために、黒狼や灰色熊がその木を探そうとしましたが、細かく張りめぐら 
されたツルに大きな身体がはばまれ、先へ進めません。そこで力を発揮したのが、 

からだ ちい い もの 

身体の小さな生き物たちです。 

へび あみ め : 16,: ■ 

まずは、まだら蛇たちがツルの網の目 

をかぃくぐって蕃の？を藻しまゎり、とぅと1_1關 
ぅ赫が4づぃたぉぉもとの+を竟っ 


「木の表面に、丸くてかたい殻がびっし 
りついている 3 あれを割ってしまえばい 
c 、みたいだけど、ぼくらは 舌で、 なめること 
しかできないんだ」 

の報告を聞いて、青キツツキたち 
が飛び立ちました。くちばしでたたいて 
割ろうというので、す。ところが、目的の 
木に近づくにつれてツルの網目がさら 


mVl-、' 
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:こ献かくなり、 K げた弱がつかえてしまいました。これでは痛んで 1 
その時、野ネズミたちとくるみリスたちが名乗りをあげました。 
「ぼくたちが、この丈夫な前歯で殼を割るよ」野ネズミが言います 

ろまで木のぼりができるかい」 


「でも、君たちはあんな高し 
くるみリスの言うとおりで、す。そこで、、リスたちが ツルの 網目をくぐり、おおもとの木 ( 
近づきました。 


•' ，: 


賴 


終 


すばしっこいくるみリスたちは、するすると木にのぼり、幹の表面についた何百とい 
うかた^、殼を、かたっぱしから前歯でかじりはじめました。 

壳会が割れると、そこからつながっていた赤し、ツルがぽろりと落ち、その先がみるみ 
る茶色く枯れていきます。ひげフクロウの言ったとおりです。リスたちはけんめいに、 
ひたすらかじって^、きました。 

ところがゾよんということでしょう。殼には毒の胞子がふくまれていたので、す。胞 


mm 
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ぴき じめん 
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子を吸 L 、こんだリスたちは、1匹また1匹と地面に落ちて I 、きます。それで、も残ったリ 
スたちは、森のために勇敢にも殼をかじりつづけました。 


さいご から わ あか t き しゅんか A さいご びき 

最後の殼が割れて赤いツルがすべて断ち切られた瞬間、最後の1匹となって 


いたくるみリスがぽとりと地上に落ちて、動かなくなりました。 


い} きぎ きせきてき たす 

こうして、くるみリスたちのおかげで森の木々は奇跡的に助かったのです。 

か わ くろおお分み はいいろぐま か 

枯れたツルをかき分けてやってきた黒狼や灰色熊たちは、リスたちの変わりはて 
た姿を見て、声をあげて泣きました。 



すると、リスたちの身体から光の玉が浮きあがりました。彼らの魂で、す^ 

そして、ぼろぼろになった木のぽっかりあいた大きな空洞の中に、リスたちの魂が 
入っていくではありませんか。 

とたんに、そこに木の精が宿りました， 

神さまがヌシをお決めになったのです。 

選ばれたのは、〈るみリスたちでした。森の生き物の中でもとりわけ小さくて弱い 
者たちですが、その勇敢さは、ほかのどんな大きくて力の-い動物にも琪して負けま 
せん。その証拠に、今にも消えてなくなりそうだった森を、みずからの命を犠牲にし 
て救ったのですから。 

リスの魂各体!^に宿した木の精は、それ以—ずっとヌシとして森を守っているそう 
で、 す。 

勇気あるくるみリスたちの話は伝説となりました。北の地方に住む人々によって 
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語り継がれ、今でも子どもたちが矢好きな昔話のひとつです。 
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なみだ 


ドい 


涙の妖精 


むかし 


精たちは、世界を自由に行き来することができます。昔はたくさんいたのです 


み 


、文 


(二のくに 


ようせ L 


はなし 


が、今はあまり見かけなくなりました。これは今でもニノ国にいる、ある妖精のお話 


- • ml . ittiiiKi 


な むし なみだ ようせし 


ようせい t . ぶ 


ちから つぎ よう 


あるところに、泣き虫の涙の妖精がいました。妖精は自分の持った力を次の 


なみだ ようせい 


ようせい 


精へと引き継いでいきます。涙の妖精になってしまった妖精は、生まれたその日か 


な どお 


なみだ ようせい な 


かん if 


き通しでした。ほんとうは涙の妖精は泣くことがきらいでしたが、それを考えると 


な 


また泣けてきてしまいます。泣いてばかりいる妖精はみんなにばかにされ、ますます 


泣いて過ごすようになりました。 




なみだ 


の7也 


ときようせいなが なみだいけ 


たび 


ほう. 


そんなある日.、妖精が流した涙の池に、旅の魔法使いがやってきました。魔法 


づか 




去ほうつか 


使いは疲れはて、のどのかわきで苦しんで、いました。魔法使いが池の水を口にふ 


げんき 


:.ふず : H , - . 一… . … u ..i." 

くむと、おいしい水の味がして、不思議とたちまち元気になりました。魔法使いはた 


ずねました 


n れいい であ か 

「なぜ、そんなにメソメソ泣いているのかな？ お礼を言いたいのに、出会って3日 


かん な 


間、泣きっぱなし」 


「ひっく、最初は、暗くてこわかったから、どこに行ったらいいかわからなくて 


ひっくひっぐそのあとは、みんながばかにするのが悲しくて、なんの役にも立たな ( 


V- •: _ i ! 
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のが雜しくて。ぅぇ一ん」 

「そうかそうか、それならまず、君にランプをあげよう」 

そう言って、魔法使いは妖精の鼻先にすてきなランプをつけてあげました。 

はランプの明るさに目をぱちくりさせました。その瞬間、生まれて初めて涙 
が止まりました。 



「ほら、これで L 、つでも暗くないし、どこに行けばいいかもわかるだろう」 

『うん、こわくない」 

妖精は思わずにっこりしました。 

「それに君は役立たずじやないよ。こんなにすてきな笑顔を見せてくれてん、るじやな 

いか」 

それから妖精は魔洁使いと旅に出て、いっしょにさまざまな冒険をしました。ラン 
プの光を頭に、国中をかけ回ったのです。不思議なことですが、それ以来、世 
代が代わっても涙の妖精は涙を流すことはなくなり、鼻先には必ずランプが光るよ 
うになったそうです。 

決して涙を流さな L 、涙の妖精は、今もあなたのそばにいるのかもしれません。 







































































昔、ニノ国にある平和な王国がありました。 

至|隶にばひとり娘の王‘がいましたが、とても勇敢で、賢く、父親の右腕となって 

ぐに ぉさ 

国を治めていました。 

王国のはずれには、人の寄りつかない険しい岩山があり、その洞窟に魔女が 

.■ . • . . - - • • • • ... ■ 

住んで、いました。魔女はこの国を支配しようとねらっていたのですが、いつも王女 
に気づかれ、はばまれてきました。： 

魔装には、拳下がひとりいました。身体の上半分が熊で、下半分が人間の形 
をした熊男です。この<熊男はものすごい怪力の持ち主ですが、頭の回転が速くあ 
りません。そのため魔女に命じられたことは、なんでも言われたとおりにやるのです。 


ある日のこと、熊男が洞窟で魔女に言いつけら 
れた薬草をせんじていると、魔女が王女を連れて 
帰ってきました。なんと、いつも計画のじゃまをする 
王女をさらうことに、つ L 、に成功したのです。 

熊男は王女を見て、2度もびっくりしました。1 
度目は、王女が世にも美しかったから。2度目 
は、王¥の手足が魔女の呪いで木に変えられ 
ていたからで、す。 
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魔女は熊男に命じました。「この王女のめんど 
















































うをちゃんとみるんだよ。おなかがすし、て泣かれ親 

” „ 

からね」 


く m 


とだな 


ほ くだもの 


熊男はすぐに戸棚から干し果物を取ってきまし 


おうじよ て 


くち い 


た。王女の手は木なので、口に入れてやろうと 


おうじよ ぐび 


め む 


しましたが、王女は首をふり、魔女に目を向け 


ました 


〇 


さ 


「わたしをどうする気です？ 


え ひとじち 


.知 i う.ベ 


「お前を人質にしで、主に言うのさ。王国をよこせとね」 



.う•こく 



ちちう..え 


...‘もう.. 


なに い 


じょ 


「むだなことです。父上にはいつも申しあげているのです。何を言われようと、魔女 


ことば .し.んよう 


.0 ち ひ か 


の言葉を信用じ a まいげないと。たとえ、わたしの命が引き換えだとおどされても」 


[ええい、うるさい 
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怒った顔で 14 んだ魔女が、杖をさっとふると、王女はもう何も言わなくなりまし 


C 1 


つえ 


おうじよ 


なに い 



た。声をうばわれてしまったのです 


< s > 


くま m 


l ri 


熊男の仕 



つぎ ひ 


じ.上 おうきゆう こうしょう で 


あいだ <まおとこ おうじよ しよくじ 


次の日から、魔女が王宮に交渉に出かけている間、熊男は王女に食事をあた 


えるようになりました 


〇 


くまおトーこ たの ，しごと おうじ上 てあし うご くち 

熊男にとって、それはなかなか楽しい仕事でした。王女の手足が動かず、口も 


せわ 


きけな c 、のはかわ t 、そうでしたが、心をつくじ！世話ができるからです。 

- ， 2 . ね L - わる 

ほんとうは心根のやさしい男なので、、悪いことをするのが、いやだったのです。で 
も今回はいくらやさしくしても魔女には叱られません。なぜなら、ちやんとめんどうを 


みるように t 命じたのは、ほかならぬ魔女なのですから 


〇 


おうじよ な 


えがお み 


<まおと 


王女が泣くことはありませんでした。とはいえ、笑顔も見せてはくれません。熊男 
はめずらしい食材を見つけたり、おいしい料理を工夫したりして、なんとかよろこん 
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そんなことは魔女が許してくれそう M 
にありません。呪いの解き方など知ら ， 
ない熊男は、お L 、しい食べ物を王女の 

ぐ.ち.はこ いがい. なに 

口に運ぶ以外には、何もできないのでした 


王が取り引きに応じないので、、日がたつにつれ、魔女はしだいにいらいらしてきま 

M 女に食事を運んで'いると、魔女の怒鳴り声が飛ん 






した。熊男がいつものよう { 

で、きました。 

|なんで、そんなにい L 、ものを食べさせるんだい。泣かな C 、ていどに粗末なものでい 1 1 
のさ」 

「でも、魔女さま。おいしいもののほうが、王女様もよろこぶと思って」 

「だれが、あいつをよろこばせろと言った？」 

魔女は杖をふり、王女の耳を聞こえなくしました。そうして、熊男に秘密を話しま 






「あたしが命じたのは、泣かせるなってことさ。涙がひとつぶで、も落ちてごらん。王 
女にかけた呪いがみんな解けちまうんだよ」 

熊男はようやく気づきました。自分がやらなくてはならないのは、王女を泣かせる 
ことだったのです。 
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k 妄が lie から/ ir かけるのを麁はからって、熊男は王女の首すじをっねりまし 

本、う r I ■な 、んど つ 為 あし ささ. 

た。王女は泣きません。しかたなく今度は突きとばしました，木の足では支えきれ 
ず、王女は地面にはげしく倒れました。 
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「さあ、泣くんだよ。そうすれば、呪いが解けて逃げられるんだから」 

しかし、耳の聞こえない王女は、痛みに顔をしかめながらもちっとも泣かず、熊 
男をまっすぐ見つめるだけです。 

熊男は王女にさらにむごい仕打ちをしました。食事をわざとあげなかったり、蛇 
や虫をけしかけたり、つややかな長い髪を引っ張ってみたり。 

”令ろ J - おうじよ め 

心を鬼にしたつもりでしたが、やはり王女をひどい目にあわせるのがかわいそう 
で、熊男はついぼろりと涙をこぼしてしまいました。あわてて大きな手でぬぐいます。 

な おうじょ き. おうじょ 令に 

金いているのを王女に気づかれるわけにはいきません。そうなったら、王女は何か 
変だと思って、もっともっと痛みやこわさをこらえ、決して涙を流さないで、しょうから。 

熊男はわざとこわい顔をして、もっとひどいことをしました。けれども、勇敢で知ら 
れる王女はひとつぶの涙もこぼしません。 

一 ™ ~ — 

なみだ 

こぼれた涙 

王女がとらわれの身になってから、とうとうひと月がたちました。 

魔女が洞窟に帰ってきましたが、いつもと様子がちがいます。 

■ ^ I — | ^ j r - ，？ 

「国王は言うことを聞かない。王女はもう用なしじゃ。殺してしまうぞ」 

言うが早いか、杖をふりました。とたんに、死をもたらす矢が王女にまっすぐ飛ん 
できました。 

とっさに寵 W は茔妥の絲に关きな Ml を备げだし、ことなりました。たちまち鐘 

_は胸を矢につらぬかれました。どうっと倒れかかったひょうしに、魔女の手から杖 
が離れ、からからと音を立てました。 



























































熊男はもう死ぬのだとわかりました。最後の力をふりしぼってまぶたをあげると、 
すぐ先に王女の顔がありました。王女は目を大きく見開いていました。 

ひどい仕打ちをした悪い男•”…王女様にそう思われて死んでいくのです。熊男 
はいたたまれない気持ちで目を閉じようとしました。 


王女はすっくと立ちあがり、落ちていた杖を拾うと魔女に向かってルーンを描きま 
した。王女は魔法使いだったのです。洞窟の中に炎が燃えあがり、魔女の悲鳴 
がひびきわたりました。 

炎が消えると、魔女の姿はどこにも見えず、さっきまで立っていた場所には黒い 
粉の小さな山があるばかりになりました。 

そのとたん、熊男は美しい顔立ちの若者に変わりました。彼は遠い-の王子 

だったのですが、魔女に 
fk 呪いをかけられて賢さをう 
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けばよかったのですね。耳が聞こえなくとも、わたしにはわかっていました。たとえ恐 


すがた 


たす 


a - ^ f »« 1 

ろしい姿をしていても、あなたがわたしを助けようとしていたことを」 


..片::. 
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ひど 


呼ぐ 


めんなさ t 




かんしゃ 


いいのです。あなたのほんとうのやさしさに感謝いたします。どうか死なないで 


おう じ なみだ なが 


き ひ 


それを聞いた王子は涙を流し、やがて息を引き取りました 
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0^0 


きん だん 


t ほう 


禁断の 



法 


おうじよ 


み 


なに 


けっしん 


かお 


王女はじっとなきがらを見つめていましたが、やがて何かを決心したような顔 


まじょ つえ ひろ 

きで魔女の杖を拾いあげました。 


ふつかつ はし 


まほう つか 


そして『復活の灰 J の魔法を使 t 、ました 
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ビラくつ 


ひかり み 


ひかり 


おうじ 


め あ 


_窟がまばゆい光に満たされ、その光がおさまると、なんと王子は目を開けてし 


おうじ 


ほう いき ふ かえ 


ました。王女の魔法で息を吹き返したのです 
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つぎ 


ゆんかん おうじよ 


じめん たお 


かお 


おうじ 


ところが次の瞬間、王女は地面に倒れてしまいました。そして顔をあげた王女 


は生き返った玉子に言 L 、ました 
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「あなたは、だれなのですか？ 

ふっかつ はい きんだん k ほ？ 


なむ 


うしな 


『復活の灰』は禁断の魔法だったのです。使った者は、代わりに何かを失わなけ 
ればなりません。王女にとって、それは王子との記憶だったのです。 


おうじ 


かな 


なみだ 


王子はこらえきれない悲しみに涙をあふれさせました。 


じよ 


い 


な（: 


な 


王女は言いました。「何を泣いているのですか？ 


じ 


こた 


たいせつ 


うしな 


王子は答えました。「大切なものを失ったから」 


さいごおうじ j ； い ことば おうじ え 

でも、最後に王女が言った言棄に、王子はにっこりとほほ笑みました 


〇 
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「それは再び手に入れることはできな L 、ものなのですか？ 
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昔々、どんな魔法でも思いのままに使える魔法使いの男がいました 


うみ やま 


それまでだれもやったことがないような魔法、たとえば雲をあやつったり、海や山を 


おと 


たにん 


しゆぎ J : ラ 


つ 


動かしたりすることもできるのです。男は他人よりも修行をたくさん積んだわけで、はあ 


う つよまほう ちから も 

りません。生まれながらにして、とても強い魔法の力を持っていたのです 


か-み 


かんが 


きっと神さまに特別に祝福されて生まれてきたにちがいない。男がそう考えたのは 


^ J かみ なかま お.も 

無理もないことかもしれません。やがて、神さまの仲間になりたい、とまで思うようになり 


ました 


かんが 


おとこ 


ひとたびそんな考えにとりつかれると、男は C 、てもたってもいられなくなりました。だれ 


ま. まほうりょ < う がまん いちど 

にも負けない魔法力があるので、、生まれてこのかた、我慢など一度もしたことがな 


かったのです 




か各 


I れん 


神さまからの試 


まほうつか 


おと二 


たか やま 


魔法使いの男はこの世でいちばん高い山のてっぺん 


てん ちか かみ こえ とど 

にのぼりました。ここなら天に近いので神さまに声が届く 


かんが 


だろう、と考えた ので、 す 


かみ 


わた 


ちから 


「神さま、お聞きください。この下界では、私よりも力があ 


わたし かみがみ なか i 

る者はひとりもおりません。どうか私を神々の仲間として、 


れつ 


その列にお加えくださ L 

























男がそう叫ぶと、満天をふるわすほどの雷鳴がとどろきました。神さまがお怒りに 
なったのです^まるで大きな剣のような稲妻が走ったかと思うと、男の身体を直撃 
しました。 

ところが男は持って L 、た杖をふるい、稲妻をはね返してしか、ました。 

「ごらんになりましたか、神さま。私にはこれほどの力があるのです」 

すると天から声が返ってきました。 

「そこまで、言うのなら、試練をあたえよう。それに耐えることができたら、願 L 、を叶えて 
やってもよいそ''」 

魔法使いの男は飛びあがってよろこびました。自分の力をもってすれば、耐えら 
れな I 、試練などないはずです。 


き おとこ まくらやみ なか 

はっと気がつくと、男はひとりぽつんと真っ暗闇の中にいました。ここはいったいど 

じ : ぶんて み < 4やみ 

こなのか、さっぱりわかりません。自分の手のひらさえ見えなし、ほどの暗闇です。 


かみ 


PL 


I? 


神さまの声が聞こえてきました 
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. やみ せか t 


か 


やみ じかん た 


ここは闇の世界だ。8日のあいだ、闇の時間に耐えよ 


おとこ かんたん あん.し A 

つまりじっとしていればよいのです。男はゾよんだそんな簡単なことか、と安心しま 


した 


〇 


かみ 


て の 


とびら 


とびら 


「ただし I と神さまがつづけます。「おまえが手を伸ばせば、そこに扉がある。扉の 

















む がわ ひかり せかい かみ ひつよう み しれん 

向こう側は光の世界。神になるために必要なすべてのものが見えるが、試練の8 


かかん けっ' 


日間は、決してその扉を開けてはならぬぞ」 


かみ 


え 


き しん しず おとず 

神さまの声が聞こえなくなり、あたりに真の静けさが訪れました。 


まほうつか おとこ め まえとびら かん なにみ 

魔法使いの男は、目の前に扉があるのを感じました。何も見えないのに、たしか 


にそこにあるのがわかります 


〇 


あ •おとこ こころ き かかんがまん 办み 

ぜったいに開けるものか、と男は心に決めました。8日間我慢すれば、神とな 


つ 


み 


てすべてが見られるのですから。 
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な如 


か め 


闇の中の7日目 


おとこ さいしよ すわ めいそう あたま なか 

男は最初のうちこそじっと座って瞑想していたので、すが、すぐに頭の中にさまざま 


フ 


なことがらが浮かんできました 


〇- 


かみ .なかま ま 

神さまの仲間になったら、どんなすばら U 、ことが待って t 、るだろう 


〇 


てん 


かみがみ < (. 


天にある神々の国とは、どんなところだろう 


かみ 


げかい にんげん 


なに 


神さまになったら、下界の人間たちに何をしてやろう 


〇 


そして、そして 


0 


とびら あ なに み 

あの扉を開けたら何が見えるのだろう 


〇 


かめ がまん 

なんとか7日目までは我慢したの 


とびす;> む 


ですが、扉の向こうがどうにも気に 
なってしかたがありません。男は考 


じぶん 


かみ 


えました。どうせ自分はあと1日で、神 
さまになれるのだ。ほんの少し早い 


み 


か、ちょっとくら （ 、見てもいいたろう 
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.男はそっと手を伸ばしました。見 
えな t のかたい美 7 面を探ると、 



あな 


ふ 


穴のようなものに手が触れました t 
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おとこ かぎあな あ 

男はふさがれていた鍵穴をおそるおそる開け、のぞきこみました。 


もうれつ ひかり こうずい' 


たちまち猛烈な光が洪水のように押しよせてきました。まぶしいのに目をつぶるこ 


うけい おとこ し力 u 


ひろ 


とができません。想像もしたことのない光景が、男の視界 L 、っぱいに広がり、刺すよ 


うに目に入ってきます 


かみ せか I 


れが神の世界 


ときおとこ め まえ ま くら 

身体がふるえるような思いにとらわれた時、男は目の前が真っ暗になりました 


0 


さまよいつづける 

奪は言に耐えられませんでした。それでも、神さまは彼を自分たちの仲間にし 


ちから み 


ました。その力を認め、情けをかけたのです 


やくそく やぶ ひかり せか I 


けつ ゆ a 


けれども、約束を破って光の世界をのぞき見た「目」については、決して許しま 
せんでした。天罰として、空をさまよいつづける宿命をあたえることにしました。 


おとこ め てん？ と どり たか ちじよう 

、の男の「目」は天に浮かび、飛ぶ鳥よりも高いところから地上をな办 


たか 


めることになったのです 


かみ 


とはいえ、神さまほど高いところから下界を見るわけではありません。おまけに、そ 

いがい なに 

れ以外には何もできなゝ、のです。 




おも 


「目丨は時々むしょうに満たされない思い(こかられ、そんな時は地上のさまざまな場 
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しょ たつまき お す 

所をめぐっては竜巻を起こし、ありとあらゆるものを吸いこむようになりました。そし 


ひとびと 


て、町や森をめちゃくちゃにする「目」は、人々にとってた I 、へん迷惑な存在となった 


のです 


いま かみ ばつ う め たつまき せかい 

今もまだ神さまの罰を受けているといわれる「目」の竜巻は、世界をさまよいつ 


づけています。 
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丘の上で 

ある) j てさな好に、 A っ嘉な纏の安の丰が fi んでいました。女の孚は魔法はそれ 

ほどじょうずではありませんでしたが、植物を育てるのは得意で、いろいろな花や 


そみ そだ 

草を育てていました 


え ラら 


ひく おか 


ゆうひ 


おんな 


の裏手には低い丘があり、そこから見る夕日がとてもきれいだったので、、女の 


まいにち 


おか 


子は毎日のように丘にのぼっていました。てっぺんにはえている木の根もとに座って 


い 


夕日を眺めるのです 


かあ 


おんな 


はへん て 


ある&のこと、女のキのお母さんが女の子の割ったガラスの破片で、手にけがを 
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きん はい かあ たか ね？ 

してしまいました。そこからばい菌が入ってしまったので、しょうか、お母さんは高い熱 

で ね おんな こ いっしょう かんびょう にち 

が出て 寝 こんで、しまいました。女の子は 一生 けんめい看病しましたが、いく日たっても 
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よくなりません 
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ねも 
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その日も、悲しくて泣きながら眠りについた女の子でしたが、ふと気がつくと、不 


ぎ とびら まえ た 


おか うえ 


議な扉の前に立っていました。そして、それをくぐるといつもの丘の上にいまし 
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すわ 


た。ちがうのは、自分が^、つも座ってし、る場所にだれ 


すわ な 

かが座って、しくしく泣いていたことで、す 


おんな こ いっしゅんすわ 

女の子は、はっとしました。一瞬、座っている 


じ ぶ A じしん おも 

のは自分自身だと思ったのです。もうひとり 


おんな 
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m .- r - > 
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の女の子の髪は自分のと同じくら L 


それが夕日に照らされて、 


さらにきらきらと輝いていました 
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r ……わたしの不注意のせいで、かわいがっていた小鳥が . いなくなってしま- 

たの」 

「それで'泣いてるのね。わたしも、わたしの不注意のせいで、お母さんが病気 ( 

……ねえ、どんな小鳥なの？」 

とってもきれいなの」 




「るり色の小 

「わたしのお母さんの目も、きれいなるり色なのよ」 jg 

ゎ_韻 

ふたりの女の子は、じっと見つめ合うと、あっという間に親友になりました。花を育：も 

'.'，や 

す ゆうひ なが す w 

てるのが好きなこと、ここから夕日を眺めるのが好きなこと。そのほか、たくさんのことを g 

はな なに なに しゅみ おんな こ い .赠 

話しましたが、何から何までふたりの趣 ft はぴったりでした。女の子は言いました。 I 

そだ はな はな _ い m だい ^ 

「そうだ、わたしの育てたお花をあげるわ。この花は才カエリソウと言って、鳥の大 の 

す かお だ ことり 

好きな香りを出すの。あなたの小鳥にも、きくかもしれないわ」 k 

お母さんをはげまそうと枕元に飾ったあまりを、ちょうど髪にさ 


「ありがとう。とってもいい香りね。ねえ、わたし 


ふたりは連れ立って、丘を下りました。 
女の子の*に* くと俞屋に案内さ 
れ、窓辺に花を生けました。 












































































チツチ！」 

もうひとりの 1^:4が小鳥にかけ奏りました。 

小鳥は鞋のコップめざしてまっすぐに fit んできました。基しふらふらしているのは、 

つばさ. はな. ことり 

f うやら翼にけがをしている せいの ようです。 才カエリ ソウの花のおかげで小鳥がほ 
んとうに戻ってきたのを見て、ふたりの女の子は手を取ってよろこび合いました。 



ゆめ 

夢がらさめて 

女の子はふたたび不思議な扉の前にいました。そしてそれをくぐると今度は自 
分の部屋のベッドの上でした。 

「爹か」 

ため息をつきながらお母さんの部屋に行くと、お母さんがレ、ません。はっとしまし 
たが、すぐに台所から音がするのに気がつきました。 

「お母さん！」 

「おはよう。心配かけてごめんね。今朝起きたら、すっかりよくなっていたの。何が 
食べたい？ お母さんは、おなかぺこぺこよ」 

お母さんは、るり色の瞳を輝かせて#いま L / 二 


ちがう世界には、自分と同じ魂を持つ人がいます。それぞれの運命は影響し合 

.* • •• . - . . • * * . . • . ■ • •• ... . - . . . . *. • • •• . 

い、時に重なっているそうです。不思議な扉をくぐれば、あなたも魂の絆を持つ人 
に、会えるかもしれません。 
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y 吻^^^啊紗^^^碑纖給心 .•'灰麟 

、•'く.:■ふ:: 1 •し./ 



mil 


すると、 

ピピピ_ 


ナチチ 
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レろ 


と p 


まど 


は匕 


と声がして、目が覚めるようなるり色の小鳥が窓から入ってきたのです 
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小さな巫女 


1い箜の1にあるヘイブンの M で、ある ffl 女は、神秘的な力を杏ち、 盛ぃ魔力 

よげん ちから いま. すこ まえあたら みこ ざ 

と予言の力をあたえられています。今から少し前、新しい巫女がその座についた 

と:# ほなし 

時のお話です D 

あたら みこ おさな みこ く（こ '..V 

新しい巫女はまだ幼ぐとてもこわがりでした。巫女がこわがりでは、国はうまくい 
かなそうですが、ヘイブンは気候もよぐ敵もなく、巫女が臆病か勇敢かなんて、だ 

.き おさ み：： おくび よ7 

れも気にしていませんでした。というよりは、みんなの長である巫女が臆病かもしれ 

成 ■ ’ か'んが 

ないなんて、考えることすらありませんで、した。 

巫女は、自分が臆病だと知っていたので、決して勇気や肝だめしの話などしま 
せん。ほんとうはひとりで寝るのも、お告げを聞くために夜中に神殿にこもるのだっ 

^ V- - !y. ( Y 二.. 1 ' 1 : v . 

まん し すち ゆうき ゆうき 

てこわいので、す。万が一、勇気があるなんてうそをついて、「そんなに勇気があるな 
ら巨人や、竜や、大きなライオンなどをしずめてください」と頼まれたりしたら、困るで 


はありませんか。 

小さな巫女にとって、おとなたちにかこまれた生活はさびしいものでした。友だち 
もいないので、巫女はいつも無口でしたが、そのおかげで'これまでとちがって自慢し 
ない、賢い巫女だとみんなに思われました。ふつうの巫女はたしかに神聖ですが、 
少々いばっているものです。そういうわけで、、小さな巫女がその座について以来、 
ヘイブンは平和で、、もめごとや無意味な争いはありませんでした。 
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不吉な噂 

ところがある時、ヘイブンのあるクビナガ島に竜が棲みつくようになりました c それ 
も、ふつうの大きさではない、お城みたいに大きなものらしいのです。凶悪だとか、 
森がぺしやんこにされたとか、悪い噂がまたたく間に広がりました。もちろん神殿に 
も話は伝わりました。神官たちはひそひそ相談して、やっぱり巫女が退治に行くの 
がいし、だろう B 、う結論に達しました。みんな巫女は賢くて勇敢だと信じて L 、ました 
から、巫女がまだほんの小さな女の子だなんて、だれも考えてはくれませんで、した。 
そして巫女はひとり、山の洞窟に向かいました。 

洞窟は暗ぐ杖をにぎりしめた巫女は、天井からしずくが落ちるたびに、こわくて 
こわくて、ぶるぶるとふるえました。でも自分は天空の巫女。やらなくてはならないの 
です。巫女は勇気を出して洞窟の奥深くへと進みました。 
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洞窟の竜 

どうくつ おく りゅう ： fe •お ちい 

洞窟の奥に、竜はいました。それほど大きくはありませんが、ふつうなら、小さな 

. ■- • . . _ ■- - .. • • • - • •• • .-•■-••• •" . ' . •' V . !• 

み こ おお りゅう 

巫女ではかなわないくひ、には大きな竜で、す。しかし、どうやらけがをして t 、るらしく、 

翼が折れていました Q 今なら、巫女の魔法をよけることができず、確実にやっつけ 

• • •，‘ . . ■' ' ' .. ■■- ..... . : - ..... .■- ' ' ,• . ■ - . ... •■: ... ■- ' - . •" ：：' . ' 

ることができるでしょう。竜は言いました。 

「ひとりで、来たのか。まあいい、翼が折れた竜はやがて死ぬ。お前は見ているだ 
けで巫女のつとめを果たせるな」 

でも、巫女はルーンを描き、€のけがを治しはじめました。:叢爇な壶去の労で、は 
『治癒』にも時間がかかってしま X 、ますが、一生けんめ\、魔法をかけます。 

りゅう い 

さらに竜は言いました。 

「けがが治れば、私はお前を食うかもしれない。それでもお前は私のけがを治す 


で./1:せつ 


名..のが.たゎ 


隹： ■© 着語： 



て>1くぅ..こ. A こ 










































のか」 … ; 

き み.こ す，の 

それを聞いた巫女は、ていねいに頼みました。 

わ力 f .キ （そう.. たお 

「お願いがあります^わたしの魔法ではあなたを倒すことはできません。あなたの 

k を治紐わり （ 


機 


この国を出て行ってもらえませんか？」 

治癒が終わったあと、竜は巫女をひょいと背中にのせ、洞窟を出ました。ばさ 
ばさと羽ばたいて高い山のてっぺんに着いたとたんにみるみる大きくなり、やがて 
山と同じくらいになりました。「お城くらい」なんてもので、はありません。お城1〇_をぺ 


「これがほんとうの私だ」竜はつづけました。「お前は弱いが、勇気とやさしさがあ 
る。この国のやつらなど、ぜんぶ食ってしまおうと思っていたが、お前の願いどおり 
この国を出て行ってやろう」 

巫女はそうほめられて、竜と友だちになりました。竜はその关きさのまま®女を背 
にのせ、天空のへイブンまで軽々と飛ぶと、おびえる人々の前でもとの关きさに M り 
ました。巫女がこれまでのことを説明すると 


みんなはなんて賢くて勇敢で、おまけに 
やさしいのだろうと感心し、ますます巫女を尊敬するようになりました。友だちの竜 
はそれ以来、時々巫女に会いにやってくるようになったそうです。 
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なまけ者の羊飼い 


W 






ふ L .' % いずみ 

ネ思 

息子は旅をつづけ、ようやく未思議の泉を魚つけました。 


t ■かし 


ひつじか 


おや 


昔あるところに、羊飼いの親子が住んでいました 

父親は朝から晩まで羊たちの世話をし、狼から守るために牧場の蠱0りを矣 


かしませんでした 


むすこ いちにちじゆう す て つだ 

ろが息子ときたら、1日中ぼんやりと過ごし、ちっとも手伝おう 


としません 


ひ ちちおや むすこ い 

ある日、父親が息子に言いました 


さき おも 


びつじか 


うにやる気がないのでは、先が思いやられる。いっそのこと、ほかの羊飼いにぜん 
ぶゆずってしまうぞ」 

おどろいたのは息子です。牧場がなくては暮らしてゆけません。しかたなく羊を 


追ったり、草の手入れをしてみたりしました。けれども、すぐにあきてしまいます。思 


むすこ きた もり いにしえき よ もの 

いあまった息子は、はるばる北の森をたずね、みんなから「古の木」と呼ばれる物 


L たいじゅ そうだん 

知りの大樹に相談しました 


き み 


「どこかに、食べるとむしように仕事がしたくなる木の実でもありませんか」 


もり ふしぎ いずみ き 

「そんなものはないが、ある森に『不思議の泉』があると聞いたことがある 


みず 

その水 


ちから 


を飲むと、たちまち力がわいてくるそうじゃ」 


































この泉の水を*に#ち®ればいい。そう M いましたが、いれものなど}!ち备わせ 
ていません。 

「ああ、せっかくここまで来たのに」 

ため息をつき、あきらめかけたところで、ためしに泉の水をひと口飲んでみまし 
た。すると、どうでしょう。ほんとうに不思議なことに、身体中に力がみなぎってくるで 
はありませんか。すぐさま、持っていた小さな斧で木を切ってけずり、自分の背丈 
ほどもある大きな桶を作ってしまいました。 

その桶に泉の水をたっぷり人れて、かついで帰ることにしました。あまりに重いう 
えに道のりが遠いので、とちゆうで何度もくじけそうになりましたが、そのたびに水をひ 
と口ずつ飲んで、がんばり、とうとう家に着きました。 

これだけの水があれば、何十年かはもつでしょう。息子は安心したのと ji れた 
のとで、倒れるようにベッドに入り、眠ってしまいました。 
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水を守って 


よくあ.さ 


ねむ むす 


お 


ちちおや お;プ A-f の 


翌朝、ぐっすり眠った息子が起きると、なんと父親が桶の水を飲んでいるではあ 


りませんか 


〇 


か‘ 


なんぱい はや 


「なんだか力がわいてくる！」といつもの何倍もの速さで仕事をこなしていきます。そ 


み むす 


たいせつ みず 


の 


おも 


れを見た息子は、大切な水をそれ以上、だれにも飲ませたくないと思いました。 

それからというもの、息子は羊飼いの仕事をしながら、だれかが桶に近づかな 
いかを見張っていました。ほんとうは桶に張りついていたいのですが、仕事をさ 


mi 


ちち おや お 


A. 


はたら 


ぼって桶のそばにいると父親が怒るので、文句を言われないよう、しっかり働きな 


がらです 


むらびと 


ちか 


含 


はし 


おけなか みず 


そして、村人のだれかが近づくのに気づくたび、走っていって、桶の中の水を 


か 


みず さ だ 


じぶん の 


飲まれないよう、代わりの水を差し出しました。そのうちに自分で飲むのももったいな 


まいにらまい「ち みす の 


だ 


気がしてきて、けっきよく毎日毎日、水を飲まずに仕事にせいを出しました。 

あつ ひ はたら むすこ たいへん き 

ところがある暑い日、いっしようけんめい働いていた息子は、大変なことに気がつ 


きました。 




み i _ 


で たいよう 


おいしい水 


s\1 みず じょうはつ 


たの 


つ 


かんかん照りの太陽のせいで、桶の水が蒸発してしまったのです。頼みの綱 


みず 


むす 


ぜつぼう 


じめん 


たお 


の水がなくなったとわかると、息子は「もうだめだ」と絶望し、地面にばったりと倒れ 


こみました 


み 


むら 


しんばい 


よ 


それを見て、村のみんなが心配してかけ寄ってきました 


もの 


むす 


むら ひ i うばん れいぎただ はたら もの 


いつしか、なまけ者だった息子は、村で評判の「礼儀正しい働き者」と言われ 
るようになっていたのです。村人たちから水をもらった息子は、そのおいしさにおど 


ろきました 


〇 




















みず 


ま あじ 


ごくじよう あじ 


ふ L 


いずみ 


その水は、今まで味わったことのない極上の味がしました。そして不思議の泉 


みず の とき おな ちから 

の水を飲んだ時と同じように力がわ i 、てきました 

ちかちちおや え い 

近くに t 、た父親はほほ笑みながら言いました 


〇 


D 


あせ なが 


みず 


み.ず 


「せいいっぱい汗を流したあとの水は、どんな水よりもうまいぞ。『不思議の泉』の 

■ みず 

水よりもな」 

ちちおや むす-; いずみ い I 

父親は、息子が泉に行ったことを知って t 、たのでした。 


息子は立ちあがると、にっこり笑って言いました 


0 




I ,ものにならないよ， 

その親子の牧嬉で、は、今ょ日も、かんかん M りの±■の f で、軍たちがのんき t 
草を食べつづけています。 
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むかしむかし なだかたんけんか まほラつか せかいじゅう なぞ もと たび 

昔々、名高い探検家の魔法使いがいました。世界中の謎を求め、旅をつづ 


けたのちに、3枚の絵を残してこの世を去りました。その絵には「魔導王の3つの 

ませ含 しめ 

魔石のありか」が示されて C 、ると L 、うのです。 

絵(こ添えられた神秘的なメッセージをもとに、多くの探検家や魔法使 t 、が||(二 

いぜ かえ もの 

挑みましたが、帰ってきた者はひとりもいません……。 


こに記すのはその絵の写しです 


< a ' かざ 


コッコ ナンダの 


いま ほろ 


たいりく きた 


今は滅びてしまいましたが、かつてミド大陸の北にコッコナンダという国がありまし 


こうぶつしげん ゆた ほうせき すいしょう てつ ほ ゆうふく 

た。鉱物資源が豊かで、宝石、水晶、鉄などを掘ることで裕福になっていったと 


ほうせき すいしょう てつ 


おうこく たか がけ ど i りつ （ i こ 

いいます。ゴロネール王国などとは高い崖にへだてられていたせいで、独立した国 


さか 


として栄えました 


むかし 

■th 


くに みやこ ゆうふく し』うにん 


うにん あ 


皆、この国の都に裕福な商人がおおぜいいました。この絵は、とある商人が愛 


つま くびかざ おく きねん えが い じつ ひみつ 

する妻に首飾りを贈った記念に描かせたものと言われて I 、ましたが、実は秘密力 


きねん えが 


ぐ 


ほうせきぱこ なか < びかざ どうくつ おな かたち 


ありました。宝石箱の中の首飾りが洞窟と同じ形につながれているというのです 


え うらがわ 


絵の裏側には、こんな言葉が書かれていました 
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U L ： あか ひどみ. ^ iAC , かヂ 

始ま办の赤き曈の麗が、風のようにざ3や1 

1 > *> は.た 

1 めざす ft 赤き旗のもむど 

たき L A みず 

滝の白きドク ロが、 水のようにつぶやく 


: . 1 ねじ邠う L ふ わ寸 

「骨十字に触れたら忘れるぞ j 1 












































































































































































































































■ .へば.. 

ナーケノレナツ トの蛇 

ナーヶノレナットにはな'眷 i 1 ■があります。 i し备ぅ M 李とが! i の i いの 
せいで別れ別れになるという悲しい話です。王子が-に il われる最中に通ったの 
は神殿の奥の迷路でした。 

は、1另§の 4、® i がずらりと並んでいるそぅで、す。ホはそれぞれ 
隣り合う小部屋と扉でつながっていますが、どこでも好きに通れるわけで、はありませ 
ん。いったいどんなしかけになっているのかわかりませんが、そこにはふたつの規則 
があります。 

• 4、 IrA に X る蒔に雈った簧からはぜったし、に出られない 

•小部屋から出る扉は、開くものもあれば、開かないものもある 

規則はこれだけですが、経路をまちがえれば、いくつかの小部屋を延々と回り 
つづけることになってしまいます。そのせいで、どれほどの数の探検家や魔法使い 
が犠牲になったことでしょう。 


左の备は高名な探検家の残したもので、謎めいた蛇が描かれ、わらべ歌のよ 

知 そ 


うなものが書き添えられて C 、ます。 
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召使いはそれを言 k んでため息をつきました 
やはり意味がさっぱりわからなかったからです 


〇 




いテ‘_ に 

W; 震' 


こ fX \ n l ) 




だい : a i 


が. 


げづ 


令 


大氷河发の 



けこげ 


めい たんけんか 


な 


ばうだい かず 


いひん せいり かれ ちゆつ 

高■な操横家が亡くなったあと、膨大な数の遺品を整理したのは、彼の忠 


+しつ めしつか 


え はっけん 


めしつか 


ほうせきば 


I 


実な召後いで、した。3枝の瘵を堯見したのはこの召使いで、したが、宝石箱の 
や蛇の絵に書かれた文字を読んで、も、なんのことやらさっぱりでした。 



まいめ え み ときめしつか め と あと うし^. _ 

ところが、3枚目の絵を見た時に召使いの目が止まりました。青いインクで柱が匕 


えが 


か 


くつも f 苗かれた絵 ( 


う書いてあったからです 


D 


かお 




L . んじつ 





を照らしだす 


た，け,か 心./- ^ -ス之う す へや かお み 

渎祕家は tfe 炉で香草をいぶすのが好きでした。部屋がよい香りで満たされ、 
ちが#ちつくというのです。召使いはそれを思い出し、もしや t 思いながらさつそ 


だんる 


*■' タト 

つそ 7 


く暖炉で香草を燃やしてみました 


Q 


けむり はんのう あお ぐ t ^ . 

すると、どうでしょう。煙に反応したのか、青いインクの絵に焼けこけのよつなもよ 


^ ちゃいろ も じ あらわ 

うが浮きあがりました。そこには茶色の文字も現れたのです 
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| • »"i 


..|V 


m 




ベ.,. 

.L 


: m 






Mil 




笑いなる氷河の奥深く、闇の蓮あう 

基を寒く比1：.たれし4 


t k t 


i _ ゆくふ （ 




汝を祝福するは、またたく 





米 






































































































にん 


の 

が 

た 


4人の兄弟 


むかしむかし おうこく にん きようだい 卜/よラしん な まず せいかつ 

昔々、ある王国に4人の兄弟がいました。両親を亡くし、貧しい生活をおくって 


ゆラめい 


±うばん き:〖うだい 


たのですが、今では国でもっとも有名な、評判の兄弟です 


1番目の兄は、力が自慢の男。国の真ん中にあった3頭分の竜よりも大きな石 

む いけつ く いしやま はこ おうさま いけ 

を持ちあげて池を造り、石を山のてっぺんに運びました D 王様は池ができて、たい 


んよろこびました 


ばんめ あに 


じまん おとこ ばんめ あに は 


し 


2番目の兄は、こまやかさが自慢の男。1番目の兄が運んだ石のかたまりをけ 
ずって彫刻をほどこしました。その美しさにため息をもらさない者は、これまでひとりも 


おりません 


ばんめ あに せいかく じまん おとこ ばんめ あに うつく かこう いし がんじょう 

3番目の兄は、正確さが自慢の男。2番目の兄が美しく加工した石を頑丈か 


せいかく 


つか 


しろ 


つ使いやすいように組んで城にしました。おまけに余った石で時計まで作ってしま L 
ました。石のみで、できたこの時計の時間が狂ったことは、これまで一度もありません。 


がんじ1う 


つぐ 


えべん 


しろ おうさま 


せかいいち 


あに 


頑丈で、美しぐその上便利な城は王様から世界一だとたたえられました。兄 
たちは 大いに よろこび、自信たつぶりで、_分こそが最高の勇だとそれぞれがかた 


しん 


く信じました。 


いし はこ しろ 

「なんといってもおれが石を運んだから、こんなりっぱなお城になったんだ <5 きれ L 


かたち つく 


ばんめ あ（: 


ばんめ あに 


にしようが形を作ろうが、もとがなくつちゃな」と1番目の兄が言えば2番 a の兄も 


7 〇 


かざ 


「なんといってもおれが美しく飾ったから、こんなにほめたたえられるんだろう？ 


ばん 


せいかく 


います^もちろん3番冃も負けてはいません。「おれが正確にけずり、組んだから 


しろかたち いわ やく た うつく 

お城の形になつたんだ。岩だけじゃ役に立たないし、美しさなんてそれほど意味は 






























しばらくして、王国に災いがふりかかりました。霧がすっぽりと31を おおい、いっこ 

は にち さ （ もつそだ ひいびとげん〜 

うに晴れないまま100 IH がたってしまったのです。作物は育たず、入々は元気をなく 

. 乞し きり おん.が.く き く、， 

しまけこ何よりも、その霧につつまれると、音楽がすっかり消えてしまうのです。国 

じ 14 う そうしき しず かえ げんいん 

中はお葬式のように静まり返って L 、ますが、原因はわかりません。 

r 暴: 1 ^^ 1 " . 1 :’: : 1 ン ’ 1 : 1 

ばん なや つか おうさま 

5, ある晚、悩み疲れた王様がうとうとと 

- ノ O ねむ ふしぎ ゆめ 

。.虐 ，で、ると、不思議な夢をみました。 

一 苗を或き急らせばぃぃとぃぅお备げでし 

$王様は，を造った3人に、笛を 
二 作ってくれと頼みました。ところが、すっ 

かり仲が悪くなってしまった3人は協力 

ふ:^^するのはいやだと、べつべつに笛を知り 



. V ； 




























































































はじめました 


か ち ふえつく まえ にお4 

「もっとも価値のある笛を作るのはおれさ。お前らには荷が重 t 、だろうな」 


に おも 


ふえ 


r そっちこそ荷が重し、だろうよ。おれが作る笛がし 'ちばんさ」 
「何を言う、おれの笛こそいちばんさ」 


にん hkk ふえ つく お おうさま まえ とき 

やがて3人は争うように笛を作り終わり、王様の前で、ためす時がきました 


ばんめ AL つ 


お 1 


いけ 


L > う ひと あつ 


1番目の兄が造った大きな池のほとりに、国中の人が集められました 


ば八め あに 


つく 


ぉぉ 


ノ i 、 ん ■^ S'l 


お 


1番目の兄は、石で作った大きな笛を吹きました。ところがうんともすんとも音は 


ホん ヂ)、 


お 


な ばんめ あに ねんど よ ■ うつく 

鳴りません。2番目の兄は、粘土でできた世にも美しい笛を吹きました。こちらも音 


な 


ばんめ h S ： 


せいか 


あな 


ほね 


ふ ； L 小 


は鳴りません。3番 R の兄は、正確に穴をあけた、骨でできた笛を吹きました 
やっぱり音は鳴りません。王様は怒って兄弟たちを追 I 、返してしまいました。 


〇 


いちばんうっぽな笛 

それからしばらくたったある II 、王国に不思議な笛の音が流れました。美しい、 
心を洗うような音楽が鳴りひびき、王様も、大臣も、為士も、ネコまでもが涙を流し 
ました^ふと気づくと霧は晴れていました。 

王様が大よろこびで、音の源をさぐると、末っ子の案にたどりつきました。すると、 
あんなに仲の悪かった兄たちもそろっていて、いっしよに涙を流していたのです。 

王様がさっそくほめたたえると、末っ子はこう言いました。「これは僕の手柄では 
ありません。3人の兑たちの力で、す」 

末っ丰はすべてを語りました。 

末っ子は毎日兄たちの所へ行き、昔のように仲よく、みんなで力を合わせようと 
説得しましたが、兄たちは頑固で、決して雷うことを聞こうとしませんでした。そして 
ある日、無理をしすぎた末っ子は倒れてしまったのです。それを知った兄たちは、 
さすがにかわいそうに思ってお見舞いに行きました。 
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.さいしよ ばんめ あに_ すえ Z ところ い 

まず最初に、1番目の兄が末っ子の所へ行きました。 


なに 


■V- 


jiJlV 


「何かしてほしいことはないか？， 

「お兄さん、それじゃあ森でいちばん大きな木を切ってきて 




ほそ わ 

それを細く割ってもらえ 


ませんか？ 

まいにち きり はだざむ 


|いにら き？ はさ.ざ夕 まき ひつよう おも ばんめ あに ■ ごこるよねが 

苺日、箱で、肌寒いから、薪が必要なのだアムそう思った1^目の兄は、快く願 


まかなえました 


〇 


含 


「ああ、いいとも。すぐ切ってくるよ」 
「ありがとう、お兄さん」 

あに がえ 

兄はにこにこと帰って L 、きました. 


，ぎ ひ 


ばんめ あに 


次の日、2番目の兄力やってきました 


〇 


なに 


f 何かしてほ I いことはないか？ 

すえ こ ばんめ あに き き だ い 

すると末っ子は、1蕃目の兄が切ってきた木を出して言いました 


〇 


にい 


^ うつノ -い K / 

「お兄さん、この木に美しく彫刻してくれませんか？ 


::•幾 

り圓 


ほ 

「ああ、いいとも。きれいに彫ってあげるよ」 

病気の気晴らしに美しいものが盛しいのだな。そう患った2#■の览は、¥く 


ね:が 


願いをかなえました 


〇 


にス 


I ありがとう、お兄さん」 

あに かえ 

兄はにこにこと帰って t 、きました 


〇 


つぎ ひ ばんめ あに 

その次の日、3番 H の兄がやってきました 


〇 


なに- 


「何かしてほしいことは？ 


すえ 


つ 


よ7 


き だ 


い 


すると、末っ子は美しく彫刻された木を出して言いました 


0 


ねが 


めな 


「これに今からお願ぃするように、穴をあけてほい、のです」 

「ああ、ぃぃとも」 

病余で、たいくつしているんだな。そう i った3蕃自の党は、¥<1いをかなえ 


ました 


〇 



















































■叫系ザ ㈣ 


r ありがとうお兄さん。でももうひとつだけお願 l 、があるのです」 

「ああ、なんだい？ _ 

「1番目のお兄さんと2番目のお兄さんを呼んできてほしいので、す」 

3番目の兄はいやがりましたが、-気の弟の願いです。しぶしぶですが、1の 
兄たちを呼んで、きました。 

末っ字の家にそろっても、3人は目も合わせません。 

おもむろに、末っ子は笛を取り出し、そっとくちびるに当てました。 

その瞬間、兄たちは^!を流し、自分たちがまちがっていたことをさとりました。 r | り 
ひびく笛の音で、 3人は思い出していました。貧しかった子どものころ、両親をあい 
ついで亡くしたころ、そしてまだみんなに認められる前の、兄弟仲よく支え合ってい 

ひび 

た日々を。 

M は4人の兄弟のだれが欠けても出せな L 、音运を奏で、つづけ、見たちも末っ字 
も、涙を流しつづけました。その涙は世诗でいちばん美い、、愛の涙でした。 

王様は話を聞き,#わると、兄弟に褒美を授け、ほめたたえました。それから 4 X 
はいつまで'も仲よく暮らしたそうです。 
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あるところに、空を飛ぶことを夢みる男がいました。 

子どものころから魔法使いに頼んで、空中散歩をさせてもらってはよろこんで、いま 
したが、自分には魔法の才能がまったくありません。厳しい修行もいやなので、、とう 
てい魔法使いになれないのですが、それで、も自分で、自由に空を飛びたい、という 
望みをどうしてもあきらめられな I * 、ので、す。 

ある時、男、はーノ国に威#しました。そのころ、ニノ国とは穴でつながっており、 
ニノ国の人たちはだれで、も好きな時に向こうへ行けたので、す。 


いちのく（二 まほう む ひと そらと 

ーノ国には魔法がありませんから、向こうの人たちは空を飛ぶことなどできませ 








































































おと 


うわさ 


じりき そら. 匕 


か4が- 


が か 


ん。ところが男は、ある噂を聞きつけました。自力で、空を飛ぶことを考えている画 



がいる、というのです 


〇 


^■ 7 ^ J T， 

L — ^ur 


え さが 


い 


が か 


るす 


て なか 


男がその家を探しあてて行ってみると、画家はちょうど留守でした。勝手に中 { 


はい 


み 


きみよう 


かたち 


かい え 


入ってみたところ、スケッチを見つけました。奇妙なうず巻きの形をした機械 




つか 


そら 


おとこ こころ そこ 


ほう 


で、どうやらこれを使って空を飛ぶようです。男は心の底からおどろきました。魔法 


そんざ I 


あ まえ 


に € < i ： にんげん 


つく 


ふかのう かのう 


が存在するのが当たり前であるニノ国の人間には、ものを作って不可能を可能に 


はつそ 


しようという発想はありません。 


おと ' 


え かみ か うつ にの< i : 


かえ 


男はその絵を紙に描き写し、ニノ国へ持ち帰りました。 

そして数年後、スケッチをもとになんとか装置を完成させ、男は魔法を使わず《 


ちゆう う いっし句ん すうびようかん 

ふわりと宙に浮くことがで、きました。それはもう、うれしい一瞬でした。たとえ数秒間で 


そら 


も、空を飛んだことにはちがいないのですから。 


< s - ® 


けん I ；や 


わか 


± 汶ラ つか 



者ど若い魔法 



い 


お 


けんじや 


〇 


それからしばらくして、男のもとにひとりの賢者がやってきました 
「お前がーノ国から_ち帰った知識をてなさい」 

けんじゃ ことば おとこ 

賢者の言葉に男はびっくりしました 


ノロ 

「なぜですか？おれは自分で好きなように空を飛びた L 、だけです」 

「魔法でやるべきことを機械の力で実現すれば、ニノ国のあり方をおびやかし、 


毒することになるのだ」 


どく 


「どうして毒することになるのです？」 


つか 


まほう Tztz こころ も いっしん しゅぎょう はじ 

「魔法というのは、正しき心を持ぢ、一心に修行することで初めて使えるようにな 

.し. ぜん ちから いちぶ み か う しぜん にんげん 

る。自然の力のごく一部をわが身に借り受け、自然を人間のためにあやつるのだ 


〇 


じやねん 


き 1 


.，一^) 


もの 


ゆる 


うい 


きか t 


それは、邪念のない清らかな心を持った者にのみ許される行為である。機械の 
力で自然を屈服させるなど、正しき者のすることではない 























































かい つか 


み I :ゆく 二ころ 


せいしん 


ぬし 


しぜん おも 


機械を使えば、未熟な心やよこしまな精神の持ち主でさえ自然を思いどおり ( 


かみ 


たい 


けんじゃ い ぶん 

あやつってしまう。それは、神さまに対するおごりである、というのが賢者の言い分 


です 


0 


けんじやい き おとこ も かえ 

賢者の言うことにまちがいはないに決まっています。男はしかたなぐ持ち帰った 


かみ けん じ や わた 

紙を賢者に渡しました 


〇 


とき み わか まほうつ.か くち 

その時、ふたりのやりとりを見ていた若い魔法使いが口をはさみました 


0 


けんじや 


i ほう にんげん 


つか 


きか I 


「賢者さま、そもそも魔法とは人間の暮らしをよりよくするために使うもの。機械で、そ 


つか 


れができるなら、なぜ使って t 、け如、ことがありましよう」 


じんげん つか 


如、 


そんざい 


「あやまった人間が使えば、機械はあやまった存在となる」 


わたし いちのくに じじよう つう 


せかい もの 


かい はじ 


「私はーノ国の事情にも通じております。あの世界の者たちは、機械を始めとした 


かがく 


がくもん しんせい 


かんが 


てつ べつ きんぞく 


め 


『科学』という学問を、神聖なものと考えております。鉄と別の金属を混ぜ合わせ 


きんぞく 勹く. い t と ち たがや ひとびと く 

てもっとかたい金属を作れば、石だらけの土地で、も耕せる。そうやって、人々の慕 


ゆた 


らしが豊かになって^、くのです」 


かがく 


かね-もう 


ど-》 


かんが 


もの 


「では聞くが、その『科学』とやらを金儲けの道具にしか考えない者はおらぬか？ 


: 鮮辞— 
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そ』’ 癒^ 

と 飛 
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候説の物語 


で A せつ 


A のがた.り 














































































































































































































































良を支酉 b するためにそれを利用しようと _ える着が、ほんとうにおらぬと言えるか？_ 

わか ま ほうつか ことば い 

若い魔法使いは言葉につまりかけましたが、すぐに言いました。 

「魔法にしても、悪用しようと考える勢力がいるではありませぬか」 

男はふたりの話をじっと聞いていましたが、むずかしくてよくわかりませんでした。 
男はただ、空を飛んでみた t 、だけなのです。 

-• " し -’. 

ゆめ かな お 

夢を叶えた男 

それからも、たくさんの人々がニノ 訪れ、ニノ ii で蒸 A で動く機械が#られ 

たことが、大いなるおどろきをもってニノ国へ伝えられました。 

賢箸たちはついにしました。ニノ国に a じる穴をふさいでしまうことにしたの 
で、す。これ以上、魔法を危険にさらすわけにはいきません。 

とはいえ、まったく禁止にしてしまったわけではありませんでした。穴の代わりに魔 
法の門『ゲート』を設け、高位の魔法使いであれば、こ瞬だけくことがで、き、 
ーノ国へ自由に行き来で、きるようにしたのです。 

昇はそれを聞いて、少しがっかりしました。魔法など使えないので、もう二度と向 
こうの世界へは行けな l 、のです。 

けれども、自由に空を飛びたいという夢はちっとも消えません。男は何日も考え、よ 
うやく名案を思いつきました。魔法の力を動力にした機械を私ればいいのです。そ 
れなら、賢者の言うように魔法を大切にすることになりますし、機械を操作すること 
で、魔法に縁のない自分でも好きなように飛べるでしよう。 

とうとう男は空飛ぶ機械を完成させました。 fe 者と#い争ったあの若い魔法使 
いに頼んだところ、快く動力に魔法をあたえてくれました。 

いよいよ迎えた試運転の日。男は大空へ^！び立ちました。翼のついた機_は 
ふんわりふんわりと飛んでいきます。魔法力のおかげで、何時間でも空中にいられ 



























































ます。 


おとこ した み そう げん ひつ. じ ちい み やま む 

男は下を見ました。草原の羊たちがネズミのように小さく見えます。山の向こうに 
は、朝日に輝く海も見えます。 

L あわ きぶん てんごく 

とても幸せな気分で、まるで天国に c 、るようです。 

そもと きかい めぐに みらい えいきょう 一 

この空飛ぶ機械は、ニノ国の未来にどんな影響をあたえるので、しょう。 

5つ t けしき こころ おとこ 

美しい景色に心をうばわれてしまっている男にはとうていわかりません。 

その答えは、だれ(こもわからないのです。 
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ド大陸の北のはずれに「北の森」と呼ばれる深く広い森があります。美しい滝 

それにもかかわらず旅人が足を踏 


以外にはこれといった名所もないところです力 
み入れるのは、「古の木」と呼ばれる大樹があるからです 

ひし い厂』 ふ h ち し今 / 

さまざまな人が古の木の知識を得ようとやってきます。 

人々を見守る告の木は、だれもが認めるこの世界の長老なので、す 


L 


古の木が初めて大地から芽を出した時は、なんのへんてつもない木でした 
春、夏、秋、冬——何年も何年も、木はただ光を求めて枝を伸ばし、栄養 M 
を求めて根を伸ばしました。 

そんなある時、古の木は一一 i 時はただの若い木で、したが一一人間たち ( 
掘りだされ、足元に大きな石を置かれました。いえ、置くというよりは古の木の根- 




いし 


だ 


つち 


にんげん 


が石を拘くように巻かれ、ふたたび土をかけられたのです。人間たちはなにやら 


とな 


え.が 


ぎ L き 


お. 
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M . 


まじないを唱え、ルーンを描いて儀式を終えると、去っていきました。 



の、 わか ^ ね は は.ゆ A さか の 

残された若い木はおもしろくありません。根を張ろうにも、自由に先を伸ばせな 


L 、のですから。おまけに足元の石がしゃべりはじめたではありませんか。 




おし 


「お一い、そこから何力 ? 見える？教えてくれないか。わしはみんなの役に立つ、 
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まほうせき 

魔法石になるんだよ」 

















































くりすると同時に腹が立ちまけこ 

ね い【 お し 

「根のじゃまをする石なんかに、教えることはないよ」 

そう言ってからまたびっくりしました。木はしゃべれるよう _ 

になっていたのです。 

いし せつめい いし 1ほうせき わか き 

石の説明によると、ただの石を魔法石にするには、若い木の 

ね ま ぎしき させい表ょう ひっ 

根っこを巻きつけ、儀式をしたのち、その木が成長することが必 

it フ 与 土 iT し^ | i 

要なのだそうです。木が大きくなるにつれ、みずからの知識を石 
に伝えることで、石の魔力と知識が増えるのだと。その知識をあ 

、 令 

たえるために、木もきっとしゃベれるようになったのだろう、と。 

わ■か き こ k 0 ようせい f と せ 

若い木は、小鳥や妖精たちとのおしゃべりで外の世 ^ 
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まを关きくするようになりました。みんなに止められてもあきらめずに、^ヽしずつ少しず 
つ、毎日身体をゆすりつづけるうち、ある時、すぽんと音がして、少し根が短くなっ 
た若い木は、土から抜けだしました。や力 s 'て身 1: 体をゆすって歩く!^法を竟つける 
と、木は慣れ親しんだ森をあとにすることにしたのです。 

石は、さみしそうに木を送りだしました。 

「若い木よ。たまにはここに戻ってきて、このわしに旅の話を聞かせてくれ I 


の 

幅 

.ま 


| ああ v_H:_ 

木は軽く答えて旅立ちました。石があこがれの「魔法石 J になれないことは少し 


おも 


じぶん ゆめ かな 


思し、ましたが、自分の夢を叶えた c 、気持ちで、 C 、っぱ I 、でした 


旅に出た若い木は、世界中で、知識を身につけていきました。危ない目にも何 
度もあいましたが、そういう時はぴたりと動きを止めてふつうの木のふりをしたり、 
におどりまくって相手をおどろかしたりしてやりすごしました。 


あ . U なか ふぶき なか ふか どうくつ お（うみ こ き たび 

嵐の中、吹雪の中、深い洞窟の奥、海さえも越えて、木は旅をつづけました 


ときどき じぶん おな たび き で あ かれ おな まほうせき 

そして時々、自分と同じように旅する木に出会いました。彼らは同じように魔法石の 

き えら いし みす たぴ で なか ほん さ 

木に選ばれ、石を見捨てて旅に出たことがわかりました。その中のいく本かは、砂 


漠で迷ったり、ふり積 


重みに耐えられなくなって折れたりして、枯れてしまっ 


たようで•した。 

そしてある日、若い木は自分がもうすぐ動けなくなると気がつきました。おいしい水 
も、明るい日差しも関係ありません。砂漠や#票で'枯れていた木たちも、きっと fell ： 
ようにある日動けなくなったのだ。今で、はそのことが若 t 、木にもわかりました。 

その時ふと、木は石との約束を思い出しました。たまには戻って、旅の話を聞か 
せる言ったのに。若い木は自由な旅の楽しさのあまり、石のことをすっかり忘れて 
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このまま動けなくなるなら、せめて石丨 


はなし き 


話を聞かせてからにしよう」 


かえ 


う決めると、故郷の森へと帰っていきました 
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今にも止まろうとする根っこを引きずりながら、 
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なんとか石のもとにたどりついた木はおどろきまし 


まほうせき 


た。魔法石になるはずだった石はふつうの石と 
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まちがわれ、害 ij られてどこかに持っていかれていました。森に残っていたのはすっ力 
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たびせいかつはな 


り小さくなつたかけらです。しかし木は、旅の生活を話して阑かせました。 


小さな石はうれしそうに聞いてくれました 


それから 


おも 


すべてを語り終わった木は、もういつ枯れてもいいと思いましたが、不点 . なこと 


かえ 


げん 


じつ 


に、気がつくと帰りついた時より元気になっていました。実は、もともと未が基けたの 


おな 


は、しやべることがで、きたのと同じく、魔法をかけられた石の装く にいたせいなので 


いしつう 


え ちからうしな 


あ 


す。石を通じて得た力が失われると足が止まってしまうのでした。簾の逄串で竞た 
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えちか t うしな 


Y ^ | ■し c 忒ん り" ■ b ソしな 

かわ C 、そつな木たちは、もとの石のところへ戻る前に力を失ってしまったのでしょう 


わ力 


小さな石と、もうあまり若くなくなった木は親友になりました。未は右をうろに义れ 


—らしき ち え つた; 


ときどき 


たび V 
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その知識と知恵を伝えました。ふたりは時々いっしょに象に出ては、さらに矢 ii _ を！? 


け-)$ 


きたび 


もど- 


めました。 結局、木が旅をして戻ったことで、石はただの魔法若となるより、もっと 


まほうせき 


ふか 


深し、知恵を手に入れたのでした 


そんけ! ■ 
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「ストー 


なが ねん if ハ 

それから長い年月がたち、いつしか尊敬をこめて、木と石は「舌の木」 

ン先生」と呼ばれるようになりました。旅の途中、真の知惫を必#とする籍は、ふた 

もり ^ ' 

りをたずねて北の森へ向かうとよいでしょう。 
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せかいじゆう 
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ろラじん 


ぼうけん かた 


世界中を旅した老人が、ある国の街角で、これまでの冒険を語って聞かせてい 


たの はなし き 

ました。そのうち、楽しく話を聞いていたうちのひとりが、こうたずねました 


「これまでで、、いちばん不思議なできごとはなんですか？ I 


ろうじん 


老人は答えました 


け ! h 


さんみや （ 


ひか 


「ある秘境で、手記を見つけたことかのう。そこはあやしく険しい山脈のふもとで、光も 
通さな I 、ほど荒れた場所での。ふつうの人なら、たどりつくことすらできな I 、ような場 


なか 


所じや。そこに W の手3己か洛ちていたんじや。中を見ると、さらに信じられないことに、 
少女のような筆跡での。ずっと気になっておったんじゃよ。この子は、どうなってしまっ 


たのか。まさかほんとう4 
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今日ある村で噂を聞いた。少し種子が、变わっているようだけ if 、 
きつ€ぁの人のこどにちがいない。北へ向かった S いう。すぐに追 
いかけよう。 
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今日、 1 死者の湖」について敎えてくれる人を見つけた。昔から禾 

き . ぼしょ みずぅみ わ 允ましぃ 1 

吉な煬所€されていて、湖をのぞきこむ^「悪しき魂」€呼ばれる 

ぼうれい もめ 2 ' ぞゥぼう 

亡复たちが、をののぞきこんだ者を呼ぶのだど。すべてに絶望した 

妹を みずうみ 令な ひど 

人ばか i が、湖に身を投げているどいう。あの人も、各气だったの？ 


K 開じ塊を狩つ人、つま.?） 1 魂の絆」を持つ人がいて、をの人生 
はたがいに影響し合うのだけれビ、「死者の湖」 i て身を：4げるど、 
この袢が断ち切られてしまい、代わ {) は悪し§魂にどうつかれてし 
まうらしい。もし何かで悪しき魂 1 ■から iX され妓しても、二；@ 

たましい きずな も f じ ，け〜 

の魂どのあいだにふたたび|宇 を) £1) 戾さ なければ、ふつうの人ぼに 
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もぎ fz^X ± 技うつか おし かれ 

tt 夏れない。そう、旅の魔法使いが教えてくれた。そして彼はもう 

% しきさず いま かん;^ 

ひどつ知識を授けてくれ fe 。 わたしは今、ざうすべきか考えている。 


± ほうつか •き かれ すく 

わたしは魔法使い i 乙なるざ決めた。彼を救うために。 


%い Z 1てつき 
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すうねん 


きゆう ± はうつか 


最後に日記を書いてから数年がたちました。上級魔法使いの 


うど 
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± は5 お啟 


称吾を得たわたしは、時をあやつる魔法を覚え、これからもうひむ 
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のあなたのもどへ飛ぶこれこします。ここへは戾つてはこられないだる 


うかい 


わたら 


せかい 


うけれ匕後悔はあうません。新しい世界で、かつてあなたどつな 


ふゆう 


たましい み 


じぶん なか 
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がっていた「洋遊する魂」を見つけしだい、それを自分の中 i こ取う 


た士しし ■ 
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こむつもうです。そうすれば、あなたどつながった魂は、わたしの子ざ 


も t して生まれてくるこどになるでしよう 
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レ' 1 
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わたしは、あなたを救うこ if ができる「命」を手 K 入れるため{て、長い 


おんか-え 


it cX で' 

旅出ます。をれが、わたしにできる、せめてもの恩返し 
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いつか、あなた(こ魂が戾う、ふ fe たび出会う日が来るこどを信じて。 


すく 


わたしを救：つてくれたあなたに 
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しな 


わたしのためにすべてを失つたあなたに 
わたしの人生のすべてをささげます。 
あなたに、もう一度会いたい。 


〇 
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老人が手記を読み終えると、あたりはし一んと静かになりました 


〇 


しゅき 
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』うじよ つ力 1 


ぽん つえ の 


手記の横には、おそらく少女が使っていたものなのか、1本の杖が残されて 
いたと語ったあと、老人はふたたびあてどない旅に出ました。 
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たいりくさいこ ふか 7 つく もり もり まも きよ 

ミド大陸最古の深く美しい森。森を守る巨 

だい しゅごしゃ ふる ちしき かた たいぼく 

大な守護者、古い知識を語りかける大木 

しんぴてき そんざい かずかず おとず もの 

など、神秘的な存在の数々が訪れる者を 
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にのくにさいだい たいりく. たいりく 

n ノ国最大の大陸、ミド大陸 


おんだん 


北部地方は、豊かな 

かなら おとず 


A い 
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緑がおいしげる温暖な気候に恵まれている。必ず訪れて 

おうおさ おうこく じん 

ほしいのはネコの王が治めるゴロネール王国。 ネコ 人たち 
との交流は、汝の旅を明るく彩ってくれるだろう 
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■6^ コッコナンダ洞窟 

きんぞく こうみゃく ねむ 

すばらしい金属の鉱脈が眠ると 1 ^、われる 

おく き ふきみ おと 

が、奥からたえず聞こえる不気味な音のせ 

どうくつ ちかよ も0 

いで、洞窟に近寄る者はいないという。 
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/レ王 


シノレナ平 


げん 


ネコの王が統治する、美い、緑と水の王 
H 0 北部最大の国家である。乂間とネコ 
人とが、のんびり共に暮らしてぃる。 


みなみ ひろ 


へいげん 


もの おお 


匕の森から南に広がる平原。魔物が多 

たびびと なや いた ところ きちょう もの 

く、旅人を悩ませるが、至る所で貴重な物 

さいしゅ ゆた へいげん 

が採取できる、豊かな平原でもある。 


せいめし 


はたら 
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Ifjf 旅の途中、モニューと呼ばれる不思_な右碑 

を堯たことはな、、だろうか。モニューは絲の:^ 

Hd ^力#してくれた顏な錢で、獻の葸い由を南 
修、.し、簽れゃ齡、碰の麁崙すら s してくれる、 

c - 表一 ベん り 

口， ^-とても便利なものだ。 

し、わゆる「魔法碁筏」の Ii は、宕を1く I った1花が_溪 

s ほうせつき じだい よ とうじ ひとびと いし I A ぴ 

で、 魔法石器時代とも呼ばれる。その当時の人々は、石の神秘 

卞■い はつ“ん せきば八 ぞう ら . L き きょだい いし かろがる 

性を発見し、石板や像に知識をたくわえたり、巨太な石を軽々と 
運ぶ魔法などを生み出したことで V な芰萌を荛1させた。 

ら しき きおく せきばん 

知識や記憶をたくわえる石板はメモリストーンという— 

が、萇ふ、单肖のうちに、みずから AI 、 を麵、 i い 
たりしゃべったりするものも道れた。こうした S は靈 
富な魔法の知識を}!って t 、るが、おだてに篛い 
ことが笑いと#われているので、きちんと i う錢 
を見せよう。よろこんですばらしい知念をあたえて 
くれることだろう。 


歴史のある大都市はたいてい石造りだが、たんに頑丈と I 、うだ 
けでなぐ魔法をかけることでさらに守りを固めている。そういった矗 
法都市や塔、洞窟などを' 生命を^:き4まれた宕が等っているこ 
とがある。滅びてしまった国や見捨てられた建物には、 4でもあた 

しめい まも かな いし 

えられた使命を守りつづけようとする悲し L 、石たちが t 、るという。 
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